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北 海 道北 海 道 のの

市市 とと町町とと 村村 をを

                                    ご 紹 介ご 紹 介

　この冊子「北海道の市と町と村を
ご紹介」は北海道情報紙の北海道倶
楽部・北海道 ”NOW”（2024 年 12
月号）の別冊として刊行しました。
　今回掲載したまちは、北海道
”NOW”の2024年1月～12月（2月は
休刊）に掲載した19市町村のご紹
介をすべて再録したものです。なお
、再録に当たり情報を一部更新しま
した。

　北海道開拓の歴史などに関しても
記され、食や観光のみならず興味深
い内容が含まれております。
　記事は、北海道及び掲載市町村の
方のお世話になっております。御礼
申し上げます。有り難うございまし
た。

公益社団法人北海道倶楽部
2024 年 12 月 1 日

渡島総合振興局エリア内

2024 年北海道 ”NOW” 
　掲載の 19 市町村

日高振興局エリア内

掲載されているイベ
ント情報は諸事情に
よ り 開 催 日 程 の 変
更、中止の可能性が
あります

エリア内の小文字の市町村は前回
Vol ５に掲載済みです。

根室振興局エリア内

檜山振興局エリア内
エリア内の小文字の市町村は次回
Vol. ７に掲載予定です。
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新しんひ
だ
か
町
の
ご
紹
介

新し
んひ
だ
か
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
新ひだか町役場〒０５９－８６５０　北海道日高郡新ひだか町静内御幸町３丁目２番５０号
ＴＥＬ：０１４６ ‐ ４３ ‐ ２１１１（代表）　ＦＡＸ：０１４６ ‐ ４３ ‐ ３９００（代表）

E-mail：kouho@town.shinhidaka.lg.jp
公式ホームページ：https://www.shinhidaka-hokkaido.jp/

○
概
要

　

新
ひ
だ
か
町
は
、
平
成
18
年

３
月
31
日
に
静
内
町
と
三
石
町

が
合
併
し
て
誕
生
し
た
町
で

す
。
人
口
約
２
万
人
、
世
帯
数

約
１
万
世
帯
で
、
人
口
に
お
い

て
は
全
道
市
町
村
の
う
ち
28
番

目
、
町
村
で
は
５
番
目
と
な
っ

て
い
ま
す
。
面
積
の
約
84
％
が

森
林
で
う
ち
68
％
を
国
有
林
が

占
め
て
い
ま
す
。
日
高
管
内
７

町
の
面
積
割
合
を
見
る
と
約

24
％
が
新
ひ
だ
か
町
と
な
り
ま

す
。
日
高
管
内
の
中
央
に
位
置

し
、
日
高
山
脈
の
峰
々
が
連
な

り
、
雄
大
な
太
平
洋
を
望
む
、

温
暖
で
雪
が
少
な
い
町
で
す
。

一
年
を
通
し
て
過
ご
し
や
す
く

四
季
折
々
の
風
情
が
味
わ
え
ま

す
。

〇
産
業

　

日
高
山
脈
の
麓
に
広
が
る
広

大
な
大
地
に
恵
ま
れ
て
い
る
新

ひ
だ
か
町
の
『
農
業
』
は
、
国

内
有
数
の
生
産
頭
数
を
誇
る
軽

種
馬(
け
い
し
ゅ
ば)

を
は
じ

め
、
水
稲
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
涼

し
げ
な
花
を
咲
か
せ
る
デ
ル

フ
ィ
ニ
ウ
ム
、
黒
毛
和
牛
、
乳

牛
の
飼
育
が
盛
ん
で
す
。
中
で

も
明
治
開
拓
期
よ
り
続
く
軽
種

馬
産
業
は
、
明
治
時
代
の
軍
馬

資
質
向
上
に
向
け
た
牧
場
の
整

備
か
ら
始
ま
り
、
第
二
次
大
戦

後
、
軍
馬
や
農
用
馬
の
役
割
が

後
退
し
て
い
く
中
で
、
競
走
馬

の
需
要
の
高
ま
り
に
伴
い
、
軽

種
馬
生
産
へ
と
転
換
す
る
動
き

が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
温
暖
で
雪
も
少
な
く
、

軽
種
馬
生
産
に
適
し
た
土
地
柄

は
、
国

内
有
数

の
軽
種

馬
生
産

地
と
な

り
、
こ

れ
ま
で

に
数
多

く
の
歴

史
的
名
馬
を
産
出
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
本
で
唯
一
の
軽

種
馬
生
産
学
習
を
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
取
り
入
れ
て
い
る
静
内
農

業
高
校
で
も
生
徒
た
ち
管
理
の

下
、
軽
種
馬
を
生
産
・
育
成
し

て
い
ま
す
。
生
産
馬
の
活
躍
や

生
徒
た
ち
が
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
を

育
て
る
姿
や
セ
リ
の
様
子
が
テ

レ
ビ
や
新
聞
な
ど
を
通
じ
て
話

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

太
平
洋
に
面
し
た
新
ひ
だ
か

町
は
、豊
か
な
漁
場
に
恵
ま
れ
、

日
高
昆
布
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
が

確
立
し
て
い
る
コ
ン
ブ
の
ほ

か
、
良
質
な
サ
ケ
、
タ
コ
や
イ

カ
、
カ
レ
イ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
海
産
物
が
獲
れ
る
『
漁

業
』
も
盛
ん
な
ま
ち
で
す
。
近

年
、
道
内
で
も
水
揚
げ
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
ブ
リ
は
、
新
ひ

だ
か
町
で
も
顕
著
に
水
揚
量
を

伸
ば
し
て
お
り
、
新
た
な
ブ
ラ

ン
ド
作
り
を
目
指
し
て
販
路
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
全
国
ブ

ラ
ン
ド
「
日
高
昆
布　

標
準
和

名
：
ミ
ツ
イ
シ
コ
ン
ブ
」
は
、

１
０
０
年
以
上
も
変
わ
ら
ず
受

け
継
が
れ
て
き
た
製
法
に
よ
り

極
上
の
品
質
を
守
り
続
け
て
い

ま
す
。
玉
砂
利
の
浜
で
た
っ

ぷ
り
と

太
陽
の

光
を
浴

び
、
浜

風
に
よ

り
じ
っ

く
り
と

旨
味
が

凝
縮
さ

れ
た
日
高
昆
布
は
、
そ
の
品
質

の
高
さ
か
ら
全
国
的
に
も
知
名

度
を
得
て
お
り
、
関
東
・
関
西

の
料
亭
や
専
門
店
な
ど
に
広
く

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
し
ず
な
い
桜
ま
つ
り

　

桜
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
、

例
年
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬

に
開
催
さ
れ
、
二
十
間
道
路
桜

並
木
を
会
場
に
２
０
０
０
本
を

超
え
る
桜
が
直
線
７
km
に
わ
た

り
咲
き
誇
り
ま
す
。
会
場
で
は

期
間
限
定
の
お
土
産
や
旬
の
味

覚
な
ど
新
ひ
だ
か
町
の
春
を
堪

能
で
き
ま
す
。
ま
た
、
普
段
は

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
龍
雲

閣
（
り
ゅ
う
う
ん
か
く
）
は
期

間
中
の
み
見
学
可
能
で
す
。
ま

た
、
二
十
間
道
路
は
季
節
ご
と

に
違
っ
た
風
景
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度

訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

新
ひ
だ
か
町
と
は

新
ひ
だ
か
町
と
は

人口 20,635 人
（R5.10 月末現在）

面積 1,147.55K㎡

〇
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
・
増
え

る
移
住
者

　
「
涼
夏
少
雪
の
郷(

り
ょ
う

か
し
ょ
う
せ
つ
の
さ
と)

」
新

ひ
だ
か
町
は
、
新
千
歳
空
港
や

苫
小
牧
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

か
ら
１
時
間
半
ほ
ど
と
い
う
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
や
、
日
高
山
脈

や
太
平
洋
に
抱
か
れ
た
温
暖
で

自
然
豊
か
な
ま
ち
で
あ
る
と
共

に
、
日
高
地
方
の
商
業
中
心
地

で
あ
り
、
暮
ら
し
に
ち
ょ
う
ど

良
い
町
と
し
て
、
全
国
か
ら
の

移
住
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
町

で
は
、
10
戸
の
移
住
体
験
住
宅

を
用
意
し
、
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
が
移
住
に
向
け
た
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
ま
す
。

〇
競
走
馬
の
ふ
る
さ
と

　

将
来
の
馬
産
地
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
ま
ち
の
歴
史
・
文
化
・

産
業
を
継
承
す
る
た
め
、
馬
産

地
の
人
づ
く
り
事
業
「
ひ
だ
か

う
ま
キ
ッ
ズ
探
検
隊
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
20
人
ほ

ど
の
小
学
生
が
生
産
牧
場
を
は

じ
め
、
多
く
の
馬
関
連
施
設
を

見
学
す
る
体
験
学
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
５
年
10

月
に
は
、
馬
づ
く
し
の
イ
ベ
ン

ト
「
う
ま
カ
ル
フ
ェ
ス
in
新
ひ

だ
か
」
を
Ｈ
Ｂ
Ａ
北
海
道
市
場

で
初
開
催
し
、
全
国
か
ら
多
く

の
馬
フ
ァ
ン
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

〇
日
高
山
脈
の
国
立
公
園
化
と

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル

　

北
海
道
の
背
骨
と
言
わ
れ
、

日
本
最
大
の
原
生
流
域
を
誇

る
「
日
高
山
脈
」
は
令
和
６
年

６
月
25
日
に
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
世
界
で
も
稀
な

地
質
特
性
を
有
し
、
手
つ
か
ず

の
雄
大
な
自
然
が
残
さ
れ
た
秘

境
と
も
言
え
る
日
高
山
脈
の
国

立
公
園
化
を
契
機
に
、
新
た
な

旅
の
ス
タ
イ
ル
「
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
山
岳
地
帯
か
ら
牧

場
群
を
経
て
海
洋
へ
と
つ
な
が

る
国
内
で
唯
一
無
二
の
牧
歌
的

景
観
の
中
で
、
大
自
然
と
と
も

に
ア
イ
ヌ
文
化
や
特
産
の
日
高

昆
布
を
活
か
し
た
食
文
化
な
ど

を
楽
し
め
る
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の

造
成
に
地
域
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

〇
「
静
農
ブ
ラ
ン
ド
」
の
開
発

促
進

　

豊
か
な
自
然
環
境
は
、
豊
か

な
食
を
育
み
ま
す
。
新
ひ
だ
か

町
で
は
、
令
和
４
年
度
よ
り
、

地
元
の
静
内
農
業
高
校
の
生
徒

た
ち
と
各
産
業
団
体
、
事
業
者

な
ど
と
連
携
し
「
静
農
ブ
ラ
ン

ド
開
発
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
多
く
の

静
農
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

○
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）

　

新
ひ
だ
か
町
で
は
、
毎
年
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
寄
附
は
、
１
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
町
の
シ
ン
ボ

ル
「
二
十
間
道
路
桜
並
木
」
の
保
護
・
保
全
活
動
等
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
寄
附
に
対
す
る
感
謝

の
意
を
込
め
ま
し
て
、
新
ひ
だ
か

町
が
誇
る
逸
品
を
返
礼
品
と
し
て

用
意
し
て
い
ま
す
。
桜
の
町
、
新

ひ
だ
か
町
に
ふ
さ
わ
し
い
日
高
沖

で
獲
れ
た
新
鮮
な
「
サ
ク
ラ
マ
ス
」

を
ま
る
ご
と
一
尾
、
さ
ら
に
は
、

特
産
の
日
高
昆
布
の
だ
し
を
活
か

し
た
「
牛
タ
ン
」
の
ほ
か
、
ブ
ラ

ン
ド
和
牛
「
み
つ
い
し
牛
」
や
ジ
ェ

ラ
ー
ト
・
ケ
ー
キ
な
ど
、
海
の
幸
、

山
の
幸
か
ら
ス
イ
ー
ツ
ま
で
、
幅

広
い
特
産
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
新
ひ
だ
か
町
へ
の
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

人気の返礼品

mailto:kouho%40town.shinhidaka.lg.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
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〇
二
十
間
道
路
の
桜
並
木

　

並
木
幅
が
二
十
間(
約
36

メ
ー
ト
ル)

あ
る
こ
と
か
ら
、

二
十
間
道
路
と
呼
ば
れ
る
一

本
道
に
は
、
春
に
な
る
と
直

線
約
７
㎞
に
わ
た
り
、
見
事

な
桜
の
花
々
で
彩
ら
れ
ま
す
。

日
本
屈

指
の
ス

ケ
ー
ル

を
誇
る

桜
並
木

は
、「
日

本
の
道

１
０
０

選
」
や
「
さ
く
ら
の
名
所

１
０
０
選
」、「
北
海
道
遺
産
」

な
ど
に
も
選
ば
れ
て
お
り
、

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
毎
年

10
万
人
を
超
え
る
ほ
ど
の
花

見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
咲

き
誇
る
ほ
と
ん
ど
の
桜
は
エ

ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
。
こ
の
地
に

は
か
つ
て
、
宮
内
省
の
御
料

牧
場
が
あ
り
、
こ
こ
を
視
察

す
る
た
め
の
皇
族
の
行
啓
道

路
と
し
て
、
大
正
５
年
か
ら

３
年
を
か
け
て
近
隣
の
山
々

か
ら
桜
の
木
が
移
植
さ
れ
、

桜
並
木
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
十
間
道
路
か
ら
牧
場
に

続
く
脇
道
に
は
、
桜
の
花
が

頭
上
ま
で
覆
う
「
花
の
ト
ン

ネ
ル
」
が
３
０
０
ｍ
ほ
ど
続

き
、
訪
れ
る
人
々
を
や
さ
し

い
彩
り
で
包
み
込
ん
で
い
ま

す
。
心
を
和
ま
せ
る
桜
並
木

は
、
ま
さ
に
新
ひ
だ
か
町
の

春
の
風
物
詩
。
町
で
は
、
こ

の
風
景
を
大
切
に
守
り
続
け

て
い
ま
す
。

〇
三
石
海
浜
公
園

　

駿
馬
た
ち
が
風
を
切
り
、

日
高
山
脈
の
麓
に
広
が
る
大

地
を
駆
け
て
い
き
、
太
平
洋

を
見
渡
せ
ば
ど
こ
ま
で
も
広

が
る
水
平
線
か
ら
心
地
よ
い

風
が
吹
い
て
く
る
ア
ウ
ト
ド
ア

フ
ィ
ー
ル
ド
。
三
石
海
浜
公
園

は
、「
道
の
駅
み
つ
い
し
」、「
み

つ
い
し
昆
布
温
泉 

蔵
三(

く

ら
ぞ
う)
」、「
み
つ
い
し
ふ
れ

あ
い
ビ
ー
チ
」、「
三
石
海
浜
公

園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
」
が
隣

接
し
、
家
族
で
楽
し
め
る
夏
の

体
験
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

三
石
海
浜
公
園
は
、
芝
や

ビ
ー
チ
の
管
理
が
行
き
届
き
と

て
も
き
れ
い
で
す
。
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数
で

毎
年
ト
ッ
プ
３
に
入
る
人
気
で

す
。
海
遊
び
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

遊
具
で
楽
し
ん
だ
あ
と
は
日
帰

り
入
浴
も
で
き
る
温
泉
で
遊
び

疲
れ
た
体
を
ゆ
っ
く
り
と
癒
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ

以
外
に
温
泉
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン

や
ホ
テ
ル
も
併
設
し
て
い
る
た

め
、
何
も

持
た
ず
に

気
軽
に
利

用
で
き
ま

す
。
ま
た

漁
協
の
直

販
所
や
野

菜
の
直
売
所
も
あ
る
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
海
の
幸
や
山
の
幸
を

楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
お

子
さ
ん
と
安
心
し
て
一
緒
に
楽

し
め
る
三
石
海
浜
公
園
に
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

〇
み
つ
い
し
昆
布
温
泉
「
蔵
三

（
く
ら
ぞ
う
）」

　

道
内

外
か
ら

人
気
の

天
然
温

泉
施
設
。

三
石
海

浜
公
園

内
に
あ
る
海
と
緑
に
囲
ま
れ
た

く
つ
ろ
ぎ
ス
ポ
ッ
ト
。「
蔵
」

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
施
設
デ
ザ

イ
ン
は
、
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
と
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
。
宿

泊
施
設
や
新
鮮
な
地
元
の
幸
を

味
わ
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
併
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
町
民
保
養
施
設「
静
内
温
泉
」

　

２
０
１
３
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
木
漏
れ
日
に

た
だ
す
む
温
泉
施
設
。
天
井
が

高
く
開
放
感
あ
る
ロ
ビ
ー
が
出

迎
え
、
茶
褐
色
の
柔
ら
か
い
お

湯
は
肌

を
つ
る

つ
る
の

美
肌
に

し
、
ラ

ウ
ン
ジ

が
心
と

体
の
や
す
ら
ぎ
の
時
間
を
あ
た

え
ま
す
。
ま
た
、隣
接
す
る「
緑

の
ふ
る
さ
と 

温
泉
の
森
キ
ャ

ン
プ
場
」
は
、
川
遊
び
や
紅
葉

狩
り
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ソ
ロ
キ
ャ

ン
パ
ー
に
人
気
の
キ
ャ
ン
プ
場

で
す
。

〇
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ヒ
ル
ズ
静
内

　

２
０
０
１
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ヒ
ル
ズ
静

内
」
は
、
馬
と
の
ふ
れ
あ
い
や

乗
馬
を
通
し
て
の
情
操
教
育
、

障
が
い
者
の
体
験
乗
馬
に
よ
る

心
身
の
機
能
回
復
、
健
康
づ
く

り
や
生
涯
学
習
、
後
継
者
育
成

や
就
労
支
援
な
ど
、
教
育
・
保

健
・
福
祉
の
向
上
に
貢
献
す
る

社
会
教
育
施
設
で
す
。
習
熟

度
に
応
じ

て
子
ど
も

か
ら
大
人

の
幅
広
い

年
齢
で
乗

馬
体
験
や

レ
ッ
ス
ン

が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
馬
と

ふ
れ
あ
う
「
わ
く
わ
く
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
」
を
夏
と
秋
の
年
２

回
開
催
し
、
ポ
ニ
ー
乗
馬
や
馬

車
、
ニ
ン
ジ
ン
の
餌
や
り
体
験

な
ど
が
行
わ
れ
、
毎
回
、
多
く

の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。

〇
Ｈ
Ｂ
Ａ
北
海
道
市
場　
　

　

新
ひ
だ
か
町
に
あ
る
常
設
市

場
と
し
て
東
洋
一
の
ス
ケ
ー
ル

を
誇
る
「
北
海
道
市
場
」（
主

催
：
Ｈ
Ｂ
Ａ 

日
高
軽
種
馬
農

業
協
同
組
合)

で
は
、
毎
年
７

月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
競
走

馬
の
セ
リ
市
場
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
セ
リ
市
場
は
、
会
場
中

央
ス
テ
ー
ジ
に
馬
を
立
た
せ
る

ア
メ
リ
カ

ン
ス
タ
イ

ル
で
行
わ

れ
て
い
ま

す
。
一
般

見
学
は
で

き
ま
せ
ん

が
、
セ
リ
の
様
子
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

〇
牧
場
の
見
学

　

町
内
の
牧
場
で
は
、
数
々
の

歴
史
的
名
馬
が
飼
養
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
競
走
馬
の
牧
場
は
観

光
施
設
で
は
な
い
た
め
、
許
可

な
く
勝
手
に
入
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
牧
場
の
好
意
に
よ

り
、
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
見

学
が
で
き
ま
す
。
そ
う
し
た
見

学
の
可
否
や
時
期
、
時
間
な
ど

の
情
報
を

提
供
し
、

サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る

「
競
走
馬

の
ふ
る
さ

と
日
高
案

内
所
」
が
あ
り
ま
す
。
憧
れ
の

名
馬
に
会
い
に
い
く
と
き
は
必

ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
蓬
莱
山(

ほ
う
ら
い
さ
ん)

　

三
石
川
の
緩
や
か
な
流
れ
が

織
り
な
す
清
澄
な
風
景
は
、
古

代
中
国
に
お
け
る
三
神
山
の
一

つ
「
蓬
莱
山
」
を
連
想
さ
せ
る

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
。
ア
イ
ヌ
民

族
の
伝
説
に
「
カ
ム
イ(

神)

が
ク
ジ
ラ
を
切
り
取
り
蓬(

よ

も
ぎ)

の
串
に
刺
し
て
焼
き
、

立
て
た
と
こ
ろ
石
に
な
っ
た
」、

「
退
治
し
た
巨
大
怪
物
の
肉
塊

が
黒
く
焦
げ
、
す
ご
い
音
を
た

て
て
突
き
立
っ
た
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
伝
説
を
ま
と
う
奇

岩
の
山
。
麓
に
は
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場

が
あ
り
、

毎
年
７

月
に
は

「
蓬
莱
山

ま
つ
り
」

が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
優

ゆ
う
し
ゅ
ん
お
う
こ
く

駿
桜
国  
涼り

ょ
う
か
し
ょ
う
せ
つ

夏
少
雪
の
ま
ち 

新
ひ
だ
か
町

○
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

　
「
こ
ん
ぶ
マ
ン
と
こ
ぶ
ね
ち
ゃ
ん
」

　

こ
ん
ぶ
マ
ン
と
こ
ぶ
ね
ち
ゃ
ん
は
、
町
名
産
の
ミ
ツ
イ
シ

コ
ン
ブ(

日
高
昆
布)

を
は
じ
め
、
新
ひ
だ
か
町
の
特
産
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
誕
生
し
た
新
ひ
だ
か
町
商
工
会
青
年
部
の

ご
当
地
ゆ
る
キ
ャ
ラ
で
す
。

　

兄
の
こ
ん
ぶ
マ
ン
と
妹
の
こ
ぶ
ね
ち
ゃ
ん
の
２
人
で
、
町

内
外
、
多
岐
に
わ
た
り
活
動

中
で
す
。

　

最
近
で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ

ン
プ
の
販
売
や
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
を
活
用
し
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
の
取
り
組
み
も

行
い
、
新
ひ
だ
か
町
の
Ｐ
Ｒ

に
奔
走
中
で
す
。

mailto:kouho%40town.shinhidaka.lg.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
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根ねむ
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む
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◎
根
室
の
代
表
的
な
味
覚 

サ

ン
マ

　

さ
ん
ま
は
、
日
本
の
代
表
的

な
秋
の
食
材
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
根
室
は
さ
ん
ま
の

水
揚
げ
が
日
本
一
で
、
漁
期
の

始
ま
り
が
初
秋
の
8
月
で
す
。

根
室
沖
合
い
の
道
東
海
域
に
姿

を
現
し
、
漁
獲
さ
れ
港
は
連
日

賑
わ
い
ま
す
。
道
東
根
室
の
脂

の
乗
っ
た
さ
ん
ま
は
、
秋
の
主

役
で
す
。

◎
根
室
の
味
覚
の
王
様 

花
咲

ガ
ニ

　

花
咲
ガ
ニ
は
、
北
海
道
東
部

に
し
か
生
息
し
て
お
ら
ず
、
主

に
根
室
半
島
で
し
か
獲
れ
な
い

希
少
な
カ
ニ
で
す
。
獲
れ
た
て

の
花
咲
ガ
ニ
の
色
は
茶
色
で
す

が
、
茹
で
上
が
る
と
真
っ
赤
に

な
り
、
身
ば
な
れ
は
抜
群
で
身

が
と
て
も
柔
ら
か
く
独
特
の
旨

味
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
出
汁
が
た
っ
ぷ
り
出
る
の

で
、
季
節
の
野
菜
と
味
噌
を
入

れ
た
「
鉄
砲
汁
」
や
「
雑
炊
」

な
ど
は
一
度
食
べ
る
と
や
み
つ

き
に
な
り
ま
す
。

◎
ご
当
地
グ
ル
メ

　
「
漁
師
が
早
く
食
べ
ら
れ
て
、

あ
る
程
度
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る

メ
ニ
ュ
ー
」
と
し
て
作
ら
れ
た

水
産
都
市
根
室
な
ら
で
は
の
独

創
的
な
メ
ニ
ュ
ー
が
「
エ
ス
カ

ロ
ッ
プ
」
で
す
。
そ
の
他
、
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ラ
イ
ス
や
ス
タ
ミ

ナ
ラ
イ
ス
な
ど
聞
い
た
こ
と
の

な
い
名
前
の
メ
ニ
ュ
ー
が
お
勧

め
で
す
。

◎
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ

　

桜
前
線
の
終
着
点
と
知
ら
れ

て
い
る
根
室
。
根
室
市
観
光
協

会
で
は
毎
年
桜
の
咲
く
季
節
と

な
る
5
月
に
市
内
の
桜
の
名
所

で
あ
る
「
清
隆
寺
」
の
チ
シ
マ

ザ
ク
ラ
を
観
測
し
開
花
状
況
を

発
信
し
て
い
ま
し
た
が
、
旧
根

室
測
候
所
の
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
を

標
本
木
と
し
て
「
開
花
宣
言
」、

「
満
開
宣
言
」
を
発
表
し
て
い

ま
す
。
北
方
領
土
由
来
の
チ
シ

マ
ザ
ク
ラ
を
標
本
木
と
し
て
い

る
の
は
全
国
で
唯
一
、
根
室
市

だ
け
で
す
。

◎
地
球
探
索
鉄
道 

花
咲
線

　

地
球
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
感

じ
ら
れ
る
、美
し
く
強
い
路
線
、

そ
れ
が
花
咲
線
で
す
。
花
咲
線

と
い
う
名
前
は
愛
称
で
、
北
海

道
一
長
い
鉄
道
路
線
「
JR
根
室

本
線
（
滝
川
－

根
室
）」
の
う
ち
、

釧
路
と
根
室
を

結
ぶ
１
３
５
・
４

km
の
鉄
路
を
そ

う
呼
ん
で
い
ま

す
。
車
窓
に
森

林
や
牧
場
、
太

平
洋
な
ど
が
展

開
す
る
風
光
明

媚
な
路
線
で
、

沿
線
に
は
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登

録
湿
地
が
位
置

し
て
い
ま
す
。

雄
大
な
太
平
洋
の
眺
め
は
花
咲

線
の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
で
、
夕
陽

の
沈
む
落
石
地
区
の
三
里
浜

は
、知
る
人
ぞ
知
る
名
所
で
す
。

沖
合
に
ユ
ル
リ
、
モ
ユ
ル
リ
の

島
影
を
望
む
こ
と
も
で
き
、
日

本
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
の
最
東
端

を
走
る
鉄
道
旅
は
、
発
見
と
感

動
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
時
間
と
な

り
ま
す
。

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

◎
子
育
て
支
援
を
積
極
的
に
サ

ポ
ー
ト

　

根
室
市
で
は
、
子
育
て
支
援

が
充
実
し
て
お
り
、
2
歳
児
ま

で
の
保
育
料
半
額
や
3
歳
児
か

ら
5
歳
児
ま
で
の
保
育
料
無
償

化
の
ほ
か
に
副
食
費
無
償
化
、

ま
た
、
小
学
校
及
び
中
学
校
、

義
務
教
育
学
校
の
給
食
費
を
完

全
無
償
化
、
18
歳
以
下
の
医
療

費
無
償
化
な
ど
、
子
育
て
世
代

に
手
厚
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
子
育
て
不
安
解
消
の
た

め
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
（
0
歳
～
18
歳
未

満
）
ま
で
、
保
健
師
・
保
育
士

等
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
各
種
ご
相

談
に
対
応
し
、
切
れ
目
な
い
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
１
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
、
天
気
や
季
節
を
気
に
せ

ず
遊
べ
る
『
子
ど
も
向
け
屋
内

遊
戯
施
設
ふ
る
さ
と
遊
び
の
広

場
「（
愛
称
）
わ
ん
ぱ
ー
く
」』

＝
写
真
、
は
、
北
海
道
内
最
大

級
の
ネ
ッ
ト
遊
具
も
整
備
さ
れ

て
お
り
、
子
育
て
世
代
の
交
流

の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
施
設

で
す
。

◎
移
住
体
験
住
宅
で
「
ね
む
ろ

暮
ら
し
」
を
満
喫

　

根
室
市
で
は
、
当
市
で
の
生

活
を
手
軽
に
体
験
で
き
る
機
会

を
提
供
す
る
た
め
、
移
住
体
験

住
宅
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
か
ら
、
全
国
的
に
在
宅
勤

務
を
は
じ
め
と
し
た
テ
レ
ワ
ー

ク
の
推
進
を
加
速
さ
せ
て
お

り
、
そ
の
中
で
新
し
い
働
き
方

と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
す
る
企
業
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
根
室
市
の
移
住
体
験
住

宅
は
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

も
完
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
受

け
入
れ
施
設
と
し
て
の
活
用
も

可
能
で
す
。
ま
た
、
避
暑
地
と

し
て
の
快
適
さ
か
ら
、「
少
し

だ
け
根
室
市
の
暮
ら
し
を
体
験

し
て
か
ら
移
住
を
考
え
て
み
た

い
」
と
い
う
方
に
も
オ
ス
ス
メ

で
、
寝
具
（
レ
ン
タ
ル
可
）
や

消
耗
品
を
準
備
す
る
だ
け
で
、

手
軽
に
「
ね
む
ろ
暮
ら
し
」
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
可
能
期
間
：
最
短
１
週
間

～
最
長
６
か
月

利
用
料
／
月
：
夏
期
６
万
円
前

後
、
冬
期
7
万
円
前
後
（
光
熱

水
費
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
代
含

む
）。
日
割
可
。

　

ま
ち
が
持
続
的
に
発
展
し
て

い
く
う
え
で
、
特
に
市
民
か
ら

の
要
望
が
高
い
施
策
の
安
定
的

な
展
開
を
図
る
た
め
、
寄
附
金

を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
例
で
す
と
、

先
に
紹
介
し
た
子
ど
も
向
け
屋

内
遊
戯
施
設
の
建
設
で
す
。
こ

ち
ら
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
子
ど
も
達
が
自
由
に

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
、

子
育
て
世
代
の
交
流
の
場
所
を

提
供
す
る
目
的
で
建
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
漁
業
資
源
増

大
対
策
や
地
域
医
療
の
維
持
・

安
定
化
な
ど
、
市
民
生
活
の
維

持
向
上
に
幅
広
く
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
未
来
基
金
や
漁
業
資
源

増
大
対
策
基
金
な
ど
地
方
創
生

関
連
の
９
つ
の
基
金
の
ほ
か
防

災
対
策
基
金
な
ど
４
つ
の
基
金

を
加
え
た
13
の
目
的
別
の
基
金

を
も
っ
て
計
画
的
な
財
源
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
基
金
の
管
理
・

運
用
方
針
等
に
基
づ
き
、
計
画

的
な
活
用
と
積
立
て
を
図
る
と

と
も
に
、
先
進
自
治
体
と
し
て

制
度
の
健
全
な
発
展
に
努
め
な

が
ら
根
室
市
の
創
生
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

移
住
に
つ
い
て

移
住
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

『子ども向け屋内遊戯施設ふるさと遊びの
広場「（愛称）わんぱーく」』

mailto:sog_seisaku%40city.nemuro.lg.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.city.nemuro.hokkaido.jp/index.html
https://www.facebook.com/nemurocity/?locale=ja_JP
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根ね
む
ろ室
市
の
ご
紹
介

根ねむ
ろ室
市
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
根室市役所　〒０８７－８７１１　北海道根室市常盤町２丁目２７番地
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E-mail：sog_seisaku@city.nemuro.lg.jp
根室市ホームページ：https://www.city.nemuro.hokkaido.jp/index.html
根室市公式 facebook：https://www.facebook.com/nemurocity/?locale=ja_JP

   

原
始
の
自
然
が
残
る
「
ね
む
ろ
」

◎
春
国
岱
（
し
ゅ
ん
く
に
た

い
）　

春
国
岱
は
、
根
室
湾
と

風
蓮
湖
の
間
に
横
た
わ
る
長

さ
8
㎞
、
最
大
幅
1.3
㎞
の
細

長
い
島
で
す
。
周
囲
を
海
と

湖
、
干
潟
に
囲
ま
れ
、
海
岸
草

原
、
湿
原
、
森
林
な
ど
の
多

様
な
環
境
が
ひ
と
ま
と
ま
り

に
な
っ
て
存
在
し
ま
す
。
野

鳥
の
聖
域
と
言
わ
れ
て
お
り
、

根
室
を
代
表
す
る
自
然
の
宝

庫
で
す
。
２
０
０
５
年
に
は

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ

れ
、
２
０
１
０
年
に
は
東
ア

ジ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
地

域
渡
り
性
水
鳥
重
要
生
息
地

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
参
加
し
、

湿
地
や
水
鳥
の
生
息
地
の
保

全
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
風
蓮
湖
（
ふ
う
れ
ん
こ
）

　

風
蓮
湖
は
根
室
市
と
別
海

町
に
ま
た
が
る
国
内
最
大
級

の
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
飛
来

地
。
湖
水
面
積
57
・
5
平
方

㎞
。
周
囲
96
㎞
、砂
嘴
（
さ
し
）

で
根
室
湾
と
隔
て
ら
れ
て
い

る
汽
水
湖
で
す
。
風
蓮
湖
は

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

で
あ
り
、
湖
の
周
囲
に
は
広

大
な
湿
原
、
森
林
、
砂
丘
な

ど
変
化
に
富
ん
だ
自
然
が
広

が
り
、
日
本
で
見
ら
れ
る
野

鳥
の
な
ん
と
半
分
以
上
、
約

３
３
０
種
が
観
察
さ
れ
て
い
ま

す
。
湖
に
は
10
数
本
の
河
川
が

流
入
し
、
独
特
の
景
観
を
つ
く

り
だ
し
て
い
ま
す
。

   

野
鳥
の
楽
園
「
ね
む
ろ
」

◎
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
聖

地
　

約
３
３
０
種
の
野
鳥
が
観

察
で
き
る
根
室
は
、
ま
さ
に

野
鳥
の
宝
庫
で
す
。
風
蓮
湖
、

春
国
岱
、
長
節
湖
な
ど
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
海
、

湖
、
森
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
オ

ジ
ロ
ワ
シ
、
オ
オ
ワ
シ
、
ク
マ

ゲ
ラ
、
ヒ
シ
ク
イ
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
な
ど
、
天
然
記
念
物
や
特
別

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
鳥
も
数
多
く
、
多
く
の
方
が

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
訪
れ

て
い
ま
す
。
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
は
、
双
眼
鏡
さ
え
あ
れ
ば

初
め
て
の
方
で
も
簡
単
に
挑
戦

で
き
ま
す
。
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
野
鳥
の
情

報
な
ど
の
詳
細
は
、「
春
国
岱

原
生
野
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
」
で
教
え
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

自
然
と
動
物
の
距
離
が
近
い

「
ね
む
ろ
」

◎
北
方
原
生
花
園

　
　

根
室
市
街
か
ら
納
沙
布
岬

に
向
か
う
途
中
、
ノ
ツ
カ
マ
ッ

プ
岬
近
く
に
あ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク

を
望
む
広
さ
約
75　

の
原
生
花

園
で
す
。
木
道
も
整
備
さ
れ
、

夏
に
は
馬
（
ポ
ニ
ー
）
も
放
牧

さ
れ
ま
す
。
6
月
上
旬
～
8
月

上
旬
に
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
、
ネ

ム
ロ
タ
ン
ポ
ポ
、
エ
ゾ
カ
ン
ゾ

ウ
、
ツ
リ
ガ
ネ
ソ
ウ
な
ど
が
開

花
。
な
か
で
も
6
月
下
旬
～
7

月
中
旬
の
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
は

実
に
見
事
で
す
。

本
土
最
東
端 

果
て
感
の
絶
景

◎
三
大
秘
岬 

落
石
岬
と
灯
台

　

太
平
洋
に
突
き
出
し
た
岬
、

落
石
岬
。
散
策
路
を
歩
け
ば
、

自
然
の
南
限
地
と
し
て
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
サ
カ
イ
ツ
ツ
ジ
」（
見
頃
は
6

月
上
旬
）
に
出
会
え
ま
す
。
一

帯
は
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
林
が
広

が
り
、湿
地
に
は
美
し
い
花
々
、

眼
下
に
は
太
平
洋
の
荒
波
と
見

所
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。

◎
朝
日
に
一
番
近
い
納
沙
布
岬

　

本
土
最
東
端
に
位
置
し
、
晴

れ
て
い
れ
ば
北
方
領
土
の
島
々

が
眺
め
ら
れ
る
有
名
な
「
納
沙

布
岬
」
で
す
。
こ
こ
か
ら
北
方

領
土
・
歯

舞
群
島
の

貝
殻
島
ま

で
は
、
わ

ず
か
3.7
㎞

で
す
。
晴

れ
て
い
れ

ば
肉
眼
で

も
見
る
こ

と
が
で
き

ま
す
。
ま

た
、
一
面

の
海
に
は
、

四
季
折
々

の
表
情
が

あ
り
、
夏

に
は
ラ
ッ

コ
、
冬
は

流
氷
な
ど
と
い
っ
た
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
か
つ
幻
想
的
な
景
観
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
周

辺
観
光
施
設
と
し
て
、「
根
室

市
北
方
領
土
資
料
館
」
や
「
望

郷
の
家
」「
北
方
館
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

◎
花
咲
灯
台
と
車
石

　

こ
こ
が
海
底
で
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
る
枕
状
溶
岩
の
塊
が
車

石
で
す
。
車
輪
を
思
わ
せ
る
よ

う
な
放
射
状
の
玄
武
岩
で
、
直

径
は
6
ｍ
。
海
底
火
山
が
噴
火

す
る
と
、
そ
の
厚
い
ド
ロ
ド
ロ

の
溶
岩
が
海
中
で
冷
や
さ
れ
ま

す
。
こ
の
溶
岩
は
今
か
ら
約

６
０
０
万
年
前
に
冷
え
て
固

ま
っ
た
と
推
察
さ
れ
て
お
り
、

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
朝
日
に
い
ち
ば
ん
近
い
街　

ね
む
ろ
」

根室市へのアクセス
■飛行機・JR・都市間バスでのアクセス

■周辺道路マップ

URL
nemuro-kankou.com/
access/

詳細は根室市観光協会の
HP をご覧ください。

ha

mailto:sog_seisaku%40city.nemuro.lg.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.city.nemuro.hokkaido.jp/index.html
https://www.facebook.com/nemurocity/?locale=ja_JP
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別べつ
か
い海
町
の
ご
紹
介

●
別
海
町
に
つ
い
て

　

別
海
町
は
、
北
海
道
の
東

部
、
根
室
管
内
中
心
部
に
位
置

し
、
東
西
61
・
４
㎢
、
南
北

44
・
３
㎢
に
広
が
る
総
面
積

１
３
１
９
・
63
㎢
の
町
で
す
。

令
和
５
年
12
月
末
現
在
の
人
口

は
、
１
４
，
２
０
０
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
東
は
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
に
面
し
、
根
室
市
、
標
津
町
、

中
標
津
町
、
標
茶
町
、
厚
岸
町
、

浜
中
町
の
６
市
町
と
接
し
て
い

ま
す
。

●
別
海
町
の
出
身
者

　

別
海
町
の
出
身
者
と
し
て

は
、
２
０
２
４
年
に
直
木
賞
を

受
賞
さ
れ
た
河
﨑
秋
子
さ
ん
や

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
で
あ
る
森

重
航
選
手
、
新
濱
立
也
選
手
、

郷
亜
里
砂
選
手
な
ど
が
い
ま

す
。

●
友
好
都
市
に
つ
い
て

　

別
海
町
の
友
好
都
市
は
、
大

阪
府
枚
方
市
で
あ
り
、
昭
和
62

年
2
月
2
日
に
友
好
都
市
宣
言

が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

枚
方
市
か
ら
別
海
町
へ
嫁
い

だ
方
の
働
き
か
け
な
ど
に
よ

り
、
酪
農
家
の
後
継
者
不
足
と

い
う
悩
み
を
抱
え
て
い
た
別
海

町
と
枚
方
市
に
よ
る
「
菊
と
緑

の
会
」（
酪
農
青
年
と
都
会
の

女
性
の
交
流
機
会
）
が
始
ま
っ

た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
に
お
い
て
も
、
行
政
を

は
じ
め
市
民
各
層
で
の
交
流
を

続
け
て
お
り
、
毎
年
、
枚
方
物

産
展
へ
の
参
加
や
「
友
好
都
市

少
年
少
女
ふ
れ
あ
い
の
翼
」
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
産
業
の
概
要

　

別
海
町
の
基
幹
産
業
は
、
酪

農
業
と
漁
業
で
す
。

　

酪
農
業
に
つ
い
て
は
、
昭
和

31
年
高
度
酪
農
集
約
地
域
に
指

定
さ
れ
て
以
来
、
第
1
次
・
第

2
次
農
業
構
造
改
善
事
業
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
48
年

か
ら
は
新
酪
農
村
建
設
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
、
機
械
や
施
設
の

大
型
化
・
近
代
化
が
進
み
、
名

実
と
も
に
全
国
一
の
酪
農
王
国

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

漁
業
に
つ
い
て
は
、ホ
タ
テ
、

秋
サ
ケ
、
ホ
ッ
キ
、
ア
サ
リ
、

北
海
シ
マ
エ
ビ
な
ど
を
中
心
と

し
た
沿
岸
漁
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ニ
シ
ン
や
ホ
タ
テ
な
ど

の
種
苗
放
流
に
も
力
を
入
れ
、

今
ま
で
の
「
と
る
漁
業
」
か
ら

「
育
て
る
漁
業
」
へ
転
換
を
図

り
、
漁
獲
高
を
確
保
し
、
経
営

の
安
定
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
工
業

は
酪
農
業
や
漁
業
関
係
の
工
場

が
多
く
、
商
業
は
商
工
会
が
中

心
と
な
っ
て
各
商
店
が
連
携
し

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
発
行
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な

ど
、
商
店
街
へ
の
誘
客
や
販
売

促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
町
の
イ
ベ
ン
ト

◇
尾
岱
沼
え
び
ま
つ
り

　

北
海
シ
マ
エ
ビ
夏
漁
が
解
禁

さ
れ
る
６
月
末
前
後
に
尾
岱
沼

漁
港
特
設
会
場
で
開
催
し
ま

す
。北
海
シ
マ
エ
ビ
の
塩
ゆ
で
、

旬
の
あ
さ
り
の
販
売
を
は
じ

め
、
抽
選
に
当
選
す
る
と
時
間

内
に
エ
ビ
や
あ
さ
り
が
す
く
い

放
題
の
「
え
び
・
あ
さ
り
す
く

い
抽
選
会
」
の
ほ
か
、
野
付
漁

業
協
同
組
合
青
年
部
・
女
性
部

が
出
店
す
る
味
覚
広
場
な
ど
、

別
海
町
の
旬
の
味
覚
が
満
載
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

◆
産
業
祭

　

別
海
町
農
村
広
場
で
開
催
さ

れ
る
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、

秋
サ
ケ
の
串
焼
き
や
水
産
物
販

売
の
水
産
品
を
は
じ
め
、牛
肉
、

乳
製
品
な
ど
の
酪
農
・
畜
産
品

の
両
方
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
馬
事
競
技
大

会
や
郷
土
芸
能
太
鼓
演
奏
な
ど

も
楽
し
め
ま
す
。

◎
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

５
月　

ホ
ッ
キ
市

６
月　

尾
岱
沼
潮
干
狩
り
フ
ェ

　
　

ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　

尾
岱
沼
え
び
ま
つ
り

９
月　

別
海
町
産
業
祭

10
月　

別
海
町
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ

　
　

ラ
ソ
ン

　
　

西
別
川
あ
き
あ
じ
ま
つ
り

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

●
お
試
し
移
住
（
ち
ょ
っ
と
暮

ら
し
）
に
つ
い
て

　

別
海
町
で
は
、
町
へ
の
移
住

を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象

と
し
た
「
別
海
町
お
試
し
移
住

住
宅
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

移
住
に
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、

知
ら
な
い
町
に
い
き
な
り
住
む

こ
と
は
、
不
安
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
難
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
「
別
海
町
お
試
し
移
住

住
宅
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
不

安
を
お
持
ち
の
移
住
希
望
者
さ

ん
に
、
納
得
し
て
町
に
移
住
・

定
住
し
て
い
た
だ
く
お
手
伝
い

が
で
き
る
よ
う
、
別
海
町
の
暮

ら
し
を
「
ま
ず
は
少
し
」
体
験

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い

て
　

別
海
町
で
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
実
際
に
別
海
町
に
住

み
、
移
住
・
観
光
・
酪
農
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

任
用
方
法
は
、
主
に
雇
用
型

と
委
託
の
２
つ
に
分
か
れ
て
お

り
、
自
分
に
合
っ
た
働
き
方
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

移
住
の
新
し
い
手
段
と
し
て

も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊note

に
て
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
別
海
ふ
る
さ
と
会

　

関
東
地
区
、札
幌
近
郊
に
は
、

別
海
町
出
身
者
及
び
別
海
町
に

ゆ
か
り
が
あ
る
方
が
集
ま
り
、

当
町
を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
「
東
京
・
別
海
ふ
る
さ
と

会
」「
札
幌
・
別
海
ふ
る
さ
と
会
」

が
あ
り
ま
す
。

　

両
会
は
、
年
間
を
と
お
し
て

物
産
展
で
の
当
町
の
特
産
品
Ｐ

Ｒ
、
会
員
親
睦
を
図
る
イ
ベ
ン

ト
、
総
会
時
に
は
別
海
町
民
と

親
睦
を
深
め
る
懇
談
会
な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

移
住
・
定
住
に
つ
い
て

移
住
・
定
住
に
つ
い
てお試し移住住宅外観

お試し移住住宅内観

地域おこし協力隊
活動はこちらから
                ↓　

　

こ
の
ま
ち
を
愛
し
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
思
い
を
形

に
し
、
個
性
豊
か
な
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
に
役
立

て
る
た
め
、「
別
海
町
ふ
る
さ
と
応
援
制
度
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

別
海
町
出
身
で
は
な
い
方
や
過
去
に
住
ん
だ
こ
と
が
な
い
方

で
も
、「
ま
ち
の
自
然
を
守
っ
て
ほ
し
い
」「
家
族
が
住
ん
で
い

る
の
で
、
も
っ
と
よ
い
ま
ち
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
ふ
る
さ

と
を
応
援
す
る
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
寄
付
金
の
使
途

　

寄
付
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
寄
付
金
の
使
途
を
お
選
び
い
た

だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

◦
酪
農
・
水
産
等
の
振
興
・
地
場
産
品
開
発　

◦
子
ど
も
子
育

て
の
支
援
・
教
育
の
充
実　

◦
高
齢
者
及
び
障
碍
者
の
支
援

◦
脱
炭
素
の
推
進
・
観
光
景
観
の
保
全　

◦
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術

文
化
の
振
興
発
展　

◦
健
康
及
び
医
療
の
充
実　

◦
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
・
交
流
移
住
定
住
◦
そ
の
他
（
町
長
に
お
ま
か
せ
）

◎
寄
付
者
様
へ
の
お
礼
品

　

寄
付
を
い
た
だ
い
た
町
外
の
方
へ
感
謝

と
町
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
、
寄
付
金

額
に
応
じ
て
本
町
の
特
産
品
を
送
付
し
て

い
ま
す
。詳
し
く
は
、別
海
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税
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●
野
付
風
蓮
道
立
公
園

◇
野
付
半
島

　

知
床
半
島
と
根
室
半
島
の

中
間
に
位
置
し
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
に
腕
を
伸
ば
す
よ
う
に

し
て
広
が
る
の
が
野
付
半
島

で
、
約
全
長
26
㎞
の
日
本
最

大
の
砂
嘴
（
さ
し
）
で
す
。

砂
嘴
と
は
、
海
流
に
よ
り
運

ば
れ
た
砂
が
、
長
年
に
渡
っ

て
堆
積
し
て
作
ら
れ
た
地
形

の
こ
と
で
、
海
流
の
浸
食
に

よ
っ
て
で
き
た
複
雑
に
入
り

組
ん
だ
海
岸
線
も
、
多
様
な

生
命
を
育
ん
で
い
る
要
因
の

ひ
と
つ
で
す
。

　

ま
た
、
野
付
埼
灯
台
を
中

心
と
し
た
竜
神
崎
一
帯
に
広

が
る
原
生
花
園
で
は
、
５
月

下
旬
か
ら
10
月
ま
で
ア
ヤ
メ

や
セ
ン
ダ
イ
ハ
ギ
な
ど
の
色

鮮
や
か
な
花
々
が
咲
き
だ
し
、

自
然
探
勝
路
を
散
策
す
る
人

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

◇
ト
ド
ワ
ラ
・
ナ
ラ
ワ
ラ

　

野
付
半
島
の
中
ほ
ど
に
は
、

ミ
ズ
ナ
ラ
が
海
水
に
浸
食
さ

れ
て
立
ち
枯
れ
た
「
ナ
ラ
ワ

ラ
」
が
、
同
様
に
野
付
半
島

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら

木
道
の
散
策
路
を
歩
く
と
ト

ド
マ
ツ
が
海
水
に
浸
食
さ
れ

て
立
ち
枯
れ
た
「
ト
ド
ワ
ラ
」

が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
地
の

果
て
を
思
わ
せ
る
荒
涼
と
し

た
風
景
は
、
自
然
の
摂
理
を
感

じ
さ
せ
ま
す
が
、
現
在
で
も
浸

食
が
進
ん
で
お
り
、
い
ず
れ
は

こ
の
光
景
が
見
ら
れ
な
く
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◇
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

　

風
蓮
湖
春
国
岱
と
野
付
半

島
、
野
付
湾
で
は
、
多
く
の
生

物
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
生
態
系
で
あ
る
湿
地
を

国
際
的
に
協
力
し
て
保
全
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
17
年
11
月
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
登
録
湿
地
と
な
り
ま
し
た
。

◇
野
鳥
観
察
（
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
）

　

風
蓮
湖
で
は
、
広
大
な
エ
リ

ア
一
帯
は
手
付
か
ず
の
自
然
が

今
も
残
り
、
数
多
く
の
野
生
動

物
や
植
物
が
生
息
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
野
付
半
島
で
は
、
日

本
で
観
察
さ
れ
て
い
る
鳥
の
約

４
０
％
に
あ
た
る
２
５
０
種
類

以
上
の
野
鳥
が
観
察
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
オ
ジ
ロ
ワ

シ
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
、
オ
オ
ワ
シ

や
希
少
な
ア
カ
ア
シ
シ
ギ
、
オ

オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど
が
飛
来

し
、
多
く
の
方
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。

◇
野
付
湾
と
打
瀬
舟

　

野
付
半
島
に
抱
か
れ
る
よ
う

に
し
て
広
が
る
野
付
湾
は
、
水

深
が
2
か
ら
5
メ
ー
ト
ル
で

す
。
比
較
的
浅
い
湾
内
の
海
底

に
ア
マ
モ
が
茂
り
、
野
付
名
物

北
海
シ
マ
エ
ビ
の
絶
好
の
棲
家

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
藻
場

を
漁
船
の
ス
ク
リ
ュ
ー
で
荒
ら

し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
と
、

現
在
も
な
お
、
帆
に
受
け
た
風

の
力
で
網
を
ひ
く
、
打
瀬
網
漁

（
う
た
せ
あ
み
り
ょ
う
）
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

◇
氷
平
線（
ひ
ょ
う
へ
い
せ
ん
）

　

野
付
湾
で
は
、
１
月
か
ら
３

月
中
旬
の
厳
冬
期
に
な
る
と
海

が
凍
り
、
水
平
線
の
よ
う
に
氷

の
大
地
が
広
が
り
ま
す
。

　

凍
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
海
が

凍
る
の
は
、
外
海
と
違
い
波
が

た
た
な
い
内
海
で
あ
る
た
め
で

す
。
加
え
て
、
砂
嘴
で
あ
る
野

付
半
島
に
は
山
が
な
く
、
空
が

ど
こ
ま
で
も
続
く
か
の
よ
う
に

広
く
感
じ
ら
れ
、
白
と
青
の
絶

景
を
作
り
出
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
野
付
半
島
の
結
氷

し
た
海
に
は
、
許
可
さ
れ
た
ツ

ア
ー
の
み
入
る
こ
と
が
で
き
、

一
般
の
方
の
立
ち
入
り
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
新
酪
農
村
展
望
台

　

昭
和
48
年
か
ら
国
の
事
業
と

し
て
９
５
３
億
円
を
投
入
し
、

１
戸
あ
た
り
50
㌶
の
草
地
と
60

か
ら
70
頭
の
乳
牛
を
有
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
並
の
近
代
酪
農
地

帯
が
整
備
さ
れ
、
世
界
に
例
の

な
い
近
代
的
な
大
規
模
酪
農
村

が
誕
生
し
ま
し
た
。
高
さ
10
ｍ

の
展
望
台
か
ら
は
、
あ
た
り
一

面
に
広
が
る
緑
に
小
台
平
原
に

の
ん
び
り
と
草
を
食
べ
る
牛
た

ち
・
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
道
路
と
、

北
海
道
ら
し
い
風
景
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
晴
れ
た
日
に
は
風

連
湖
や
阿
寒
、
知
床
連
山
も
望

む
こ
と
が
で
き
る
人
気
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。

●
四
角
い
太
陽

　

四
角
い
太
陽
は
、
冬
の
朝
に

野
付
湾
で
見
ら
れ
る
現
象
で
空

気
の
温
度
差
に
よ
っ
て
光
が
屈

折
し
て
起
こ
る
蜃
気
楼
の
一
種

で
す
。「
出
現
は
厳
冬
期
（
2

月
頃
）」
と
解
説
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
必
ず
し

も
厳
冬
期
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

気
温
が
急
激
に
下
が
る
と
、
海

水
は
温
度
低
下
が
緩
や
か
で
あ

る
た
め
温
度
差
が
大
き
く
な
っ

て
条
件
が
整
い
、
10
月
頃
か
ら

も
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

道
東
の
冬
は
比
較
的
晴
天
の

日
が
多
く
、
放
射
冷
却
に
よ
り

気
温
低
下
が
起
こ
り
や
す
い
た

め
出
現
の
可
能
性
が
他
の
地
域

よ
り
も
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

～
い
つ
も
心
に
広
が
る
ふ
る
さ
と　

べ
つ
か
い
～

別海町へのアクセス
URL
https://betsukai.jp/profile/access/

詳細は別海町の HP をご覧ください。

別海町 HP

●お問い合わせ　
○北海道別海町役場総合政策課　〒 086-0205 北海道野付郡別海町別海常盤町 280 番地
TEL：0153-75-9501（直通）　FAX：0153-74-0371

E-mail：sougouseisaku@betsukai.jp
別海町ホームページ：https://betsukai.jp/

mailto:sougouseisaku%40betsukai.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://betsukai.jp/ 
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●お問い合わせ
中標津町役場　〒 086 － 1197　北海道標津郡中標津町丸山 2 丁目 22 番地
ＴＥＬ：0153 － 73 － 3111　ＦＡＸ：0153 － 73 － 5333

E-mail：kikaku@nakashibetsu.jp
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○
中
標
津
町
に
つ
い
て

　

中
標
津
町
は
、
北
海
道
の
東

部
、
世
界
自
然
遺
産
の
基
部
に

位
置
す
る
人
口
約
２
３
０
０
０

人
の
町
で
す
。
武
佐
岳
を
は
じ

め
と
し
た
山
並
み
、
広
大
な
酪

農
風
景
、
少
し
足
を
延
ば
せ
ば

世
界
自
然
遺
産
の
知
床
や
、
阿

寒
摩
周
国
立
公
園
等
の
豊
か
な

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
産
業
で

は
、
全
国
有
数
の
酪
農
の
町
で

あ
り
な
が
ら
、
根
室
地
域
の
経

済
の
中
心
と
し
て
中
小
の
店
舗

は
も
ち
ろ
ん
近
年
の
大
型
ス
ー

パ
ー
等
の
出
店
に
よ
り
商
業
施

設
も
充
実
し
て
お
り
、
田
舎
す

ぎ
て
も

都
会
す

ぎ
て
も

い
な
い

＂
丁
度
良

い
＂
町

で
す
。

　

ま
た
、
札
幌
・
東
京
都
と

道
東
を
つ
な
ぐ
中
標
津
空
港

や
、
大
型
ス
ー
パ
ー
等
の
商
業

施
設
、
地
域
中
核
病
院
で
あ
る

町
立
中
標
津
病
院
、
国
・
道
の

出
先
機
関
等
の
都
市
機
能
が
集

積
し
て
い
る
た
め
、
仕
事
や
買

い
物
等
で
訪
れ
る
近
隣
市
町
村

の
住
民
を
は
じ
め
、
様
々
な
人

た
ち
が
集
ま
る
地
域
の
交
流
拠

点
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
商
圏

人
口
は
定
住
人
口
を
大
き
く
上

回
り
ま
す
。
人
口
移
動
で
は
20

代
の
若
い
世
代
が
集
ま
る
傾
向

が
強
く
、
毎
年
多
く
の
20
代
が

転
入
す
る
こ
と
で
中
標
津
町
の

人
口
が
支
え
ら
れ
て
お
り
、
北

海
道
の
中
で
も
特
に
若
い
町
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
町
の
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
】

・
中
標
津
町
の
年
間
商
品
販
売

額
（
小
売
部
門
）
は
全
道
の
町

村
の
中
で
第
1
位
！
（
市
は
除

く
）
※
令
和
3
年
度
経
済
セ
ン

サ
ス

・
中
標
津
町
の
高
齢
化
率
は
全

道
自
治
体
の
中
で
4
番
目
に
低

い
。
※
令
和
5
年
度
北
海
道
調

べ○
町
の
取
り
組
み
①
～
外
国

『
人
財
』
の
誘
致
と
多
文
化
共

生
～

　

中
標
津
町
で
は
令
和
3
年
に

開
校
し
た
日
本
語
学
校
を
中
心

に
、
多
文
化
共
生
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、

外
国
人
材
を
地
域
に
お
け
る
貴

重
な
『
人
財
』
と
し
て
地
域
の

活
力
と
す
る
た
め
、
海
外
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
外
国
人
財

の
誘
致
や
、
日
本
語
学
校
留
学

生
に
対
す
る
生
活
支
援
、
地
域

交
流
を
進
め
、
町
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

○
町
の
取
り
組
み
②
～
中
標
津

町
の
拠
点
性
の
維
持
・
強
化
～

　

中
標
津
町
の
強
み
は
近
隣
市

町
村
の
住
民
等
が
集
ま
る
拠
点

性
で
あ
り
、
人
口
減
少
が
進
む

中
で
こ
の
拠
点
性
を
維
持
・
強

化
す
る
事
が
重
要
で
す
。
当
町

は
現
在
、
緑
ヶ
丘
森
林
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
や
、
町
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
で
あ
る
開
陽
台
の
再
整

備
、
展
示
機
能
を
兼
ね
た
郷
土

資
料
収
蔵
庫
の
建
設
な
ど
、
人

を
呼
び
込
む
た
め
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

○
町
の
取
り
組
み
③
～
Ｄ
Ｘ
推

進
に
よ
る
地
域
の
魅
力
向
上
～

　

人
口
減
少
が
進
む
中
で
Ｄ
Ｘ

推
進
に
よ
る
効
率
化
は
重
要
で

す
。
当
町
で
は
、
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル

等
の
導
入
に
よ
る
教
育
デ
ジ
タ

ル
化
や
、「
書
か
な
い
窓
口
」

に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
令
和
6
年
4
月
に
根
室
管

内
初
と
な
る
Ｉ
Ｔ
専
門
学
校
が

開
校
し
て
お
り
、
町
全
体
で
Ｄ

Ｘ
推
進
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

○
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て

　

中
標
津
町
で
は
前
述
し
た
町

の
取
り
組
み
①
～
③
を
は
じ

め
、
様
々
な
地
方
創
生
の
取
り

組
み
で
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
人
口
減

少
が
進
む
中
で
中
標
津
町
を
い

か
に
人
が
集
ま
る
町
に
す
る

か
、
企
業
の
皆
様
と
共
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。（
担
当
：
総
務

部
政
策
推
進
課
企
画
調
整
係
）

○
イ
ベ
ン
ト
情
報

6
月　

標
津
岳
、
武
佐
岳
山
開

　
　
　

き

8
月　

な
か
し
べ
つ
夏
祭
り

9
月　

じ
ゃ
が
い
も
伯
爵
ま
つ

　
　
　

り
＆
ふ
れ
あ
い
広
場

2
月　

な
か
し
べ
つ
冬
ま
つ
り

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

　

中
標
津
町
の
基
幹
産
業
は
酪

農
で
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

生
乳
生
産
量
を
誇
る
一
大
酪
農

地
帯
で
あ
り
な
が
ら
、
ひ
が
し

北
海
道
の
中
核
都
市
と
し
て
の

機
能
も
充
実
し
て
お
り
、
商
業

施
設
も
多
く
立
ち
並
び
、
買
い

物
や
食
事
に
も
便
利
で
住
み
や

す
い
町
で
す
。
さ
ら
に
は
、
市

街
中
心
部
か
ら
車
で
５
分
程
の

位
置
に
は
中
標
津
空
港
が
あ

り
、
東
京
や
札
幌
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
良
い
町
で
す
。

　

移
住
体
験
や
テ
レ
ワ
ー
ク
モ

ニ
タ
ー
な
ど
の
制
度
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
中
標
津
町

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
試
し
暮
ら
し
】

　

中
標
津
町
で
は
、
移
住
体
験

「
お
試
し
暮
ら
し
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。大
自
然
に
囲
ま
れ
、

商
業
施
設
も
充
実
し
た
町
で
実

際
に
暮
ら
し
、
中
標
津
町
の
良

さ
、
住
み
や
す
さ
を
実
感
し
て

頂
く
こ
と
の
で
き
る
施
設
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
な
か
し
べ
つ
観

光
協
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。https://kaiyoudai.jp/

【
テ
レ
ワ
ー
ク
誘
致
事
業
】

　

中
標
津
町
外
の
企
業
や
事
業

所
等
に
所
属
し
な
が
ら
、
町
内

で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
方

に
、
航
空
運
賃
や
レ
ン
タ
カ
ー

代
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
に
関

係
す
る
施
設
利
用
料
、
町
内
に

お
い
て
実
施
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
体
験
料
を
補
助
す
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
町
内
企
業
視

察
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
体
験
も

可
能
な
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
中
標
津
町
Ｈ
Ｐ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

https://www.nakashibetsu
.jp/sangyo/shokogyo/
telework_evaluator/

　

中
標
津
町
は
、
酪
農
業
が
盛

ん
で
あ
り
、
町
内
で
生
産
さ
れ

る
牛
乳
は
生
産
量
・
品
質
と
も

に
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
誇
り

ま
す
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
お
志

は
、
中
標
津
が
誇
る
良
質
な
乳

製
品
を
未
来
に
残
す
た
め
、
牛

乳
消
費
拡
大
を
目
指
し
た
乳
製

品
Ｐ
Ｒ
事
業
の
活
動
費
や
チ
ー

ズ
作
り
体
験
や
研
修
を
行
う
施

設
の
設
備
更
新
に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
5
年
度
は
、
中

標
津
町
の
地
場
産
品
を
使
用
し

た
新
商
品
開
発
の
事
業
費
や
町

内
キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
費
に
も

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
標
津
町
で
は
、
ご
寄
附
に

感
謝
の
意
を
込
め
、
返
礼
品
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

根
釧
台
地
の
豊
か
な
草
を
食

べ
育
っ
た
牛
か
ら
絞
る
新
鮮
な

牛
乳
を
は
じ
め
、
濃
厚
な
ゴ
ー

ダ
チ
ー
ズ
、
無
添
加
で
コ
ク
の

あ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
こ
だ
わ

り
抜
か
れ
た
様
々
な
特
産
品
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

中
標
津
町
の
返
礼
品
詳
細
は

は
各
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(

担
当
：
総
務
部
政
策
推
進
課

ふ
る
さ
と
応
援
係)

移
住
に
つ
い
て

移
住
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

中標津町ふるさと納税
　詳しくはこちら

なかしべつ観光
協会 HP は
こちらから↓

中標津町 HP は
こちらから　↓

返礼品の一例

mailto:kikaku%40nakashibetsu.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.nakashibetsu.jp


－ 16 － － 15 －

中な
か
し
べ
つ
標
津
町
の
ご
紹
介

中なか
し
べ
つ
標
津
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
中標津町役場　〒 086 － 1197　北海道標津郡中標津町丸山 2 丁目 22 番地
ＴＥＬ：0153 － 73 － 3111　ＦＡＸ：0153 － 73 － 5333

E-mail：kikaku@nakashibetsu.jp
公式ホームページ：https://www.nakashibetsu.jp

 

○
開
陽
台

　

日
本
一
の
酪
農
地
帯
と
言

わ
れ
る
根
釧
原
野
よ
り
知
床

連
山
武
佐
岳
の
裾
野
に
つ
な

が
る
標
高
２
７
０
ｍ
の
小
高

い
丘
陵
で
す
。
全
国
で
も
珍

し
い
地
平
線
か
ら
日
の
出
を

見
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
で
、

冬
期
間
は
地
平
線
か
ら
昇
る

太
陽
を
撮
影
す
る
た
め
多
く

の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
訪
れ
ま
す
。

ま
た
展
望
館
か
ら
は
「
地
球
が

丸
く
見
え
る
、
視
界
３
３
０

度
の
眺
望
」
と
し
て
豊
か
に

広
が
る
牧
場
、
北
海
道
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
格
子
状
防
風

林
、
そ
し
て
遥
か
北
方
領
土

〈
国
後
島
〉
ま
で
も
一
望
で
き

ま
す
。

○
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド

　

牛
乳
を
集
荷
す
る
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
が
走
る
一
直
線
の

道
か
ら
そ
の
名
前
が
つ
い
た

ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
、
中
標
津
町

を
は
じ
め
、
周
辺
地
域
に
複
数

存
在
す
る
道
路
の
総
称
で
す
。

特
に
中
標
津
町
の
星
座
観
察
ポ

イ
ン
ト
で
あ
り
ラ
イ
ダ
ー
の
聖

地
で
も
あ
る
開
陽
台
へ
の
道
が

有
名
で
、
な
だ
ら
か
な
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
を
走
れ
ば
北

海
道
の
雄
大
さ
に
感
動
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
令
和
2
年
度
か

ら
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北

海
道
推
進
協
議
会
に
「
秀
逸
な

道
」
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
裏
摩
周
展
望
台

　

全
国
的
に
有
名
な
神
秘
の
湖

「
摩
周
湖
」
は
、
弟
子
屈
町
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
が
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
す
が
、
清
里
町
と
中
標
津

町
の
境
に
あ
る
裏
摩
周
展
望
台

も
絶
好
の
眺
望
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
弟
子
屈
町
よ
り
標
高
が
低

い
た
め
比
較
的
霧
が
少
な
い
と

言
わ
れ
て
お
り
、
湖
面
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
る
確
率
は
こ
ち

ら
の
方
が
高
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

○
養
老
牛
温
泉

　

中
標
津
市
街
地
か
ら
約
27
ｋｍ

の
山
間
に
、
ま
る
で
眠
り
に
つ

い
て
い
る
か
の
よ
う
な
奥
深
い

自
然
に
抱
か
れ
た
養
老
牛
温
泉

が
あ
り
ま
す
。
無
色
透
明
の
豊

富
な
湯
量
を
誇
り
、
俗
化
さ
れ

な
い
温
泉
と
し
て
多
く
の
フ
ァ

ン
の
心
を
つ
か
ん
で
い
ま
す
。

○
モ
ア
ン
山

　

養
老
牛
に
あ
る
広
大
な
牧
草

地
。“
モ
ア
ン
”
と
は
ア
イ
ヌ

語
で
、
そ
の
語
源
は
「
静
か
で

あ
る
川
」「
小
さ
な
鷲
捕
小
屋

の
川
」
の
意
。
養
老
牛
市
街
地

か
ら
裏
摩
周
方
面
へ
向
か
う
と

山
腹
に
「
牛
」
の
文
字
が
刻
ま

れ
て
い
る
の
が
目
印
。
周
り
は

牧
歌
的
風
景
が
広
が
り
、
酪
農

王
国
中
標
津
を
体
感
す
る
癒
し

の
景
観
で
す
。

○
道
立
ゆ
め
の
森
公
園

　

敷
地
は
南
北
約
1
ｋｍ
、
東
西

に
約
6
０
０
ｍ
、
面
積
は
約

52
・
２　

と
い
う
広
大
な
公
園

で
す
。
広
が
る
牧
草
地
と
ミ
ド

リ
川
沿
い
に
あ
る
豊
か
な
自
然

林
か
ら
な
り
、
牧
歌
的
風
景
を

醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
場
も
併
設
し
て
お
り
、
何

度
訪
れ
て
も
足
り
な
い
く
ら
い

の
規
模
の
公
園
で
す
。

○
温
泉
も
湧
き
出
る
便
利
な
市

街
地

　

中
標
津
市
街
地
は
利
便
性
に

優
れ
、
飲
・
食
・
宿
す
べ
て
が

徒
歩
圏
内
で
す
。
市
街
地
か
ら

も
温
泉
が
湧
き
、
た
く
さ
ん
の

温
泉
施
設
が
あ
り
ま
す
。
用
途

に
応
じ
た
宿
泊
施
設
が
多
数
あ

り
、
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

と
し
て
最
適
で
す
。

○
遊
べ
る
観
光
体
験

　

酪
農
地
域
で
の
乳
製
品
・
肉

製
品
づ
く
り
体
験
も
お
す
す
め

で
す
。
中
標
津
町
畜
産
食
品
加

工
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
地
元
産

の
新
鮮
な
生
乳
を
使
っ
た
ゴ
ー

ダ
チ
ー
ズ
や
ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー

ズ
作
り
体
験
、
道
東
の
牛
肉
を

使
っ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
り
も

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
気

の
施
設
で
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
空
と
み
ど
り
が
人
を
つ
な
い
で
い
く
ま
ち
中
標
津  

　
　
　~
住
み
た
い
ま
ち 

住
み
続
け
た
い
ま
ち~

」
中標津町へのアクセス

URL
https://www.nakashibetsu.jp/
shisetsu_koutsu/

●中標津空港から市街地へ車で 5 分
　空港から半径 100km 以内に各国定公園など
　があります。（右図参照）

アクセスの詳しい情報は
中標津町 HP で。

ha

mailto:kikaku%40nakashibetsu.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.nakashibetsu.jp
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★
日
本
遺
産
「
鮭
の
聖
地
」
の

物
語

　
「
知
床
の
沖
に
い
る
カ
ム
イ

（
神
様
）
が
、
袋
の
中
の
魚
の

骨
や
鱗
を
海
に
ば
ら
ま
く
と
、

そ
れ
が
み
る
み
る
鮭
の
姿
に

な
っ
て
、
人
々
の
暮
ら
す
村
の

あ
る
川
を
の
ぼ
っ
て
く
る
。」

北
海
道
最
東
の
地
、
根
室
海
峡

沿
岸
を
「
鮭
の
聖
地
」
呼
ぶ
由

来
と
な
り
ま
し
た
、
こ
の
ア
イ

ヌ
の
伝
承
に
象
徴
さ
れ
る
か
の

よ
う
に
、
こ
の
地
域
に
は
縄
文

時
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
、

人
と
鮭
と
の
関
わ
り
に
ま
つ
わ

る
い
く
つ
も
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鮭
が
支
え
る
生
態
系
の
中

に
、
あ
る
時
、
人
類
が
関
わ
っ

た
こ
と
で
物
語
が
始
ま
り
、
や

が
て
根
室
地
域
に
数
々
の
産
業

が
興
り
ま
し
た
。

　

根
室
海
峡
沿
岸
地
域
の
歩
み

を
伝
え
る
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
、
人
と
鮭
の
つ
な
が
り
を

テ
ー
マ
に
１
つ
に
ま
と
め
た

一
万
年
の
ス
ト
ー
リ
ー
。
そ
れ

が
「
鮭
の
聖
地
」
の
物
語
～
根

室
海
峡
一
万
年
の
道
程
～
で

す
。標
津
町
・
根
室
市
・
別
海
町
・

羅
臼
町
の
根
室
海
峡
沿
岸
１
市

３
町
を
舞
台
と
す
る
こ
の
ス

ト
ー
リ
ー
は
、
令
和
２
年
、
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

★
標
津
町
民
ま
つ
り
水
・
キ
ラ

リ
（
８
月
第
１
日
曜
開
催
）

　

豊
か
な
自
然
環
境
を
１
０
０

年
後
の
未
来
に
継
承
し
て
い
こ

う
と
い
う
理
念
に
よ
り
、「
水
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
平
成
11
年
に

新
た
な
伝
統
の
祭
り
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

祭
り
は
、
水
へ
の
感
謝
と
環

境
を
育
ん
で
い
こ
う
と
い
う
町

民
の
想
い
を
ひ
と
つ
に
し
た
儀

式
か
ら
、
賑
わ
い
や
楽
し
み
を

共
有
す
る
数
々
の
催
し
、
町
全

体
が
一
体
と
な
り
喜
び
と
感
謝

を
表
す
５
基
の
山
車
と
踊
り
手

等
に
よ
る
勇
壮
な
巡
行
が
行
わ

れ
ま
す
。

★
し
べ
つ
あ
き
あ
じ
ま
つ
り

　

毎
年
９
月
最
終
日
曜
日
に

サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
広
場
で
開
か

れ
、
標
津
の
秋
の
味
覚
を
堪
能

で
き
ま
す
。

　

朝
獲
り
秋
鮭
の
激
安
販
売

や
、
標
津
さ
け
定
置
漁
業
部
会

に
よ
る
イ
ク
ラ
丼
の
無
料
提
供

に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
あ
き

あ
じ
大
漁
つ
か
み
ど
り
レ
ー
ス

に
は
参
加
者
が
殺
到
な
ど
、
味

覚
や
賑
わ
い
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
沢
山
で
す
。

★
し
べ
つ
鮭
三
大
漬
丼

　

親
子
三

代
の
鮭
に

見
立
て
、
切

身
鮭
の
出

汁
正
油
漬

け
と
最
高

級
品
の
い

く
ら
と
甘

み
の
濃
い
鮭
節
と
の
相
性
抜
群

の
ご
当
地
丼
ぶ
り
で
す
。
鮭
、

ほ
た
て
、
い
く
ら
、
鮭
節
と
標

津
の
名
産
が
て
ん
こ
盛
り
で
、

「
全
国
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手

権
」
で
は
約
１
万
５
千
食
の
実

績
も
あ
る
、
標
津
町
な
ら
で
は

の
ご
当
地
グ
ル
メ
の
代
表
で

す
。

★
鮭
飯
寿
司

　

鮭
と
野
菜
の
熟
成
し
た
う
ま

味
に
、
米
飯
の
甘
さ
と
乳
酸
の

酸
味
が
調
和
し
た
奥
深
い
味
わ

い
が
特
徴
の
、
親
か
ら
子
へ
と

代
を
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統

料
理
で
す
。
お
正
月
の
味
と
し

て
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
、
お

酒
と
の
相

性
も
抜
群
。

特
に
年
の

瀬
か
ら
新

年
に
は
食

卓
に
欠
か

せ
な
い
一

品
で
す
。

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

★
〝
試
せ
る
大
地
〟
標
津
町

　

酪
農
業
と
水
産
業
を
基
幹
産

業
と
し
、
町
の
７
割
近
い
面
積

に
山
林
を
抱
え
、
ア
イ
ヌ
文
化

や
美
し
い
景
観
な
ど
、
標
津
町

に
は
様
々
な
地
域
資
源
が
あ

り
、
持
続
的
で
発
展
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
基
軸
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
人
口
減
少
に
よ
る
担
い

手
不
足
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
な
ど

の
環
境
的
要
因
の
急
激
な
変
化

に
よ
り
、
特
に
経
済
・
生
活
基

盤
と
な
る
べ
き
第
一
次
産
業
に

対
す
る
課
題
が
多
く
あ
る
状
況

で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
海
・
山
・

川
・
大
平
原
の
多
様
な
フ
ィ
ー

ル
ド
を
抱
え
、
さ
ら
に
は
都
市

部
よ
り
も
比
較
的
規
制
が
緩
や

か
な
標
津
町
に
お
い
て
、
課
題

の
解
決
に
資
す
る
先
端
技
術
の

実
証
試
験
地
と
し
て
積
極
的
に

多
様
で
広
大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
の

活
用
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

    

★
移
住
に
つ
い
て

　

標
津
町
で
は
、「
ひ
と
づ
く

り
×
ま
ち
づ
く
り
＝
み
ら
い
づ

く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、「
町

民
の
笑
顔
輝
く
」
た
め
の
政
策

を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た“

政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ”

を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

住
宅
取
得
に
対
す
る
助
成
、

起
業
の
支
援
に
は
移
住
要
件
に

よ
る
助
成
金
の
上
乗
せ
措
置
が

あ
る
ほ
か
、
こ
ど
も
園
の
利
用

に
関
し
て
３
号
認
定
児
（
０
～

３
歳
未
満
）
の
使
用
料
は
国
の

基
準
の
４
分
の
１
と
す
る
な
ど

の
保
護
者
負
担
軽
減
、
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
幼
少

期
か
ら
の
運
動
の
習
慣
づ
け
な

ど
の
知
・
徳
・
体
・
食
育
環
境

の
整
備
な
ど
が
、
代
表
的
な
施

策
で
す
。

　

移
住
の
相
談
も
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
を
設
置
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
標

津
町
に
マ
ッ
チ
し
な
い
場
合
に

は
近
隣
で
マ
ッ
チ
し
そ
う
な
自

治
体
の
紹
介
も
で
き
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
先
：
標
津
町
定
住
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
運
営
：
ゆ
こ
う

株
式
会
社
）

連
絡
先
：
０
９
０
‐
２
４
８
５

‐
０
９
８
４
（
担
当
：
大
野
）

移
住
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

https://shibetsutown-iju.
com/

移
住
に
つ
い
て

移
住
に
つ
い
て

　

海
・
山
・
川
・
大
平
原
の
多
様
な
地
勢
を
有
し
「
北
海
道
ら

し
い
」
豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
、
国
内
屈
指
の
漁
獲
を
誇
る

秋
鮭
や
天
然
ホ
タ
テ
貝
を
主
力
と
す
る
漁
業
、
こ
れ
を
加
工
原

料
と
し
た
イ
ク
ラ
、
鮭
加
工
、
ホ
タ
テ
製
品
な
ど
を
製
造
出
荷

す
る
水
産
加
工
業
に
よ
る
水
産
業
と
、
広
大
な
牧
草
地
で
約

２
万
頭
の
乳
牛
に
よ
り
牛
乳
を
出
荷
す
る
酪
農
業
に
よ
り
、「
食

の
生
産
の
ま
ち
」
と
し
て
日
本
の
食
卓
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
い
し

い
食
材
や
食
料
品
を
お

届
け
す
る
た
め
の
ま
ち

づ
く
り
に
、
皆
様
か
ら

「
寄
付
」
と
い
う
形
で
ご

参
加
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
温
か

い
ご
支
援
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

問
合
先
：
標
津
町
役
場
企
画
政
策
課
ふ
る
さ
と
納
税
担
当

連
絡
先
：
０
１
５
３
‐
８
５
‐
７
２
４
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

　
　
　
　
　

https://www.shibetsutown.jp/furusato/

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

標し
べ
つ津
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
○標津町役場　〒０８６－１６３２　北海道標津郡標津町北２条西１丁目１番３号
ＴＥＬ：０１５３－８５－７２４０　ＦＡＸ：０１５３－８２－３０１１

E-mail：kikaku@town.shibetsu.lg.jp
公式ホームページ：https://www.shibetsutown.jp/

mailto:kikaku%40town.shibetsu.lg.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.shibetsutown.jp/ 
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●お問い合わせ　
○標津町役場　〒０８６－１６３２　北海道標津郡標津町北２条西１丁目１番３号
ＴＥＬ：０１５３－８５－７２４０　ＦＡＸ：０１５３－８２－３０１１

E-mail：kikaku@town.shibetsu.lg.jp
公式ホームページ：https://www.shibetsutown.jp/

 

★
北
方
領
土
館

　

北
方
領
土
館
は
、
昭
和
54

年
社
団
法
人
北
方
領
土
復
帰

期
成
同
盟
に
よ
り
、
北
方
領

土
返
還
運
動
の
推
進
、
啓
発

の
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
知
床
・
ノ
サ
ッ

プ
ラ
イ
ン
の
ち
ょ
う
ど
中
央

に
位
置
し
、
網
走
管
内
に
も

通
じ
る
ル
ー
ト
を
擁
し
て
い

る
こ
と
、
北
方
領
土
国
後
島

ま
で
直
線
距
離
で
24
㎞
の
最

も
近
い
位
置
に
あ
る
こ
と
か

ら
標
津
町
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

２
階
の
展
望
室
か
ら
国
後
島

を
間
近
に
望
む
こ
と
が
で
き
、

全
国
か
ら
中
高
生
の
修
学
旅

行
・
近
郊
の
見
学
旅
行
で
領
土

問
題
の
学
習
や
元
島
民
の
方
か

ら
の
北
方
領
土
講
話
を
受
け
る

な
ど
、
他
地
域
に
は
な
い
教
育

施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

★
標
津
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク

　

標
津
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
内
に

あ
る
サ
ー
モ
ン
科
学
館
は
、
世

界
に
生
息
し
て
い
る
サ
ケ
の
仲

間
18
種
30
種
類
以
上
を
展
示
す

る
「
サ
ケ
」
の
水
族
館
で
す
。

サ
ケ
の
誕
生
か
ら
産
卵
ま
で
、

サ
ケ
の
不
思
議
な
生
態
を
季
節

ご
と
の
行
動
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
館
内
の
「
魚
道
水

槽
」
で
は
、
９
～
10
月
に
は
シ

ロ
ザ
ケ
・
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
が
遡

上
す
る
様
子
が
見
学
で
き
、
11

月
に
は
１
日
に
２
～
３
回
産
卵

の
瞬
間
に
立
ち
会
え
る
チ
ャ
ン

ス
が
あ
り
、
２
～
５
月
に
は
海

へ
旅
立
つ
前
の
シ
ロ
ザ
ケ
の
稚

魚
約
１
万
尾
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
サ
ケ
に
ま
つ
わ
る

食
文
化
や
ア
イ
ヌ
文
化
も
同
時

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
な
ど
教

育
活
動
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
「
指
パ

ク
」体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、チ
ョ

ウ
ザ
メ
に
指
を
食
べ
ら
れ
る
人

気
の
体
験
も
で
き
ま
す
。
チ
ョ

ウ
ザ
メ
は
歯
が
な
い
魚
な
の

で
、噛
ま
れ
て
も
大
丈
夫
で
す
。

い
つ
で
も
ど
な
た
で
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
モ
ン
科
学
館
に
併

設
の
サ
ー
モ
ン
プ
ラ
ザ
で
は
、

特
産
物
や
加
工
品
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
、
し
べ
つ
牛
乳
を
使
用
し

た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
軽

食
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
、
根
室
地
方
の
観

光
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

★
ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
園

　

町
の
北
に
位
置
す
る
ポ
ー
川

周
辺
は
、
８
０
０
種
以
上
の
昆

虫
、
４
０
０
種
以
上
の
植
物
、

道
東
の
最
小
か
ら
最
大
ま
で
す

べ
て
の
哺
乳
類
が
生
息
し
て
い

ま
す
。
木
道
を
散
策
し
な
が
ら

生
息
す
る
植
物
や
動
物
を
観
察

し
た
り
、
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
川

面
を
覆
う
河
畔
の
木
々
を
か
き

分
け
進
ん
だ
り
、
遺
跡
群
や
出

土
品
を
通
じ
て
歴
史
と
文
化
を

学
ぶ
な
ど
楽
し
み
か
た
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。
日
本
遺
産
「
鮭

の
聖
地
」
の
一
端
を
担
う
ポ
ー

川
史
跡
自
然
公
園
で
、
太
古
の

歴
史
に
思
い
を
は
せ
過
ご
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

★
し
べ
つ
海
の
公
園

　

海
の
公
園
に
は
、
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
等
の
大
型
車
に
も
対

応
し
て
い
る
広
々
と
し
た
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、
広
い

海
と
壮
大
な
知
床
連
山
を
見
つ

め
、
芝
生
の
上
で
ゆ
っ
た
り
過

ご
せ
ま
す
。
地
元
で
水
揚
げ
さ

れ
た
新
鮮
な
サ
ケ
の
ハ
ラ
ス

や
、
そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
お
い

し
い
い
く
ら
、
香
ば
し
い
鮭
節

な
ど
標
津
町
な
ら
で
は
の
食
材

を
用
い
て
、
思
い
出
に
残
る

キ
ャ
ン
プ
飯
を
堪
能
す
る
も
よ

し
、
近
く
の
飲
食
店
で
美
食
を

楽
し
む
の
も
よ
し
、
好
き
な
よ

う
に
キ
ャ
ン
プ
も
町
も
楽
し
め

る
、
家
族
に
も
ラ
イ
ダ
ー
さ
ん

に
も
お
す
す
め
の
キ
ャ
ン
プ
場

で
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

感
動
体
験
の
地　

標
津
町

　
（
北
方
領
土
館
か
ら
見
た
国
後
島
）

標津町へのアクセス
URL：https://www.shibetsutown.jp/shokai/access/

mailto:kikaku%40town.shibetsu.lg.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.shibetsutown.jp/ 
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羅らう
す臼
町
の
ご
紹
介

○
グ
ル
メ
情
報

　

羅
臼
町
の
海
産
物
の
美
味
し

さ
の
秘
密
の
一
つ
は
雄
大
な
自

然
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

シ
ベ
リ
ア
の
大
河
「
ア
ム
ー

ル
川
」
か
ら
た
ど
り
つ
く
流
氷

が
運
ん
で
く
る
大
量
の
植
物
性

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、
知
床
の
山
々

か
ら
流
れ
る
栄
養
豊
富
な
雪
解

け
水
に
含
ま
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
、

そ
し
て
そ
れ
ら
を
循
環
さ
せ
る

野
生
動
物
た
ち
の
自
然
の
営
み

が
、
羅
臼
の
海
に
恵
み
を
も
た

ら
し
ま
す
。

　

ま
た
羅
臼
沖
の
根
室
海
峡

は
、
最
深
部
で
２
４
０
０
ｍ
と

水
深
に
大
き
な
差
が
あ
る
事
か

ら
多
種
多
様
な
魚
が
集
ま
り
ま

す
。

【
羅
臼
町　

旬
の
味
覚
情
報
】

・
羅
臼
昆
布
：
通
年

・
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
：
１
月
下

　

旬
～
６
月

・
イ
カ
：
９
～
11
月

・
鮭
：
９
～
10
月

・
ト
キ
シ
ラ
ズ
：
５
～
７
月

・
ホ
ッ
ケ
：
４
～
１
月

・
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
：
１
～
３
月

・
マ
ダ
ラ
：
４
～
５
月

・
キ
ン
キ
：
５
～
12
月

・
ボ
タ
ン
エ
ビ
：
７
～
10
月

・
ブ
ド
ウ
エ
ビ
：
７
～
10
月

○
イ
ベ
ン
ト
情
報

◆
知
床
雪
壁
ウ
ォ
ー
ク
（
４
月

上
旬
）

　

知
床
半
島
の
中
心
部
を
貫
く

知
床
横
断
道
路
は
、
冬
期
間

（
11
月
上
旬
～
４
月
下
旬
）
積

雪
の
た
め
通
行
止
め
と
な
り
ま

す
。
深
い
雪
に
覆
わ
れ
た
知
床

横
断
道
路
は
３
月
か
ら
行
わ
れ

る
除
雪
作
業
に
よ
っ
て
切
り
開

か
れ
、
道
路
の
両
脇
に
は
高
い

雪
の
壁
が
で
き
ま
す
。
知
床
羅

臼
雪
壁
ウ
ォ
ー
ク
で
は
10
㎞
の

コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

眼
前
に
そ
び
え
る
羅
臼
岳
、
眼

下
に
は
国
後
島
を
望
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
羅
臼
神
社
祭
（
７
月
１
日
～

３
日
）

　

漁
業
の
町
羅
臼
を
守
る
、
羅

臼
唯
一
の
神
社
を
祭
る
神
社
祭

（
例
大
祭
）
で
す
。
漁
業
者
の

多
い
こ
の
町
で
は
、
氏
子
も
多

く
羅
臼
の
祭
り
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
。

　

神
輿
を
担
ぎ
町
内
を
練
り
歩

く
勇
ま
し
い
姿
や
、
各
町
内
会

の
踊
り
も
見
る
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
ま
す
。

◆
し
れ
と
こ
羅
臼
こ
ん
ぶ
フ
ェ

ス
タ

　

羅
臼
昆
布
の
ヒ
レ
か
り
体

験
、
お
ぼ
ろ
昆
布
づ
く
り
体

験
、「
ま
っ
か
」
と
呼
ば
れ
る

竿
を
使
っ
て
お
こ
な
う
収
穫
体

験
や
、
昆
布
料
理
や
地
場
産
品

を
使
用
し
た
料
理
な
ど
を
楽
し

め
る
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
羅
臼
昆

布
が
商
品
に
な
る
ま
で
の
昆
布

漁
師
の
苦
労
や
工
夫
、
製
品
づ

く
り
に
か
け
る
思
い
な
ど
を
体

感
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
験
型

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

〇
町
の
取
り
組
み

◇
奨
学
金
返
済
支
援

　

羅
臼
町
で
は
、
地
域
の
産
業

を
担
う
人
材
の
確
保
と
町
内
へ

の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、
学

生
時
代
に
貸
与
型
奨
学
金
を
利

用
し
た
方
で
、
町
が
認
定
す
る

事
業
所
等
へ
正
社
員
、
そ
の
他

正
規
採
用
者
と
し
て
就
職
し
、

町
内
に
居
住
し
た
場
合
、
年
間

最
大
18
万
円
を
10
年
間
（
最
大

１
８
０
万
円
）
支
援
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
地
球
規
模
の
人
材
育
成
を
目

指
す
学
校
教
育

　

羅
臼
町
で
は
幼
児
か
ら
18
歳

ま
で
の
一
貫
し
た
教
育
を
推
進

す
る
た
め
、
幼
少
中
高
一
貫
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
幼

稚
園
か
ら
高
校
ま
で
の
全
学
校

が
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
登
録

さ
れ
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
）
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
羅
臼
町

独
自
の
自
然
や
産
業
、
社
会
的

課
題
を
学
ぶ
学
習
「
知
床
学
」

を
一
貫
教
育
に
取
り
入
れ
「
ヒ

グ
マ
学
習
」
や
「
生
態
系
学
習
」

「
地
域
学
習
」
な
ど
、
世
界
自

然
遺
産
知
床
羅
臼
町
で
し
か
学

ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

○
羅
臼
町
へ
移
住
し
よ
う
と
す

る
方
に
対
し
、
移
住
の
た
め
の

引
越
費
用
や
子
育
て
世
帯
の
移

住
の
負
担
感
、
住
宅
の
取
得
に

係
る
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

で
、
移
住
す
る
皆
様
の
支
援
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
「
羅
臼
町

移
住
・
定
住
促
進
補
助
金
」
を

支
出
し
ま
す
。
補
助
の
対
象
な

ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
補
助
金
内
容

１
．
羅
臼
町
引
越
支
援
補
助
金

　

羅
臼
町
へ
の
引
越
費
用
の
一

部
を
最
大
10
万
円
補
助

２
．
羅
臼
町
子
育
て
世
帯
移
住

支
援
補
助
金

　

０
～
18
歳
の
子
を
持
つ
移
住

者
世
帯
に
対
し
、
子
１
名
あ
た

り
10
万
円
補
助

３
．
羅
臼
町
移
住
者
の
中
古
住

宅
取
得
・
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　

移
住
者
の
中
古
住
宅
取
得
及

び
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
一
部
を

最
大
１
５
０
万
円
補
助

４
．
羅
臼
町
移
住
者
の
新
築
住

宅
支
援
補
助
金

　

移
住
者
の
新
築
住
宅
の
取
得

費
用
の
一
部
を
最
大
２
０
０
万

円
補
助

〇
「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
住
宅
」

に
つ
い
て

　

将
来
、
羅
臼
町
へ
の
移
住

を
考
え
て
い
る
方
を
対
象
に

「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
住
宅
」
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
家
具
・

家
電
付
き
の
住
宅
な
の
で
、
着

替
え
な
ど
最
小
限
の
準
備
で
滞

在
で
き
、
手
軽
に
羅
臼
町
で
の

生
活
体
験
が
楽
し
め
ま
す
。

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
窓
口

に
つ
い
て

　

移
住
の
イ
メ
ー
ジ
が
沸
か
な

い
、
羅
臼
町
っ
て
ど
ん
な
と
こ

ろ
？
な
ど
の
疑
問
を
、
羅
臼
町

で
実
際
に
生
活
し
て
い
る
職
員

に
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
「
羅

臼
町
へ
の
移
住
経
験
者
」
と
、

長
年
羅
臼
町
役
場
に
勤
め
、
羅

臼
町
を
熟
知
す
る
「
羅
臼
く
ら

し
マ
ス
タ
ー
」
の
３
名
で
ご
相

談
を
お
受
け
す
る
、
オ
ン
ラ
イ

ン
移
住
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

移
住
等
に
つ
い
て

移
住
等
に
つ
い
て

ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
住
宅
の
住

宅
写
真

　

自
然
の
恵
み
を
生
か
し
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
町
民
と
の
協
働
で
す
す
め
て
い
る
当

町
で
は
、
知
床
ら
う
す
に
想
い
を
寄
せ
て
い

た
だ
け
る
方
々
の
ご
支
援
を
寄
付
と
し
て
受

け
、
住
み
良
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご

支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
事
業
メ
ニ
ュ
ー

①
地
域
資
源
を
活
か
し
た
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
に
関
す
る
事
業

②
一
人
ひ
と
り
が
輝
け
る
地
域
医
療
、
保
健
、
福
祉
、
介
護
の

ま
ち
に
関
す
る
事
業

③
自
然
環
境
に
配
慮
し
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
快
適
な

ま
ち
に
関
す
る
事
業

④
豊
か
な
心
身
を
育
み
、
明
日
へ
と
は
ば
た
く
ま
ち
に
関
す
る

事
業

⑤
持
続
的
な
行
財
政
運
営
が
で
き
る
ま
ち
に
関
す
る
事
業

⑥
そ
の
他
目
標
達
成
の
た
め
に
町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

◇
寄
付
者
へ
の
お
礼

　

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様
へ
、
お
礼
の
品
と
し
て
寄
付
金
額

に
応
じ
て
羅
臼
町
の
特
産
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
産
業
創
生
課
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
（
０
１
５
３
‐
８
７
‐
２
１
６
２
）

ふ
る
さ
と
納
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：furusato.rausu-town.jp

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

羅ら
う
す臼
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
○羅臼町役場　〒０８６－１８９２　北海道目梨郡羅臼町栄町１００番地８３
ＴＥＬ：０１５３－８７－２１１１　ＦＡＸ：０１５３－８７－２９１６

公式ホームページ：www.rausu-town.jp

http://www.rausu-town.jp 
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町
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●お問い合わせ　
○羅臼町役場　〒０８６－１８９２　北海道目梨郡羅臼町栄町１００番地８３
ＴＥＬ：０１５３－８７－２１１１　ＦＡＸ：０１５３－８７－２９１６

公式ホームページ：www.rausu-town.jp

 　

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
長
く
突

き
出
た
知
床
半
島
の
背
に
は

知
床
連
山
と
呼
ば
れ
る
山
々

が
連
な
り
、
そ
の
山
を
背
景

に
し
た
東
側
に
羅
臼
町
は
位

置
し
て
い
ま
す
。
世
界
自
然

遺
産
知
床
に
代
表
さ
れ
る
世

界
有
数
の
自
然
に
囲
ま
れ
た

羅
臼
町
で
は
年
間
を
通
し
て

様
々
な
動
植
物
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
ま
た
昔
か
ら
漁

業
が
盛
ん
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

の
美
味
し
い
魚
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

★
知
床
峠

　

世
界
遺
産
「
知
床
」
を
横

断
す
る
知
床
横
断
道
路
、
そ

の
羅
臼
町
と
斜
里
町
の
町
境

に
あ
る
、
広
大
な
景
色
が
美

し
い
峠
で
す
。
北
海
道
の
中

で
も
特
に
厳
し
い
自
然
環
境

で
、
冬
期
間
（
11
月
～
翌
年

４
月
）
は
数
メ
ー
ト
ル
に
も

及
ぶ
降
雪
の
た
め
通
行
止
め

と
な
り
ま
す
。

　

運
が
良
け
れ
ば
世
界
自
然

遺
産
に
生
息
す
る
野
生
動
物

に
出
会
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ヒ
グ
マ
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

★
羅
臼
岳

　

日
本
百
名
山
・
花
の
百
名

山
の
ひ
と
つ
で
、
知
床
半
島

に
そ
び
え
る
知
床
火
山
群
の

中
の
最
高
峰
で
す
。
標
高

１
６
６
１
ｍ
で
、
知
床
峠
か

ら
も
そ
の
見
事
な
姿
を
間
近
に

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
変

厳
し
い
自
然
で
高
い
難
易
度
で

す
が
、
全
国
の
登
山
家
に
人
気

の
あ
る
山
で
す
。

★
羅
臼
湖

　

知
床
半
島
で
最
大
の
大
き
さ

の
、
深
い
原
生
林
に
囲
ま
れ
た

神
秘
的
な
湖
で
す
。
周
辺
に
は

５
つ
の
沼
が
あ
り
、
一
の
沼
か

ら
五
の
沼
と
名
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
高
山
植
物
な
ど
の
手
つ

か
ず
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
幻
想

的
な
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

★
セ
セ
キ
温
泉

　

海
岸
の
岩
の
隙
間
か
ら
温
泉

が
湧
い
て
い
る
天
然
の
岩
風
呂

で
す
。
海
の
中
に
石
で
組
ま
れ

た
だ
け
の
温
泉
な
の
で
、
満
潮

時
に
は
水
没
し
て
し
ま
い
ま

す
。「
北
の
国
か
ら
」
に
も
登

場
し
た
こ
と
で
全
国
的
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
中
か

ら
温
泉
好
き
・
秘
湯
好
き
の

方
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
温
泉

は
昆
布
漁
師
の
管
理
す
る
敷
地

内
に
あ
る
た
め
、
管
理
人
に
一

言
か
け
て
か
ら
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

★
ク
ジ
ラ
の
見
え
る
丘
公
園

　

そ
の
名
の
と
お
り
地
上
か
ら

ク
ジ
ラ
（
ツ
チ
ク
ジ
ラ
、
マ
ッ

コ
ウ
ク
ジ
ラ
、ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
、

シ
ャ
チ
）
が
観
察
で
き
る
日
本

で
も
珍
し
い
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

国
後
島
が
間
近
に
見
ら
れ
る
展

望
デ
ッ
キ
か
ら
沖
合
を
眺
め
て

い
る
と
、
海
面
に
息
継
ぎ
に
浮

か
ん
で
く
る
ク
ジ
ラ
の
様
子
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

肉
眼
で
も
観
察
で
き
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
双
眼
鏡
な
ど
を

持
っ
て
い
く
の
が
お
す
す
め
で

す
。

★
熊
越
の
滝

　

そ
の
名
の
と
お
り
、
熊
が
越

え
た
か
ら
「
熊
越
の
滝
」。
落

差
は
約
15
ｍ
で
水
量
も
多
く
迫

力
満
点
で
す
。
滝
ま
で
の
遊
歩

道
は
木
々
が
茂
り
様
々
な
草
花

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
熊
の
湯

 

羅
臼
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
、

知
床
半
島
の
原
生
林
に
囲
ま
れ

た
露
天
風
呂
は
、
季
節
ご
と
に

違
っ
た
知
床
の
森
の
表
情
を
楽

し
み
な
が
ら
入
浴
が
で
き
ま

す
。
地
元
の
有
志
に
よ
っ
て
管

理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ル
ー
ル
（
熊
の
湯
入
浴
十
か

条
）
を
守
っ
て
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

★
羅
臼
国
後
展
望
塔

　

展
望
塔
と
展
示
ス
ペ
ー
ス
な

ど
を
有
す
る
施
設
で
す
。
屋
上

の
展
望
デ
ッ
キ
か
ら
は
国
後
島

の
雄
大
な
姿
と
羅
臼
の
市
街
地

を
一
望
で
き
、
写
真
撮
影
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
で
す
。

施
設
内
に
は
北
方
領
土
問
題
を

解
説
し
た
展
示
室
、
映
像
室
が

あ
り
、
歴
史
的
経
緯
の
解
説
や

ビ
ザ
な
し
交
流
で
の
様
子
な
ど

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
観
光
船
（
ク
ジ
ラ
、シ
ャ
チ
、

流
氷
、
鳥
）

　

夏
は
体
長
15
ｍ
を
超
え
る

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
や
、
ミ
ン
ク

ク
ジ
ラ
、
イ
シ
イ
ル
カ
、
野
生

の
シ
ャ
チ
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
時
期
に
よ
っ
て
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
渡
っ
て

く
る
ハ
シ
ボ
ソ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ

の
大
群
を
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
冬
は
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ

や
オ
オ
ワ
シ
、
流
氷
と
と
も
に

や
っ
て
く
る
ア
ザ
ラ
シ
が
見
ら

れ
る
こ
と
も
。
ぜ
ひ
知
床
・
羅

臼
の
海
を
満
喫
で
き
る
観
光
船

に
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

★
ル
サ
フ
ィ
ー
ル
ド
ハ
ウ
ス

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
登
山
、

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
自
然
と
の

関
わ
り
を
目
的
と
し
て
訪
れ

る
場
合
に
、
守
っ
て
ほ
し
い

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
な
ど
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
館
内
に
は
知
床
半

島
先
端
部
の
自
然
を
見
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
展
示
が
あ
り
、

人
と
知
床
の
自
然
の
関
わ
り
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
知
床
羅
臼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー

　

世
界
自
然
遺
産
で
あ
る
知
床

を
よ
り
深
く
知
り
、
楽
し
む
た

め
の
情
報
提
供
・
レ
ク
チ
ャ
ー

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
館

内
は
、
知
床
の
自
然
を
知
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
も
充
実

し
て
い
ま
す
。
シ
ャ
チ
の
全
身

骨
格
標
本
は
必
見
で
す
！

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
魚
の
城
下
町　

羅
臼
町
」

羅臼町へのアクセス
URL：kanko.rausu-town.jp

http://www.rausu-town.jp 
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函は
こ
だ
て館
市
の
ご
紹
介

●お問い合わせ
函館市役所　〒０４０－８６６６　北海道函館市東雲町４番１３号
ＴＥＬ：０１３８－２１－３１１１　ＦＡＸ：０１３８－２３－７６０４

E-mail：hakodate@city.hakodate.hokkaido.jp
公式ホームページ：https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/

○
イ
ベ
ン
ト
情
報

★
箱
館
五
稜
郭
祭

　

五
稜
郭
の
歴
史
を
伝
え
る
祭

り
。「
土
方
歳
三
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
大
会
」「
維
新
パ
レ
ー
ド
」

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
圧
巻
で

す
。［
5
月
第
3
土
・
日
曜
日
］

★
恵
山
つ
つ
じ
ま
つ
り

　

活
火
山
・
恵
山
の
ふ
も
と
、

恵
山
つ
つ
じ
公
園
で
開
催
。
紅

色
の
エ
ゾ
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
が
美
し

く
咲
き
ま
す
。［
5
月
中
旬
～

6
月
上
旬
］

★
南
か
や
べ
ひ
ろ
め
舟
祭
り

　

昼
は
舟
こ
ぎ
競
争
、
夜
は
漁

火
船
披
露
と
花
火
大
会
で
盛
り

上
が
り
、
南
茅
部
地
区
の
漁
港

を
祭
り
会
場
に
し
て
大
盛
況
と

な
り
ま
す
。［
6
月
上
旬
］

★
市
民
創
作
函
館
野
外
劇

　

ド
ラ
マ
の
舞
台
に
な
っ
た
国

の
特
別
史
跡
・
五
稜
郭
跡
で
多

数
の
市
民
が
出
演
す
る
歴
史
絵

巻
で
す
。［
7
月
～
8
月
の
週

末
］

★
函
館
港
ま
つ
り

　

函
館
最
大
規
模
の
花
火
大
会

が
夏
の
夜
空
を
輝
か
せ
る
、
市

民
が
踊
り
な
が
ら
街
を
ね
り
歩

く
パ
レ
ー
ド
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
は

こ
だ
て
」
も
見
も
の
で
、「
函

館
い
か
踊
り
」
は
当
日
自
由
参

加
で
き
ま
す
。［
8
月
1
日
～

5
日
］

★
は
こ
だ
て
国
際
民
俗
芸
術
祭

　

元
町
公
園
を
ス
テ
ー
ジ
に
、

国
内
外
の
音
楽
・
ダ
ン
ス
な
ど

芸
術
団
体
が
公
演
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
う
民
俗

芸
術
分
野
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

［
8
月
上
旬
～
中
旬
］

★
は
こ
だ
て
グ
ル
メ
サ
ー
カ
ス

　

道
南
の
み
な
ら
ず
全
国
各
地

の
ご
当
地
グ
ル
メ
が
集
ま
る
函

館
最
大
の
食
の
イ
ベ
ン
ト
。
新

鮮
な
海
の
幸
、
山
の
幸
、
特
産

品
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。［
9
月
上
旬
～
中
旬
］

★
は
こ
だ
て
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
―
Ｇ

フ
ェ
ス
タ

　

函
館
を
代
表
す
る
紅
葉
の
名

所
で
あ
る
香
雪
園
が
夜
間
美
し

く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
幻

想
的
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
す
。 ［

10
月
中
旬
～
11
月
上
旬
］

★
五
稜
星
の
夢（
ほ
し
の
ゆ
め
）

　

五
稜
郭
公
園
の
堀
が
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
星
形
が
浮
か
び

上
が
る
景
色
は
ま
さ
に
フ
ォ
ト

ジ
ェ
ニ
ッ
ク
。
冬
な
ら
で
は
の

美
し
く
幻
想
的
な
世
界
が
広
が

り
ま
す
。［
12
月
～
翌
2
月
］

★
は
こ
だ
て
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー

　

海
に
浮
か
ぶ
巨
大
な
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
を
中
心
に
、
大
勢

の
観
客
で
賑
わ
う
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ベ
ン
ト
。
18
時
の
ツ
リ
ー
点

灯
時
は
花
火
が
上
が
り
ま
す
。

［
12
月
1
日
～
25
日
］

★
湯
の
川
冬
の
灯
り

　

温
泉
街
ら
し
い
和
の
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
、
灯
籠
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
印
象
的
な
響
き

を
見
せ
ま
す
。［
12
月
～
翌
2

月
］

★
は
こ
だ
て
冬
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
　

異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
函
館
の

街
並
み
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
光
り
輝
き
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
で
幻
想
的
な
世
界
を
創
り
出

し
ま
す
。［
12
月
～
翌
2
月
］

★
函
館
西
部
地
区
バ
ル
街

　

レ
ト
ロ
で
風
情
あ
る
街
並
み

を
楽
し
み
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
お
店
を
巡

る
グ
ル
メ
イ

ベ
ン
ト
。
今

や
全
国
か
ら

人
が
訪
れ
る

ほ
ど
人
気
で

す
。［
4
月
と

9
月
の
年
2

回
開
催
］

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

○
“
開
か
れ
た
ま
ち
”
函
館　

　

函
館
市
は
、
渡
島
半
島
の
南

東
部
に
位
置
し
、
東
・
南
・
北

の
三
方
を
津
軽
海
峡
に
囲
ま

れ
、
西
は
北
斗
市
・
七
飯
町
・

鹿
部
町
と
接
し
た
ま
ち
で
す
。

　

日
本
最
初
の
国
際
貿
易
港
と

し
て
、
い
ち
早
く
海
外
に
門
戸

を
開
き
、
自
由
か
っ
達
・
進
取

の
気
概
を
持
っ
て
、
新
し
い
知

識
や
技
術
を
吸
収
し
、
固
有
の

文
化
を
は
ぐ
く
み
な
が
ら
、
市

民
有
志
が
共
に
手
を
携
え
、
社

会
事
業
や
教
育
事
業
な
ど
を
立

ち
上
げ
社
会
に
貢
献
し
魅
力
を

高
め
て
き
た
ま
ち
で
す
。

○
移
住
に
つ
い
て　
　

　

函
館
市
で
は
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
「
函
館
移
住
定
住
ナ
ビ
」
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
移
住
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
等
を
通
じ
、
実
際
の

移
住
者
の
声
、
子
育
て
環
境
、

施
設
の
紹
介
な
ど
移
住
定
住
に

役
立
つ
情
報
を
発
信
し
て
い
ま

す
。

　

東
京
圏
か
ら
の
移
住
者
を
対

象
に
し
た
移
住
支
援
金
制
度
、

住
ま
い
に
関
す
る
支
援
制
度
、

起
業
を
目
指
す
方
へ
の
創
業
支

援
や
「
函
館
し
ご
と
ネ
ッ
ト
」

に
よ
る
仕
事
紹
介
等
、
函
館
市

で
は
い
く
つ
か
の
支
援
制
度
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
相
談
が
で
き
る

窓
口
「
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
函
館
市
地
域
交
流
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設

し
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

相
談
も
可
能
で
す
。
当
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
や
暮
ら
し
情
報
の

発
信
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

移
住
を
検
討
中
の
方
か
ら
移

住
後
の
悩
み
ご
と
ま
で
、
函
館

の
く
ら
し
に
詳
し
い
ス
タ
ッ
フ

が
幅
広
く
相
談
に
対
応
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。　

移
住
相
談
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
：
函
館
市
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

住
所
：
函
館
市
末
広
町
４
番
19

号
（
函
館
市
地
域
交
流
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
内
）

連
絡
先
：
０
１
３
８
・
22
・

９
７
０
０

○
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
離
れ
た

故
郷
や
応
援
し
た
い
自
治
体
へ

寄
附
が
で
き
る
制
度
で
す
。
函

館
市
で
は
使
い
道
を
選
ん
で
い

た
だ
き
、
皆
様
の
寄
附
を
ま
ち

の
活
性
化
に
活
か
し
て
い
き
ま

す
。

　

返
礼
品
は
５
０
０
品
目
以
上

と
充
実
し
、
名
産
品
の
ほ
か
に

も
、
函
館
旅
行
に
使
用
で
き
る

割
引
ク
ー
ポ
ン
な
ど
の
旅
行
系

返
礼
品
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
宿
泊
に
使
用
で
き

る
ト
ラ
ベ
ル
ク
ー
ポ
ン
や
、
飲

食
、
体
験
な
ど
対
象
施
設
の

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
可
能

な
ト
ラ
ベ
ル
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

返
礼
し
て
い
ま
す
。

移
住
に
つ
い
て

移
住
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

ふるさと納税詳細
はこちらから↓

「 移 住 定 住
ナビ」は
こちらから
　　 ↓

返礼品の一例

mailto:hakodate%40city.hakodate.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/
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函は
こ
だ
て館
市
の
ご
紹
介

函はこ
だ
て館
市
の
ご
紹
介

 

○
函
館
山
か
ら
の
眺
望

　

函
館
を
象
徴
す
る
絶
景
ス

ポ
ッ
ト
。
日
本
各
地
の
魅
力

を
紹
介
す
る
『
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・

グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ

ン
』
に
よ
り
、“
わ
ざ
わ
ざ
旅

行
す
る
価
値
が
あ
る
”
を
意

味
す
る
「
三
つ
星
」
が
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

○
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
街
並

み
　

江
戸
末
期
に
開
港
し
た
函

館
に
は
諸
外
国
か
ら
文
化
や

風
習
が
伝
わ
り
、
国
内
の
他

都
市
と
は
性
質
を
異
に
す
る

街
並
み
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

函
館
山
の
ふ
も
と
・
西
部
地

区
に
は

代
表
的

な
歴
史

的
建
造

物
と
し

て
知
ら

れ
る
旧

函
館
区

公
会
堂
や
カ
ト
リ
ッ
ク
元
町
教

会
な
ど
が
点
在
し
、
現
在
も
数

多
く
残
る
和
洋
折
衷
住
宅
と
と

も
に
異
国
情
緒
を
醸
し
出
し
ま

す
。

○
ベ
イ
エ
リ
ア

　

我
が
国
最
初
の
国
際
貿
易
港

と
し
て
開
港
し
た
函
館
は
、
港

と
と
も
に
発
展
を
遂
げ
ま
し

た
。
明
治
期
に
建
設
さ
れ
た
倉

庫
や
郵
便
局
が
ベ
イ
エ
リ
ア
に

現
在
も
残
り
、
重
厚
感
あ
る
装

い
そ
の
ま
ま
に
複
合
商
業
施
設

「
金
森
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
」「
は
こ

だ
て
明
治
館
」
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
特
別
史
跡
五
稜
郭
跡

　

国
内
初
の
西
洋
式
城
郭
と
し

て
１
８
６
４
年
に
完
成
し
、
幕

末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て

戊
辰
戦
争
最
後
の
戦
い
で
あ

る
「
箱
館
戦
争
」
の
舞
台
に
も

な
っ
た
五
稜
郭
。
日
本
の
歴
史

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
北
海
道
唯
一
の
特
別
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
春
は

約
１
５
０
０
本
の
サ
ク
ラ
が
咲

き
乱
れ
、
初
夏
は
藤
棚
の
花
が

訪
れ
る
人
を
爽
や
か
に
迎
え
ま

す
。

○
湯
の
川
温
泉

　

北
海
道
三
大
温
泉
地
の
一

角
を
占
め
る
湯
の
川
温
泉
は
、

１
６
５
３

（
承
応
２
）

年
発
祥
と

さ
れ
る
由

緒
あ
る
温

泉
地
。
函

館
空
港
か
ら
車
で
約
５
分
、
路

面
電
車
で
も
気
軽
に
訪
れ
る
こ

と
が
で
き
、
多
く
の
観
光
客
が

宿
泊
地
に
選
ん
で
い
ま
す
。 

格
調
高
い
老
舗
旅
館
、
客
室
露

天
風
呂
が
人
気
の
大
型
ホ
テ

ル
、
心
づ
く
し
の
サ
ー
ビ
ス
が

自
慢
の
小
規
模
な
宿
な
ど
、
宿

泊
施
設
の
タ
イ
プ
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

○
世
界
文
化
遺
産
「
北
海
道
・

北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」

　

北
海
道
、
青
森
、
秋
田
、
岩

手
の
4
道
県
17
の
遺
跡
で
構
成

さ
れ
る
「
北
海
道
・
北
東
北
の

縄
文
遺
跡
群
」
が
、
２
０
２
１

年
7
月
に
世
界
文
化
遺
産
登
録

さ
れ
ま

し
た
。

　

南
茅

部
地
域

に
は　

構
成
資

産
で
あ

る
史
跡

大
船
遺

跡
と
史

跡
垣
ノ

島
遺
跡

が
点
在

し
て
い

る
ほ
か
、
垣
ノ
島
遺
跡
に
隣
接

し
た
函
館
市
縄
文
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
に
は
、
国
宝
「
中
空
土

偶
」
や
多
く
の
出
土
品
が
展
示

さ
れ
、
世
界
遺
産
と
国
宝
を
一

度
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
函
館
市
公
式
観

光
サ
イ
ト
「
は
こ
ぶ
ら
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●お問い合わせ　
函館市役所　〒０４０－８６６６　北海道函館市東雲町４番１３号
ＴＥＬ：０１３８－２１－３１１１　ＦＡＸ：０１３８－２３－７６０４

E-mail：hakodate@city.hakodate.hokkaido.jp
公式ホームページ：https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
Ｇ
Ｏ
！
す
れ
ば
、
Ｏ
ｈ
！
が
あ
る
。
函
館
市
」

函館市へのアクセス
＜ＪＲ＞
東京→函館　約４時間半（北海道新幹線）
札幌→函館　約３時間半（特急北斗の場合）

＜自動車＞
札幌→函館　約５時間（一般道の場合）
札幌→函館　約４時間（高速道路の場合）

＜フェリー＞
青森→函館　約３時間５０分
大間→函館　約１時間３０分

URL：https://www.hakobura.jp/access

　　＜飛行機＞
　東京（羽田）→函館　約８０分
　大阪（伊丹）→函館　約１００分
　名古屋（中部）→函館　約９０分
　札幌（新千歳・丘珠）→函館　約４０分

「はこぶら」は
こちら↓

QR コードは
　こちら→

、

mailto:hakodate%40city.hakodate.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/
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北ほく
と斗
市
の
ご
紹
介

○
北
斗
市
と
は

　

２
０
０
６
年
２
月
１
日
、
上

磯
町
と
大
野
町
と
が
合
併
し
、

「
北
斗
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
北
斗
市
」
と
い
う
名
前
に

は
、「
北
の
空
（
大
地
）
に
さ

ん
ぜ
ん
と
光
り
輝
く
星
（
街
）

（
北
斗
星
）。
ほ
か
の
市
町
村
の

範
と
な
る
と
同
時
に
、
個
性
を

失
わ
ず
独
自
の
輝
き
を
も
つ
街

づ
く
り
」
と
の
思
い
が
含
ま

れ
て
い
て
、「
北
斗
と
は
小
さ

な
星
が
か
た
ま
り
あ
っ
て
一
つ

の
核
を
な
す
と
も
い
わ
れ
て
い

て
、
上
磯
町
と
大
野
町
の
輝
か

し
い
二
つ
の
星
が
一
つ
の
北
斗

を
つ
く
り
上
げ
、
こ
れ
か
ら
立

派
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

こ
う
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

〇
歴
史　

　

北
斗
市
は
２
０
１
６
年
に
開

業
し
た
北
海
道
新
幹
線
の
当
面

の
始
発
・
終
着
駅
が
あ
る
ま
ち

で
す
。
函
館
市
に
隣
接
し
な
が

ら
、
海
と
山
の
魅
力
を
気
軽
に

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

気
候
は
対
馬
暖
流
の
影
響
を

受
け
、
海
洋
性
と
な
っ
て
い

て
、
道
内
に
あ
っ
て
は
降
雪
量

が
少
な
く
、
比
較
的
温
暖
で
暮

ら
し
や
す
い
地
域
と
な
っ
て
い

ま
す
。

〈
上
磯
町
の
歴
史
〉

　

上
磯
町
は
、
１
８
０
５
年
、

清
川
地
域
に
約
15
㌶
の
水
田
が

拓
か
れ
、
農
耕
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

１
８
８
０
年
、
上
磯
村
を
中

心
と
し
て
谷
好
村
、
富
川
村
、

中
野
村
、
吉
田
村
を
範
囲
と
し

た
上
磯
村
ほ
か
４
か
村
戸
長
役

場
が
設
置
さ
れ
、
自
治
制
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
９
１
８
年
に
町

制
を
施
行
し
、
１
９
５
５
年
４

月
、
隣
接
の
茂
別
村
と
合
併
し

ま
し
た
。

　

農
業
と
漁
業
が
産
業
の
中
心

だ
っ
た
上
磯
町
で
し
た
が
、
地

理
的
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
１
８
９
０
年
に
セ
メ

ン
ト
工
場
、
１
９
５
６
年
に
は

石
油
精
製
工
場
が
で
き
る
な

ど
、
工
業
が
中
心
的
な
産
業
と

な
り
、
さ
ら
に
、
１
９
８
４
年

に
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
函
館
の
地
域

指
定
を
受
け
、
企
業
誘
致
を
積

極
的
に
推
進
し
た
こ
と
で
、
新

た
な
製
造
業
や
運
輸
・
通
信
業

の
立
地
が
進
み
、
農
漁
村
型
か

ら
都
市
型
に
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
商
工
業
の
振
興
と
併

せ
て
、
都
市
近
郊
型
農
業
や
養

殖
漁
業
へ
の
転
換
を
推
進
し
、

都
市
と
農
漁
村
が
調
和
の
と
れ

た
田
園
工
業
都
市
と
し
て
発
展

を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

〈
大
野
町
の
歴
史
〉

　

大
野
町
は
、
北
海
道
に
お
け

る
水
田
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら

れ
、
１
６
０
０
年
代
に
松
前
藩

主
の
命
に
よ
り
文
月
地
域
で
米

の
試
作
が
行
わ
れ
、
１
６
９
２

年
に「
産
米
十
俵
を
収
穫
し
た
」

と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

１
８
８
０
年
、
大
野
村
を
中

心
と
し
て
市
渡
村
、
本
郷
村
、

文
月
村
、
千
代
田
村
、
一
本
木

村
を
範
囲
と
し
た
大
野
村
ほ
か

５
か
村
戸
長
役
場
が
設
置
さ

れ
、
自
治
制
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
１
９
０
０
年
に
６

村
が
合
併
し
、
大
野
村
と
し

て
一
級
町
村
の
指
定
を
受
け
、

１
８
９
９
年
に
は
町
制
を
施
行

し
ま
し
た
。

　

平
坦
な
土
地
と
温
暖
な
気
候

に
恵
ま
れ
た
大
野
町
は
、
大
野

川
を
は
じ
め
、
国
営
総
合
か
ん

が
い
排
水
事
業
な
ど
に
よ
り
水

利
に
も
恵
ま
れ
、
水
田
経
営
を

主
体
と
し
た
農
業
の
町
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

１
９
８
４
年
に
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
函
館
の
地
域
指
定
を
受
け
、

さ
ら
に
１
９
８
６
年
、
農
村
地

域
工
業
等
導
入
促
進
法
に
基
づ

く
工
業
団
地
の
造
成
に
よ
り
企

業
誘
致
に
力
を
入
れ
る
な
ど
、

近
年
で
は
、
農
業
と
工
業
の
調

和
の
と
れ
た
田
園
工
業
都
市
と

し
て
着
実
な
発
展
を
遂
げ
て
き

ま
し
た
。

 　

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

（北斗市市章）

○
求
人
が
豊
富
な
北
斗
・
函
館

圏
で
！

　

北
斗
市
内
に
は
4
つ
の
工
業

団
地
を
は
じ
め
、
約
４
５
０
件

の
商
店
や
事
業
所
が
あ
り
、
営

業
職
や
事
務
職
な
ど
の
幅
広
い

求
人
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
通

勤
圏
内
で
あ
る
隣
接
の
函
館
市

に
は
Ｉ
Ｔ
企
業
の
Ｓ
Ｅ
職
や
金

融
機
関
の
営
業
・
事
務
職
な
ど

の
求
人
が
あ
り
、
豊
富
な
求
人

数
の
中
か
ら
自
分
に
合
っ
た
仕

事
選
び
が
可
能
で
す
。

〇
通
勤
・
通
学
・
通
院
も
、
北

斗
・
函
館
圏
で
楽
々
！

　

北
斗
市
か
ら
函
館
市
ま
で
は

お
よ
そ
20
分
※
。
函
館
市
内
の

高
校
・
大
学
へ
の
通
学
や
職
場

へ
の
通
勤
が
可
能
で
、
進
学
先

や
就
職
先
の
選
択
肢
が
広
が
り

ま
す
。
ま
た
、
函
館
市
に
は
総

合
病
院
や
産
婦
人
科
の
あ
る
病

院
が
多
い
た
め
、
い
ざ
と
い
う

と
き
も
安
心
で
す
。

※
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
上
磯
駅

か
ら
Ｊ
Ｒ
函
館
駅
ま
で
の
所
要

時
間

〇
就
農
支
援
、
起
業
・
創
業
支

援
制
度
が
充
実
。

　

北
斗
市
で
新
規
就
農
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
所
定
の
審
査
に

合
格
後
、
受
入
農
家
で
基
本
２

年
間
の
研
修
を
経
て
、
就
農
し

ま
す
。
就
農
後
、
経
営
を
ス

ム
ー
ズ
に
軌
道
に
乗
せ
る
た
め

月
５
０
，
０
０
０
円
の
助
成
を

行
う
な
ど
、
就
農
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
起
業
・
創
業
を
希
望

さ
れ
る
方
に
対
し
て
も
、
創
業

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
助
成
金
や
新
規

出
店
に
係
る
補
助
制
度
を
用
意

し
、
北
斗
市
で
の
新
た
な
出
発

を
応
援
し
ま
す
。

〇
空
き
家
バ
ン
ク

　

北
斗
市
内
の
空
き
家
の
賃

貸
・
売
買
情
報
を
、
空
き
家
の

利
用
を
希
望
す
る
方
に
紹
介
し

ま
す
。
居
住
用
の
一
軒
家
も
し

く
は
店
舗
等
併
用
住
宅
が
対
象

で
す
。
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た

物
件
の
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
相
談

や
質
問
は
、
専
門
業
者
か
ら
な

る
「
北
斗
市
移
住
・
定
住
推
進

協
議
会
」
が
お
答
え
す
る
な
ど

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
も
万
全
で

す
。

〇
北
斗
市
空
き
家
バ
ン
ク
利
活

用
事
業
補
助
金

　

北
斗
市
空
き
家
バ
ン
ク
に
登

録
さ
れ
た
物
件
を
借
り
た
方
・

購
入
し
た
方
に
、
空
き
家
の
購

入
費
や
改
修
費
を
最
大
50
万

円
、
中
学
卒
業
前
の
お
子
さ
ん

が
い
る
子
育
て
世
帯
へ
の
補
助

金
30
万
円
な
ど
、
合
わ
せ
て
最

大
１
０
０
万
円
を
助
成
し
ま

す
。

〇
奨
学
金
償
還
支
援
事
業

　

若
年
層
の
回
帰
と
本
市
へ
の

定
住
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
大
学
等
の
修
学
に
あ
た
り

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
方
に

対
し
、
北
斗
市
に
居
住
し
、
市

内
ま
た
は
近
隣
市
町
の
事
業
所

等
に
就
職
し
た
場
合
、
奨
学
金

の
償
還
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。
こ
の
他
に
も
赴
任
等
に

要
す
る
費
用
の
助
成
や
福
祉
人

材
就
労
奨
励
金
制
度
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
。

○
皆
さ
ま
か
ら
の
心
あ
た
た
ま

る
寄
附
金
は
、
北
斗
市
が
重
点

的
に
進
め
て
い
る
「
北
斗
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
に
基
づ
く
施
策
や
事
業

な
ど
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

「
北
斗
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
４
つ
の
目

標１
．
北
海
道
新
幹
線
を
活
か
し

た
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
場
を

つ
く
る

２
．
北
斗
市
ら
し
さ
を
活
か
し

移
住
に
つ
い
て

移
住
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

て
人
を
呼
び
込
み
・
呼
び
戻
す

３
．
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
た

い
と
い
う
希
望
を
か
な
え
る

４
．
住
み
続
け
た
い
と
い
う
暮

ら
し
の
環
境
を
守
る

○
通
学
定
期
券
購
入
費
助
成
事

業○
ず
ー
し
ー
ほ
っ
き
ー
活
用
情

報
発
信
事
業

○
キ
ミ
と
ボ
ク
と
ホ
ク
ト
（
移

住
・
定
住
支
援
事
業
）

○
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業○
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
奨
学
金
償
還

支
援
事
業

○
北
斗
市
遺
児
育
英
資
金

○
北
斗
市
奨
学
金
事
業

○
地
域
福
祉
推
進
事
業

詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

https://www.city.hokuto.
hokkaido.jp/docs/1986.
html

北ほ
く
と斗
市
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
○北斗市役所　〒０４９－０１９２　北海道北斗市中央１丁目３番１０号
ＴＥＬ：０１３８－７３－３１１１　ＦＡＸ：０１３８－７３－６９７０

E-mail：kikaku@city.hokuto.hokkaido.jp
公式ホームページ：https://www.city.hokuto.hokkaido.jp

mailto:kikaku%40city.hokuto.hokkaido.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.city.hokuto.hokkaido.jp


－ 32 － － 31 －

北ほ
く
と斗
市
の
ご
紹
介

北ほく
と斗
市
の
ご
紹
介

 

●お問い合わせ　
○北斗市役所　〒０４９－０１９２　北海道北斗市中央１丁目３番１０号
ＴＥＬ：０１３８－７３－３１１１　ＦＡＸ：０１３８－７３－６９７０

E-mail：kikaku@city.hokuto.hokkaido.jp
公式ホームページ：https://www.city.hokuto.hokkaido.jp

 

○
灯
台
の
聖
母　

ト
ラ
ピ
ス

ト
大
修
道
院　

　

正
式
名
称
は
「
厳
律
シ
ト
ー

会
灯
台
の
聖
母
大
修
道
院
」。

１
８
９
６
年
、
フ
ラ
ン
ス
か

ら
９
人
の
修
道
士
た
ち
が
こ

の
地
を
訪
れ
、
日
本
最
初
の

男
子
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
を

創
立
し
ま
し
た
。

　

修
道
院
内
で
は
修
道
士
た

ち
が
自
給
自
足
の
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
院
内
に
あ

る
資
料
展
示
室
や
売
店
、
修

道
院
か
ら
徒

歩
30
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ

る
ル
ル
ド
の
洞
窟
が
見
学
自

由
。
院
内
施
設
は
男
子
の
み

見
学
可
能
（
要
・
事
前
申
込
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

売
店
で
は
、
修
道
院
で
つ

く
る
ト
ラ
ピ
ス
ト
バ
タ
ー
や

ク
ッ
キ
ー
を
購
入
で
き
、
そ

の
バ
タ
ー
を
使
っ
た
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
は
濃
厚
で
人
気
の

商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の

童
謡
「
赤
と
ん
ぼ
」
の
詩
は
、

大
正
時
代
の
４
年
間
、
修
道

院
の
文
学
講
師
を
務
め
、
ト

ラ
ピ
ス
ト
の
丘
に
住
ん
で
い

た
三
木
露
風
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。

○
き
じ
ひ
き
高
原　

　

北
斗
市
の
観
光
名
所
の
一

つ
で
あ
る
き
じ
ひ
き
高
原
。

「
き
じ
ひ
き
」
と
い
う
名
前
は
、

春
先
に
木
を
切
り
出
し
た
際

に
雪
解
け
水
と
と
も
に
丸
太
を

滑
り
落
と
し
て
い
た
こ
と
に
由

来
し
ま
す
。

　

き
じ
ひ
き
高
原
に
は
、
キ
ャ

ン
プ
場
や
カ
タ
ク
リ
の
群
生
地

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
ど
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
高
原
の
南
側
か

ら
は
津
軽
海
峡
と
函
館
山
の
眺

め
を
楽
し
め
、
平
野
を
見
下
ろ

す
眺
め
は
ま
さ
に
絶
景
。ま
た
、

テ
ン
ト
の
ほ
か
バ
ン
ガ
ロ
ー
が

設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
気
軽

に
キ
ャ
ン
プ
や
ア
ウ
ト
ド
ア
も

楽
し
め
ま
す
。
周
囲
に
は
公
共

育
成
牧
場
が
あ
り
、
の
ん
び
り

草
を
食
む
牛
の
姿
も
見
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
パ
ノ
ラ
マ
展
望
台
は

標
高
５
６
０
ｍ
の
所
に
あ
り
、

函
館
山
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

大
野
平
野
、
横
津
連
峰
、
噴
火

湾
、
大
沼
、
駒
ケ
岳
を
一
同
に

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
天
気

の
よ
い
時
は
、
青
森
県
の
下
北

半
島
や
、
室
蘭
方
面
、
羊
蹄
山

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
松
前
藩
戸
切
地
陣
屋
跡

　

箱
館
港
の
開
港
に
と
も
な
い

蝦
夷
地
の
防
衛
を
強
化
す
る

た
め
に
、
松
前
藩
が
構
築
し

た
日
本
最
初
の
洋
式
築
城
で

す
。
１
８
６
８
年
の
箱
館
戦
争

で
榎
本
軍
の
攻
撃
を
受
け
、
守

備
隊
に
よ
り
自
焼
・
放
棄
さ
れ

ま
し
た
が
、
土
塁
や
外
堀
な
ど

の
遺
構
が
残
っ
て
い
て
、
現
在

は
国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る

な
ど
、
歴
史
的
価
値
の
高
い
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

　

ま
た
、
松
前
藩
戸
切
地
陣
屋

跡
は
桜
の
名
所
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
毎
年
５
月
の
上
旬
に
な

る
と
、
長
さ
約
８
０
０
ｍ
の
並

木
道
に
お
よ
そ
３
０
０
本
の
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
咲
き
誇
り
、
見

事
な
ピ
ン
ク
色
の
ト
ン
ネ
ル
が

で
き
あ
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
満
開
時
期
を
過
ぎ

る
頃
に
は
散
っ
た
桜
が
地
面
を

覆
い
、
桜
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
が

敷
き
詰
め
ら
れ
ま
す
。

○
北
海
道
水
田
発
祥
の
地

　

北
海
道
の
美
味
し
い
お
米
は

有
名
で
す
が
、
北
斗
市
は
北
海

道
水
田
発
祥
の
地
と
し
て
も
有

名
で
す
。

　

１
６
９
２
年
に
野
田
作
右
衛

門
が
米
10
俵
を
収
穫
し
た
と
の

記
録
に
基
づ
い
て
、
碑
が
建
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
現
存
す
る
記
録
の
中

で
、
北
海
道
最
古
の
記
録
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
も
、
北
斗
市
は
北
海

道
を
代
表
す
る
米
ど
こ
ろ
で
あ

り
、
道
産
米
の
宝
庫
。
最
も
お

い
し
い
と
さ
れ
る
特
Ａ
レ
ベ
ル

に
認
定
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
も
た
く
さ

ん
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
法
亀
寺

　

北
斗
の
桜
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

は
、
法
亀
寺
も
有
名
で
す
。
法

亀
寺
は
１
８
４
９
年
、篤
信
家
・

中
村
金
兵
衛
の
願
い
で
、箱
館
・

実
行
寺
第
十
五
世
金
子
日
能
師

が
、
大
野
村
東
下
町
に
法
亀
庵

(

ほ
っ
き
じ)

と
し
て
許
可
さ

れ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い

て
、
こ
の
お
寺
の
境
内
の
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
が
毎
年
美
し
い
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

法
亀
寺
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
は

推
定
樹
齢
３
０
０
年
、
高
さ
12

ｍ
で
枝
振
り
が
大
変
よ
く
、
垂

れ
下
が
っ
た
枝
い
っ
ぱ
い
に
花

が
咲
く
と
大
変
見
応
え
が
あ
り

ま
す
。
明
る
い
昼
間
は
勿
論
で

す
が
、
夜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
も
見
応
え

十
分
。
北
海
道
で
こ
れ
ほ
ど
大

き
く
育
っ
た
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
は

大
変
珍
し
く
、
遠
く
か
ら
花
見

に
訪
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

○
北
斗
市
宣
伝
隊
長
「
ず
ー

し
ー
ほ
っ
き
ー
」

　

北
斗
市
の
〝
い
い
と
こ
ろ
〟

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
に
、
情

報
発
信
を

研
究
の
柱

と
す
る
地

元
の
大
学

「
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
」

と
協
働
で
、
市
の
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ず
ー
し
ー
ほ
っ

き
ー
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
北

斗
市
の
特
産
の
ホ
ッ
キ
貝
と
お

米
「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
か
ら
な

る
イ
キ
モ
ノ
で
す
。

　
「
ず
ー
し
ー
ほ
っ
き
ー
」
は
、

誕
生
以
来
、
北
斗
市
宣
伝
隊
長

を
自
認
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
活
躍
が
認
め
ら
れ
北
斗
市
宣

伝
隊
長
に
就
任
。
北
斗
市
職
員

な
ど
か
ら
な
る
北
斗
市
宣
伝
隊

を
率
い
、
北
海
道
の
み
な
ら
ず

全
国
を
飛
び
ま
わ
り
、
日
夜
Ｐ

Ｒ
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
内
容
は
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
「
ず
ー
し
ー

ほ
っ
き
ーofficial

」
に
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
ず
ー
し
ー
ほ
っ
き
ーofficial

　

https://www.facebook.
com/zushihocky/

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
キ
ミ
と
ボ
ク
と
ホ
ク
ト
」

北斗市へのアクセス
URL：https://hokutoinfo.com/access/

mailto:kikaku%40city.hokuto.hokkaido.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.city.hokuto.hokkaido.jp
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本
道
最
南
端
に
あ
っ
て
温
暖

な
気
候
の
松
前
は
、
遺
跡
の
発

掘
調
査
に
よ
り
約
８
，
０
０
０

年
前
の
縄
文
時
代
早
期
か
ら
、

人
が
住
み
続
け
て
き
た
土
地
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

　

江
戸
時
代
の
初
め
、
こ
の
地

に
福
山
館
（
の
ち
の
松
前
城
）

が
築
か
れ
て
以
来
、
交
通
の
要

衝
と
し
て
多
く
の
ヒ
ト
・
モ

ノ
・
情
報
が
行
き
交
い
ま
し
た

が
、
幕
末
の
箱
館
開
港
と
廃
藩

置
県
に
よ
っ
て
政
庁
と
し
て
の

地
位
と
交
易
港
と
し
て
の
権
益

を
失
っ
た
松
前
は
、
漁
業
の
ま

ち
と
し
て
再
出
発
を
果
た
し
ま

す
。
し
か
し
、大
正
２
年
以
降
、

ニ
シ
ン
が
全
く
獲
れ
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、
ま
ち
は
不
況
に
み

ま
わ
れ
、
住
民
の
気
持
ち
も
沈

ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
代
替
漁
業
と
し
て
イ
カ

釣
漁
業
が
本
格
化
し
、
本
州
や

道
内
各
地
か
ら
漁
業
者
が
大
挙

し
て
押
し
寄
せ
、
そ
の
数
は
地

元
操
業
者
を
上
回
り
、
地
域
経

済
を
潤
す
活
況
を
呈
し
、
松
前

の
漁
業
に
再
び
光
明
が
差
し
ま

し
た
。

　

現
在
も
ヤ
リ
イ
カ
漁
は
北
海

道
で
有
数
の
水
揚
量
を
誇
り
、

煌
々
と
輝
く
漁
火
が
町
に
明
か

り
を
灯
し
、
津
軽
海
峡
を
漁
場

と
す
る
松
前
の
マ
グ
ロ
は
、
青

森
県
大
間
の
マ
グ
ロ
に
勝
る
と

も
劣
ら
な
い
絶
品
で
、
漁
業
は

町
の
主
要
産
業
と
し
て
連
綿
と

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

漁
場
に
恵
ま
れ
た
松
前
町
で

す
が
、
冬
に
な
る
と
北
か
ら
強

く
吹
き
付
け
る
季
節
風
が
海
を

荒
れ
さ
せ
、
豊
か
な
海
は
一
変

し
て
出
漁
を
拒
み
ま
す
。

　

し
か
し
、
漁
業
に
と
っ
て
の

逆
風
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
分
野
で
追
い
風
と
な

り
、
松
前
町
は
風
力
発
電
の
適

地
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
内
に
は
、
大
型
小
型
を
合

わ
せ
２
０
０
基
以
上
の
風
車
が

民
間
事
業
者
に
よ
り
設
置
さ

れ
、
９
万
5
千
Ｍ
Ｗ
ｈ/

年
以

上
の
発
電
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
な
か
で
、松
前
町
と「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
推

進
と
地
域
活
性
化
」
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
た
事
業
者
が
設

置
し
た
、
大
型
風
車
12
基
と
蓄

電
池
設
備
を
活
用
し
、
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
な
ど
の
非
常
時
に

は
、
地
域
の
一
部
に
電
力
を
供

給
で
き
る
「
非
常
時
地
域
マ
イ

ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
」
を
構
築
す
る

な
ど
、
再
エ
ネ
電
気
の
活
用
を

図
っ
て
い
る
ほ
か
、
沖
合
の
海

域
は
２
０
２
３
年
５
月
に
再
エ

ネ
海
域
利
用
法
に
基
づ
く
「
有

望
な
区
域
」
に
整
理
さ
れ
、「
松

前
沖
洋
上
風
力
発
電
」
の
実
現

へ
向
け
協
議
を
重
ね
て
い
る
な

ど
、
再
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
最
大
限
利
用
し
た
脱
炭
素
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

○
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

・
松
前
さ
く
ら
ま
つ
り

【
4
月
下
旬
～
５
月
上
旬
】

　

松
前
城
周
辺
に
広
が
る
松
前

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
さ
く
ら
観
察
会
も

実
施
さ
れ
る
の
で
、
園
内
放
送

や
案
内
掲
示
板
を
確
認
し
て
み

て
は
？

・
お
花
見
売
店

【
４
月
下
旬
～
５
月
上
旬
】

・
松
前
町
郷
土
芸
能
大
公
開

【
４
月
29
日
】

・
松
前
藩
屋
敷
浮
き
紫
陽
花

【
７
月
下
旬
】

・
松
前
城
下
時
代
ま
つ
り

【
８
月
13
日
～
14
日
】

・
松
前
城
下
マ
グ
ロ
ま
つ
り

【
９
月
中
旬
】

　

松
前
沖
で
獲
れ
る
「
松
前
本

ま
ぐ
ろ
」
を
心
ゆ
く
ま
で
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

　

対
馬
海
流
が
運
ぶ
暖
か
い
海

水
が
空
気
を
温
め
る
こ
と
で
、

比
較
的
暖
か
い
日
が
多
い
松
前

町
は
、
北
海
道
で
は
最
も
年
間

平
均
気
温
が
高
い
ま
ち
で
す
。

　

南
に
津
軽
海
峡
、
西
に
日
本

海
を
臨
む
、
豊
か
な
海
に
囲
ま

れ
た
松
前
町
で
は
、
サ
ク
ラ
マ

ス
、
ヒ
ラ
メ
、
サ
ケ
な
ど
釣
り

人
に
人
気
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
も
楽
し
め
る
ア

ジ
や
サ
バ
な
ど
年
間
を
通
じ
て

様
々
な
釣
り
が
楽
し
め
ま
す
。

　

な
か
で
も
松
前
沖
で
の
マ
グ

ロ
を
狙
っ
た
釣
り
は
、
全
国
か

ら
訪
れ
る
釣
り
人
を
魅
了
し
て

や
み
ま
せ
ん
。

　

松
前
町
は
、
北
海
道
の
最
南

端
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
本

州
と
北
海
道
を
行
き
来
す
る
鳥

た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
中
継
地

に
な
っ
て
お
り
、
年
間
を
通
し

て
多
く
の
野
鳥
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
秋
に
は
冬
に
備
え

て
南
へ
渡
る
ヒ
ヨ
ド
リ
が
群
れ

を
な
し
て
海
原
へ
飛
び
立
つ
姿

や
、
そ
れ
を
待
ち
構
え
て
い
た

ハ
ヤ
ブ
サ
の
急
襲
な
ど
、
自
然

界
の
ド
ラ
マ
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

町
内
の
民
間
施
設
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ

Ｏ
Ｈ
Ａ(

テ
ノ
ハ)

松
前
」（
東

急
不
動
産
株
式
会
社
）
に
は
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
、
余
暇
の
時
間
で
自
然
体
験

を
楽
し
み
つ
つ
、
テ
レ
ワ
ー
ク

で
仕
事
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

ア
ク
セ
ス
は
道
南
の
拠
点
都

市
で
あ
る
函
館
市
か
ら
車
で
約

1
時
間
30
分
と
便
の
良
い
立
地

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で

し
か
味
わ
え
な
い
感
動
が
あ
り

ま
す
。

　

松
前
町
で
感
動
が
あ
る
日
々

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
松
前
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

✿ 

寄
附
金
の
使
い
道

 

１ 

世
界
一
の
「
さ
く
ら
の
里
」

　

  

づ
く
り
に
関
す
る
事
業

 

２ 

日
本
一
の
「
書
の
ふ
る
さ

　

 

と
」
づ
く
り
に
関
す
る
事

　

  

業

 

３ 

北
海
道
唯
一
の
城
郭
「
松

　

  

前
城
」
の
保
存
整
備
に
関

　

   

す
る
事
業

 

４ 

物
産
振
興
等
に
よ
る
地
域

　

   

活
性
化
に
関
す
る
事
業

 

５ 

そ
の
他
ま
ち
づ
く
り
関
す

　

   

る
事
業

✿ 

寄
附
者
様
へ

　

小
さ
な
ま
ち
で
す
が
、
松
前

町
の
応
援
と
し
て
ご
寄
附
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
応
援

は
、
松
前
町
が
誇
る
「
歴
史
」、

「
自
然
」、「
海
の
幸
」
を
は
じ

め
と
し
た
数
多
く
の
資
源
の
磨

き
上
げ
や
、
ま
ち
の
活
性
化
に

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

✿ 

担
当
課

　

松
前
町
役
場
政
策
財
政
課

☎
０
１
３
９
・
42
・
２
２
７
５

移
住
に
つ
い
て

移
住
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

詳細はこちら↑
町の HP へ

mailto:seisaku%40town.matsumae.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.matsumae.hokkaido.jp/
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松ま
つ
ま
え前
町
の
ご
紹
介

松まつ
ま
え前
町
の
ご
紹
介

 　

北
海
道
の
最
南
端
に
位
置

す
る
松
前
町
は
、
西
は
日
本

海
、
南
は
津
軽
海
峡
に
面

し
、
東
西
約
50　

、
面
積
は

２
９
３
・
12
ｋ
㎡
で
、
国
道

２
２
８
号
線
沿
い
に
集
落
が

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
神

岬
の
絶
景
、
折
戸
浜
・
小
浜

の
海
岸
景
勝
な
ど
、
海
岸
線

は
変
化
に
富
ん
だ
景
観
を
有

し
、
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の

繁
殖
地
と
し
て
知
ら
れ
る
渡

島
大
島
、
ケ
イ
マ
フ
リ
な
ど

の
繁
殖
地
で
あ
る
松
前
小
島

と
と
も
に
、
松
前
・
矢
越
道

立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
「
松
前
城
」

　

日
本
式
城
郭
で
あ
る
松
前

城
は
、
本ほ

ん
ま
る
ご
も
ん

丸
御
門
が
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
内
部
は
松
前
藩
や
北
前

船
な
ど
に
関
す
る
資
料
館
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
松

前
城
は
１
年
を
通
し
、
日
没

か
ら
午
後
９
時
ま
で
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
て
い
る
た
め
、
幻

想
的
な
雰
囲
気
が
楽
し
め
ま

す
。

○
「
２
５
０
種
類
１
万
本
の

桜
」

　

松
前
町
は
、
２
５
０
種

１
万
本
以
上
の
桜
が
咲
く
日

本
で
も
有
数
の｢

さ
く
ら
の

里｣

で
す
。

　

松
前
の
桜
の
起
源
は
松
前

藩
の
時
代
ま
で
遡
り
、
本
州

か
ら
渡
っ
て
き
た
人
々
が
、
遠

く
離
れ
た
江
戸
や
都
を
な
つ
か

し
ん
で
桜
の
木
を
植
え
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
美
し
い
風
景
を
愛
し

た
人
々
の
手
に
よ
っ
て
、
松
前

の
桜
は
、
今
日
ま
で
守
り
育
て

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

松
前
の
桜
は｢
早
咲
き｣

｢

中
咲
き｣

｢

遅
咲
き｣
の
品
種

が
あ
り
、
１
ヵ
月
以
上
に
わ

た
っ
て
咲
き
続
け
ま
す
。

　
「
花は

な
も
り守

」
の
手
に
よ
る
松
前

生
ま
れ
の
桜
は
お
よ
そ
１
０
０

種
類
あ
り
ま
す
。

◆
松
前
桜
、
三
大
名
木

・
蝦

え
ぞ
か
す
み
ざ
く
ら

夷
霞
桜

　

龍
雲
院
の｢

霞
桜｣

の
老
木

に
元
北
大
教
授
の
館

た
て
わ
き
み
さ
お

脇
操
博
士

が
命
名
し
ま
し
た
。

　

そ
の
名
の
通
り
、
と
て
も
淡

い
紅
色
が
美
し
い
桜
で
す
。

・
血

け
ち
み
ゃ
く
ざ
く
ら

脈
桜

　

松
前
で
最
も
多
い
品
種｢

南な
で
ん殿｣

の
親
木
。
こ
の
木
の

精
が
乙
女
の
姿
と
な
っ
て
現
れ

た
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い
ま

す
。

・
夫

め
お
と
ざ
く
ら

婦
桜

　

１
本
の
幹
か
ら｢

染
井
吉
野

｣

と｢

南
殿｣

が
寄
り
添
う
よ

う
に
生
え
て
い
る
こ
と
か
ら｢

夫
婦｣

の
名
前
が
つ
け
ら
ま
し

た
。

○
「
北ほ

く
お
う
ひ
り
ん

鷗
碑
林
」

　

松
前
町
出
身
の
金
子
鷗お

う
て
い亭

は
、
近
代
詩
文
書
の
父
と
呼
ば

れ
書
の
大
家
と
し
て
鷗
亭
と
そ

の
門
人
の
作
品
を
彫
り
込
ん
だ

石
碑
１
２
０
基
が
道
沿
い
に
並

び
、
書
の
世
界
へ
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

○
「
松
前
藩
屋
敷
」

　

松
前
公
園
の
北
に
位
置
す
る

江
戸
時
代
の
松
前
を
再
現
し
た

テ
ー
マ
パ
ー
ク「
松
前
藩
屋
敷
」

は
１
９
９
１
年
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
中
に
入
る
と
江
戸
時

代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
気

分
を
楽
し
め
ま
す
。

○
「
白
神
岬
」

　

白
神
岬
は
、
北
海
道
最
南

端
、
津
軽
海
峡
に
突
き
出
た
岬

で
す
。

　

ア
イ
ヌ
語
の
シ
ラ
ル
カ
ム
イ

(

岩
の
神
が
す
む
と
こ
ろ)

が

由
来
の
こ
の
岬
は
、
北
海
道
と

本
州
を
行
き
来
す
る
渡
り
鳥
が

数
多
く
飛
来
す
る
日
本
屈
指
の

渡
り
鳥
の
休
憩
地
に
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
３
０
０
種
類

以
上
の
野
鳥
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

美
し
い
海
岸
景
勝
と
渡

り
鳥
の
飛
来
地
で
あ
る
白

神
岬
は
野
鳥
の
サ
ン
ク
チ
ュ
ア

リ(

聖
域)

と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
「
道
の
駅
『
北
前
船 

松
前
』」

　

国
道
２
２
８
号
線
の
海
岸
線

に
あ
る
道
の
駅
で
は
、「
松
前

本
ま
ぐ
ろ
」
を
は
じ
め
、
ウ
ニ

や
ヤ
リ
イ
カ
な
ど
新
鮮
な
海
の

幸
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
販
売
コ
ー
ナ
ー
で

は
松
前
の
特
産
品
も
豊
富
に
取

り
揃
え
て
お
り
、
テ
ラ
ス
か
ら

は
津
軽
海
峡
の
絶
景
を
望
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●お問い合わせ　
松前町役場　担当：政策財政課
〒０４９－１５９２　北海道松前郡松前町字福山２４８番地１

ＴＥＬ：０１３９－４２－２２７５　ＦＡＸ：０１３９－４６－２０４８
E-mail：seisaku@town.matsumae.hokkaido.jp
公式ホームページ：https://www.town.matsumae.hokkaido.jp/

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
最
北
の
城
下
町　

松
前
町
」

松前町へのアクセス

km

URL：https://travel-matsumae.jp/access/

mailto:seisaku%40town.matsumae.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.matsumae.hokkaido.jp/
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福ふく
し
ま島
町
の
ご
紹
介

　

北
海
道
の
南
西
部
に
位
置

し
、
津
軽
海
峡
に
面
し
た
海
岸

は
、
東
の
矢
越
岬
か
ら
西
の
白

神
岬
ま
で
、
変
化
に
富
ん
だ
美

し
い
景
観
に
恵
ま
れ
、
北
海
道

最
南
端
の
道
立
自
然
公
園
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

対
馬
暖
流
の
影
響
を
受
け

て
、
年
間
を
通
じ
て
道
南
で
は

比
較
的
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。

●
グ
ル
メ
情
報

○
千
軒
そ
ば
（
十
割
そ
ば
）： 　

そ
ば
本
来
の
風
味
と
豊
か
な

味
わ
い
で
、
つ
る
っ
と
し
た
食

感
が
一
度
食
べ
た
ら
ク
セ
に
な

り
ま
す
。

○
ち
ゃ
ん
こ
鍋
：

　
「
横
綱
の
里
」
と
知
ら
れ
る

福
島
町
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
で

す
。

〇
ア
ワ
ビ
カ
レ
ー
：

　

福
島
町
の
新
た
な
ソ
ウ
ル

フ
ー
ド
！
日
本
初
の
養
殖
技
術

「
ア
ワ
ビ
陸
上
養
殖
事
業
」
で

育
て
た
ア
ワ
ビ
を
贅
沢
に
ま
る

ご
と
３
つ
使
用
し
て
い
ま
す
。

〇
い
か
と
ん
び
入
り
和
風
パ
ス

タ
：

　

イ
カ
の
希
少
部
位
の
「
イ
カ

の
ク
チ
バ
シ
」
を
使
っ
た
パ
ス

タ
で
、
有
名
シ
ェ
フ
が
監
修
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
和
風
ソ
ー
ス
と

の
相
性
が
抜
群
で
絶
品
で
す
。

●
イ
ベ
ン
ト
情
報

５
月　

殿
様
街
道
探
訪
ウ
ォ
ー

　
　
　

ク
in
春

　
　
　

北
海
道
女
だ
け
の
相
撲

　
　
　

大
会（「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

　
　
　

リ
ズ
ム
ア
ワ
ー
ド　

　
　
　

２
０
２
３
」
特
別
賞　

　
　
　

武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
賞
受

　
　
　

賞
！
）

７
月　

千
代
の
富
士
杯
争
奪
相

　
　
　

撲
大
会

８
月　

や
る
べ
福
島
イ
カ
ま
つ

　
　
　

り
＆
海
峡
花
火
大
会

　
　
　

九
重
部
屋
夏
合
宿

９
月　

千
軒
そ
ば
の
花
鑑
賞
会

　
　
　

福
島
大
神
宮
例
大
祭

10
月　

FOOD

　

STADIUM

　
　
　

殿
様
街
道
探
訪
ウ
ォ
ー

　
　
　

ク
in
秋

11
月　

南
北
海
道
駅
伝
競
走
大

　
　
　

会

２
月　

ど
す
こ
い
雪
ま
つ
り

●
ふ
る
さ
と
会

　

福
島
町
に
は
２
つ
の
ふ
る
さ

と
会
が
あ
り
、地
元
「
福
島
町
」

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
一
緒
に
福
島
町

を
応
援
し
て
く
れ
る
仲
間
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。（
担
当
：

企
画
課
）

【
北
海
道
福
島
会
】

　

関
東
近
郊
在
住
者
の
皆
さ
ん

が
集
ま
り
、
４
月
に
東
京
都
内

で
総
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

10
月
に
は
代
々
木
公
園
で
開
催

さ
れ
る
北
海
道
フ
ェ
ア
㏌
代
々

木
に
毎
年
出
店
し
て
い
ま
す
。

【
札
幌
福
島
会
】

　

札
幌
市
近
郊
在
住
者
の
皆
さ

ん
が
集
ま
り
、
６
月
に
札
幌
市

内
で
総
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

○
福
島
町
青
少
年
交
流
セ
ン

タ
ー
「
新
潮
学
舎
」

　

２
０
２
３
年
４
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
友
好
市
町
と
の

生
徒
交
流
や
教
育
実
習
な
ど
の

研
修
、
福
島
商
業
高
校
の
生
徒

な
ど
、
全
道
・
全
国
か
ら
若
者

を
受
け
入
れ
る
交
流
人
口
拡
大

の
拠
点
施
設
で
す
。

　

各
部
屋
に
は
エ
ア
コ
ン
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
考
慮
し
た
Ｗ
ｉ

‐
ｆ
ｉ
、
バ
ス
・
ト
イ
レ
、
ミ

ニ
キ
ッ
チ
ン
を
完
備
し
長
期
滞

在
に
も
対
応
し
て
お
り
、
施
設

や
地
域
と
移
住
体
験
者
を
結
ぶ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
ハ

ウ
ス
マ
ス
タ
ー
も
常
駐
し
て
い

ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
：

０
１
３
９

‐
４
６
‐
７
７
５
５
）

○
若
者
等
の
定
住
対
策
・
子
育

て
環
境
の
充
実

　
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」
と

の
考
え
の
も
と
、
地
域
全
体
で

子
育
て
を
応
援
す
る
た
め
、
出

産
祝
い
金
の
支
給
、
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
の
無
償
化
、
保
育

料
及
び
学
校
給
食
費
の
無
料

化
、
満
１
歳
の
誕
生
日
に
地
元

産
米
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
雇
用
の
場
の

創
出
に
向
け
た
事
業
展
開
の
ほ

か
、
若
者
等
に
魅
力
あ
る
住
宅

環
境
の
提
供
に
向
け
た
取
り
組

み
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

移
住
に
つ
い
て

移
住
に
つ
い
て

○
福
島
町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

　

福
島
町
を
愛
す
る
方
々
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
幅
広
い
多
様
な

参
加
を
進
め
る
た
め
、
皆
様
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
対
す
る
思

い
を
社
会
的
投
資
（
寄
附
金
）
と
し
て
受
け
入
れ
、
こ
れ
を
基

金
と
し
て
よ
り
よ
い

環
境
や
次
世
代
に
つ

な
が
る
社
会
基
盤
を

整
備
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

・
寄
附
金
の
使
い
道

　

応
援
基
金
（
寄
附
金
）
は
、
次
の
中
か
ら
使
い
道
を
指
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
産
業
の
充
実
及
び
整
備
に
関
す
る
事
業

②
生
活
環
境
の
整
備
及
び
健
康
福
祉
の
充
実
に
関
す
る
事
業

③
人
材
育
成
及
び
文
化
の
向
上
に
関
す
る
事
業

④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
そ
の
他
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

⑤
そ
の
他
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業

　

手
続
き
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、直
接
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
担

当
：
企
画
課
）

お
問
い
合
わ
せ
先
：
０
１
３
９
‐
４
７
‐
３
０
０
７

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

福ふ
く
し
ま島
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
○福島町役場　〒０４９－１３９２　北海道松前郡福島町字福島８２０番地
ＴＥＬ：０１３９－４７－３００１（代表）　ＦＡＸ：０１３９－４７－４５０４

E-mail：info@town.fukushima.hokkaido.jp
公式ホームページ：http://www.town.fukushima.hokkaido.jp/
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〇
横
綱
千
代
の
山
・
千
代
の

富
士
記
念
館

　

福
島
町
は
、
北
海
道
出
身
者

と
し
て
初
め
て
横
綱
と
な
っ

た
「
第
41
代
横
綱
千
代
の
山
」

と
角
界
初
の
国
民
栄
誉
賞
を

受
賞
し
た
「
第
58
代
横
綱
千

代
の
富
士
」
の
二
大
横
綱
の

生
誕
の
地
で
す
。

　

館
内
に
は
、
師
弟
の
関
係

で
も
あ
っ
た
二
大
横
綱
が
神

聖
な
土
俵
を
舞
台
に
試
練
と

精
進
を
重
ね
、
つ
い
に
「
心
・

技
・
体
」
を
極
め
、
横
綱
に

登
り
つ
め
た
全
記
録
と
、
大

相
撲
文
化
の
す
べ
て
が
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
修
行
の
場
で

あ
っ
た
九
重
部
屋
の
稽
古
土

俵
の
再
現
や
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
あ
り
、
だ
れ
も
が
楽

し
め
、
思
い
出
に
残
る
記
念

館
で
す
。

〇
青
函
ト
ン
ネ
ル
記
念
館

　

海
底
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
は

世
界
最
長
の
「
青
函
ト
ン
ネ

ル
」
が
ト
ン
ネ
ル
技
術
の
集

結
に
よ
り
完
成
し
、
海
に
隔

て
ら
れ
た
北
海
道
と
本
州
が

つ
な
が
り
、
陸
続
き
の
交
流

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
２
０
１
６
年
3
月

26
日
に
は
、
大
き
な
夢
と
希
望

を
乗
せ
た
北
海
道
新
幹
線
が
開

通
し
ま
し
た
。

　

福
島
町
が
担
っ
た
青
函
ト
ン

ネ
ル
工
事
の
記
録
や
技
術
情

報
、
実
際
に
使
用
し
て
い
た
設

備
重
機
な
ど
を
ト
ン
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
や
展
示
ホ
ー
ル
を
と
お
し

て
体
感
で
き
る
記
念
館
で
す
。

○
海
峡
横
綱
ビ
ー
チ

　

２
０
１
１
年
に
本
格
オ
ー
プ

ン
し
た
道
南
最
大
規
模
の
砂
浜

人
口
海
水
浴
場
で
す
。

　

バ
ッ
ク
に
円
錐
状
の
豊
か
な

山
々
、
目
の
前
に
は
津
軽
海
峡

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

突
堤
と
潜
堤
に
囲
ま
れ
て
い

る
人
工
海
水
浴
場
の
た
め
波
の

影
響
が
少
な
く
、
津
軽
海
峡
の

荒
波
に
流
さ
れ
る
心
配
を
せ
ず

に
、
天
然
の
プ
ー
ル
感
覚
で
安

心
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

大
き
く
カ
ー
ブ
す
る
第
一
突

堤
の
先
に
は
展
望
台
が
あ
り
、

天
気
が
良
け
れ
ば
対
岸
の
津
軽

の
山
々
も
望
め
ま
す
。
ま
た
、

岩
場
も
あ
り
、
磯
の
生
物
を
見

つ
け
た
り
磯
遊
び
を
し
た
り
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
秀
峰　

大
千
軒
岳
（
だ
い
せ

ん
げ
ん
だ
け
）

　

標
高
１
０
７
２
㍍
と
、
道
内

の
１
０
０
０
㍍
級
の
中
で
最
南

に
位
置
し
、
松
前
半
島
で
最
も

高
い
山
で
す
。

　

津
軽
海
峡
と
日
本
海
に
囲
ま

れ
、
遠
く
は
内
浦
湾
を
望
む
こ

と
が
で
き
、
本
州
の
２
０
０
０

㍍
級
の
山

に
匹
敵
す

る
高
山
性

を
備
え
て

い
る
と
言

わ
れ
て
お

り
、
高
山

植
物
が
咲

き
乱
れ
る

花
畑
や
千
軒
清
水
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

〇
伊
能
忠
敬
北
海
道
測
量
開
始

記
念
公
園

　

伊
能
忠
敬
の
作
成
し
た
「
大

日
本
沿
海
興
地
全
図
」
の
蝦
夷

地
測
量
は
福
島
町
吉
岡
か
ら
始

ま
っ
た
と
す
る
記
録
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
功
績
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
伊
能
忠
敬
没
後
２
０
０

年
の
節
目
で
あ
っ
た
２
０
１
８

年
に
建
設
さ
れ
た
記
念
公
園
で

す
。

〇
岩
部
ク
ル
ー
ズ

　

手
つ
か
ず
の
大
自
然
が
残
る

道
南
の
秘
境
、
岩
部
海
岸
を
小

型
船
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
で
周
遊
す

る
ク
ル
ー
ズ
ツ
ア
ー
で
す
。

　

透
き
通
っ
た
海
と
奇
岩
怪
石

が
続
く
雄
大
な
景
観
、
そ
し
て

幻
想
的
な
青
の
洞
窟
へ
の
侵
入

と
、
眼
前
に
広
が
る
圧
倒
的
な

自
然
の
風
景
と
冒
険
心
を
く
す

ぐ
る
ク
ル
ー
ズ
の
搭
乗
員
の
語

る
ガ
イ
ド
が
魅
力
で
す
。

　

イ
ル
カ
を
は
じ
め
と
す
る
大

自
然
が
残
る
場
所
だ
か
ら
こ
そ

出
会
え
る
動
物
た
ち
や
、
ド

ロ
ー
ン
を
用
い
た
記
念
空
撮
も

魅
力
の
一
つ
で
す
。

〇
吉
岡
温
泉　

ゆ
と
ら
ぎ
館

　
「
ゆ
と
り
」
と
「
や
す
ら
ぎ
」

を
重
ね
合
わ
せ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ

が
す
べ
て
を
物
語
る
温
泉
で

す
。

　

２
０
２
４
年
に
地
元
木
材
を

活
用
し
て
建
替
え
ら
れ
、
浴
室

に
は
露
天
風
呂
や
サ
ウ
ナ
も
完

備
し
、
脱
酸
素
の
取
り
組
み
と

し
て
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を

整
備
し
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

〇
千
軒
そ
ば

　

海
抜
約
１
０
０
㍍
で
、
昼
夜

の
温
度
差
が
激
し
い
大
千
軒
岳

の
麓
で
栽
培
さ
れ
、
自
然
乾
燥

に
こ
だ
わ
っ
て
作
ら
れ
た
「
千

軒
そ
ば
（
十
割
そ
ば
）」
は
、

風
味
が
豊
か
で
、
つ
る
っ
と
し

た
喉
越
し
が
評
判
で
す
。

　

毎
年
、
そ
ば
の
花
が
咲
く
9

月
上
旬
に
、
そ
ば
の
花
が
海
の

よ
う
に
一
面
に
広
が
る
中
央
に

舞
台
を
設
け
、
北
海
道
無
形
民

俗
文
化
財
で
あ
る「
松
前
神
楽
」

の
舞
が
堪
能
で
き
る
「
千
軒
そ

ば
の
花
鑑
賞
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

〇
殿
様
街
道

　

２
０
２
２
年
に
、
日
本
山
岳

会
が
選
ぶ
「
日
本
の
山
岳
古
道

１
２
０
選
」
に
選
ば
れ
た
歴
史

あ
る
山
岳
古
道
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
、
松
前
か
ら
箱

館
（
函
館
）
に
至
る
街
道
は
27

里
（
１
０
６
㌖
）
あ
り
、
蝦
夷

地
の
幹
線
道
路
で
し
た
。

　

こ
の
中
で
も
、
福
島
町
か
ら

知
内
町
に
至
る
道
路
は
、
殿
様

も
頻
繁
に
通
っ
た
こ
と
か
ら

「
殿
様
街
道
」
と
呼
ば
れ
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
方
歳
三
、
伊
庭
八

郎
、
人
見
勝
太
郎
ほ
か
、
旧
幕

府
軍
の
勇
士
が
こ
の
街
道
を
駆

け
抜
け
、
松
前
城
を
目
指
し
た

激
戦
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
海
峡
と
横
綱
の
里　

福
島
町
」

福島町へのアクセス
URL：https://be-happy-fukushima.com

（観光協会）
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○
村
上
屋
の
ラ
ン
チ

　

コ
ロ
ナ
騒
動
の
最
中

２
０
１
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
ム

ラ
カ
ミ
ヤ
の
ラ
ン
チ
も
５
シ
ー

ズ
ン
目
に
突
入
し
、
日
々
食
材

と
向
き
合
い
年
々
改
良
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　

例
年
大
好
評
で
あ
る
ウ
ニ
丼

は
一
年
分
の
ウ
ニ
を
食
べ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
ほ
ど
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
。

　

知
内
町
小
谷
石
地
区
で
し
か

見
ら
れ
な
い
景
色
と
食
べ
ら
れ

な
い
味
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

○
養
殖
サ
ー
モ
ン
ト
ラ
ウ
ト

「
北
海
道
知
内
サ
ー
モ
ン
」

　

令
和
５
年
10
月
に
知
内
町
森

越
沖
で
サ
ー
モ
ン
ト
ラ
ウ
ト

「
北
海
道
知
内
サ
ー
モ
ン
」
の

養
殖
試
験
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

直
径
40
ｍ
の
生
け
簀
が
友
好

町
の
青
森
今
別
町
か
ら
森
越

沖
に
曳
航
し
、
同
年
11
月
に

３
０
０
～
４
０
０
ｇ
の
種
苗
を

約
5
万
5
千
匹
投
入
。
令
和
６

年
７
月
に
約
１
５
０
ｔ
が
水
揚

げ
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
知
内
サ
ー
モ
ン
は
、

現
在
の
道
内
で
は
唯
一
、
外
海

で
養
殖
が
行
わ
れ
、
道
内
最
大

規
模
の
養
殖
施
設
で
す
。

○
知
内
町
の
特
産
品

・
北
海
道
一
の
生
産
量
と
質
を

誇
る
ニ
ラ
「
北
の
華
」

　

葉
の
幅
が
広
く
肉
厚
で
、
食

べ
る
と
甘
く
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と

し
た
食
感
が
特
長
で
す
！

　

風
味
が
豊
か
な
の
で
、
お
ひ

た
し
に
し
て
も
、
と
て
も
美

味
し
く
い

た
だ
け
ま

す
。

　

そ
の
ほ

か
、
卵
と

じ
、
炒
め

物
、
鍋
料
理
、
ニ
ラ
し
ゃ
ぶ
な

ど
、
様
々
な
料
理
に
よ
く
合
い

ま
す
。

・
外
海
育
ち
が
お
い
し
さ
の
秘

密
。
知
内
か
き
「
海
峡
育
ち
」

　

津
軽
海
峡
の
速
い
海
流
で

育
っ
た
「
知
内
カ
キ
」。
全
国

的
に
も
珍
し
い
外
海
で
の
養
殖

は
、
充
分
に
栄
養
を
取
り
込
ん

で
、
大
き
く
身
の
締
ま
っ
た
カ

キ
を
育
て
ま
す
。

　

生
で
も
よ
し
、
調
理
し
て
も

よ
し
、
栄
養
分
が
欠
乏
し
が
ち

な
冬
の
食
生
活
に
は
最
適
な
食

品
で
す
。

・
知
内
産
高
級
魚
「
マ
コ
ガ
レ

イ
」

　

城
下
ガ
レ
イ
と
し
て
全
国
的

に
知
ら
れ
て
い
る
高
級
魚
で
あ

る
「
知
内
町
の
マ
コ
ガ
レ
イ
」

は
、
暖
流
と
寒
流
が
交
わ
る
津

軽
海
峡
の
知
内
沖
合
い
に
生
息

し
て
お
り
、
北
の
海
の
過
酷
な

環
境
に
耐
え
る
た
め
脂
を
豊
富

に
蓄
え
た
天
下
の
絶
品
で
す
。

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

○
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
・
購
入

等
支
援
事
業

　

近
年
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
な
ど
社
会
環
境
の
変
化
に

伴
い
、
全
国
的
に
空
き
家
が
増

加
し
、
社
会
問
題
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
る
状
況
か
ら
、
知
内

町
で
は
空
き
家
に
関
す
る
様
々

な
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
当
町
へ

の
移
住
や
定
住
を
支
援
し
、
空

き
家
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、

新
た
に
空
き
家
を
購
入
お
よ
び

購
入
し
た
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー

ム
を
行
う
際
の
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
費
の

1/2
以
内
（
上
限

２
０
０
万
円
）

○
担
い
手
セ
ン
タ
ー

　

知
内
町
で
は
、
町
内
で
短
期

間
・
長
期
間
の
就
業
研
修
な
ど

を
行
う
方
向
け
の
施
設
「
し
り

う
ち
地
域
産
業
担
い
手
セ
ン

タ
ー
」
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
全
国
的
に
珍
し

いCLT （Cross Laminated 
Timber

（
ク
ロ
ス
・
ラ
ミ
ネ
ー

テ
ィ
ッ
ド
・
テ
ィ
ン
バ
ー
））

で
建
設
さ
れ
た
建
物
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
内
に
は
生
活
用

品
や
寝
具
な
ど
も
完
備
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
手
ぶ
ら
で
お

気
軽
に
ご
利
用
で
き
ま
す
。

※CLT

と
は

「Cross Laminated Timber

（
ク
ロ
ス
・
ラ
ミ
ネ
ー
テ
ィ
ッ

ド
・
テ
ィ
ン
バ
ー
）」
の
略
で
、

一
定
の
寸
法
に
加
工
さ
れ
た
ひ

き
板
（
ラ
ミ
ナ
）
を
繊
維
方
向

が
直
交
す
る
よ
う
に
積
層
接
着

し
た
木
材
製
品
で
す
。

【
利
用
例
】

・
農
業
・
行
業
で
の
就
業
に
向

け
た
長
期
研
修
（
2
年
間
）

・
企
業
や
農
業
法
人
な
ど
で
の

就
業
研
修
（
最
長
1
年
間
）

・
各
種
就
業
体
験
・
学
生
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
（
最
長
6

か
月
）

【
利
用
料
金
】

・
単
身
用

（
短
期
）
１
日
７
５
０
円

（
長
期
）
１
５
０
０
０
円

・
世
帯
用

（
長
期
）
1
日
１
０
０
０
円

（
長
期
）
２
０
０
０
０
円

○
令
和
５
年
度
ふ
る
さ
と
納
税

前
年
比
72
％
増
！

　

令
和
５
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
寄
附
金
と
し
て
、
全
国
各
地

か
ら
約
4.9
億
円
の
ご
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
年
度
の
寄
附
額
と
比
較

し
、
約
72
％
増
の
過
去
最
高
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

特
産
品
で
あ
る
牡
蠣
や
ニ
ラ

を
は
じ
め
、
お
米
、
ス
モ
ー
ク

サ
ー
モ
ン
、
ウ
ニ
、
ホ
タ
テ
、

非
常
食
な
ど
、
３
０
０
点
以
上

を
返
礼
品
と
し
て
取
扱
っ
て
お

り
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
「
ト

ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
の
刺
身
」
な

ど
約
30
点
を
新
規
返
礼
品
と
し

て
追
加
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
い
た

だ
い
た
寄
附
金
は
、
産
業
発
展

の
た
め
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

や
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
子

育
て
・
教
育
に
関
す
る
各
種
支

援
な
ど
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

移
住
に
つ
い
て

移
住
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

←詳細はこちら
町の HP へ

「
し
り
う
ち
地
域
産
業
担
い

手
セ
ン
タ
ー
」
外
観

ふるさと納税返礼品の一例

mailto:kikaku1%40town.shiriuchi.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
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○
矢
越
ク
ル
ー
ズ

　

道
南
の
秘
境
」
と
呼
ば
れ

る
、
断
崖
絶
壁
や
青
い
海
が

続
く
矢
越
海
岸(

や
ご
し
か
い

が
ん)

の
一
帯
を
、
小
型
船
で

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
す
る
ツ
ア
ー

で
す
。

　

小
型
の
船
で
運
行
し
て
い

る
た
め
、
人
が
立
ち
入
ら
な

い
海
岸
の
間
際
に
ま
で
近
寄

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
秘

境
の
雰
囲
気
を
文
字
通
り
〝
体

感
〟
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
単
に
乗
船

し
て
景
観
を
見
る
だ
け
で
な

く
、
キ
ャ
プ
テ
ン
に
よ
る
ガ

イ
ド
ト
ー
ク
や
、
場
面
に
マ
ッ

チ
し
た
Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
特
長
の
内

の
一
つ
で
す
。

○
知
内
温
泉

　

開
湯
約
８
０
０
年
を
誇
る

知
内
温
泉
郷
は
天
然
湧
出
。

北
海
道
最
古
の
知
内
温
泉
は

歴
史
も
古
く
「
大
野
土
佐
日

記
」
に
よ
れ
ば
元
久
2
年

（
１
２
０
５
）、
砂
金
を
求
め
る

荒
木
大
学
の
渡
来
に
遡
り
、
宝

治
元
年
（
１
２
４
７
）
に
薬
師

堂
を
建
立
し
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
温
泉
は
、
異
な
る
泉
質

と
さ
ま
ざ
ま
な
効
能
に
よ
り
、

訪
れ
る
人
々
を
癒
し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
６
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
「
呼
吸
の
間
」

は
、
日
本
初
の
「
温
泉
×
サ
ウ

ナ
」
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
サ
ウ
ナ

と
な
っ
て
お
り
、
サ
ウ
ナ
ス

ト
ー
ブ
に
こ
だ
わ
り
、
室
内
は

常
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
エ
ア
ー
が
循

環
し
芯
ま
で
温
ま
る
ほ
ど
の
温

度
な
が
ら
息
苦
し
く
な
い
と
い

う
の
が
特
徴
で
す
。

　

四
季
折
々
に
彩
り
豊
か
な

木
々
、
年
輪
を
重
ね
た
杉
や
道

南
で
も
珍
し
い
竹
林
な
ど
大
自

然
に
囲
ま
れ
た
知
内
温
泉
で
、

身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
青
函
ト
ン
ネ
ル
北
海
道
側
出

入
口

　

青
函
ト
ン
ネ
ル
（
全
長

53
・
85
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
海

面
下
２
４
０
メ
ー
ト
ル
）
は
、

１
９
９
８
年
3
月
13
日
営
業
を

開
始
し
、
北
海
道
と
本
州
を
結

ぶ
大
動
脈
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

知
内
町
は
青
函
ト
ン
ネ
ル
北

海
道
側
の
出
入
口
に
な
っ
て
い

ま
す
。

○
重
内
神
社
・
重
内
展
望
台

　

知
内
町
重
内
地
区
に
あ
る

「
重
内
神
社
」。
そ
の
本
殿
の
裏

手
に
は
２
０
０
段
も
の
長
い
階

段
が
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
て
お

り
、
登
り
き
っ
た
所
に
あ
る
社

殿
か
ら
は
、
頑
張
っ
て
登
っ
て

き
た
階
段
か
ら
そ
の
先
の
道
路

が
一
直
線
に
海
ま
で
延
び
る
風

景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、そ
の
と
な
り
に
は「
重

内
展
望
台
」
が
あ
り
、
そ
こ
か

ら
は
重
内
平
野
や
津
軽
海
峡
な

ど
を
一
望
で
き
る
ほ
か
、
春
に

な
る
と
、
約
３
㎞
の
直
線
道
路

に
約
５
０
０
本
並
ぶ
満
開
の
花

を
咲
か
せ
た
桜
並
木
を
中
心
に

大
パ
ノ
ラ
マ
を
一
望
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
道
の
駅
し
り
う
ち

　

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
り
、

そ
の
一
つ
で
あ
る
知
内
町
物
産

館
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
ご
近

所
農
家
さ
ん
野
菜
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
、
そ
の
時
期
の
新
鮮
な
野

菜
が
安
値
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
知
内
町
の
材
料
を

使
用
し
た
お
菓
子
や
知
内
限
定

の
日
本
酒
な
ど
も
販
売
し
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
青
函
ト
ン
ネ
ル
出
入
口
の
ま
ち　

知
内
町
」

知内町へのアクセス

URL：https://www.town.shiriuchi.hokkaido.jp/about/gaiyo/
kotsuaccess.html

●自動車
函 館 市 か ら 42 キ ロ メ ー ト ル （ 約 1 時
間）

●道南いさりび鉄道
函館駅から木古内駅 （約 1 時間）
木古内駅前から町民センター前 （路線
バスで約 17 分）

東京都から新幹線で約 4 時間（乗継なし）函館市から車で約 40 分の位置にあります。

●北海道新幹線
　〈上り〉
新函館北斗駅から木古内駅（約 13 分）木古内駅前から町民センター前（線バスで約 17 分）
　〈下り〉
東京駅から木古内駅 （約 4 時間 10 分） 新青森駅から木古内駅 （約 1 時間）
奥津軽いまべつ駅から木古内駅 （約 40 分） 木古内駅前から町民センター前 （路線バスで
約 17 分）

mailto:kikaku1%40town.shiriuchi.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
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○
木
古
内
町
と
は

　

木
古
内
町
は
、
青
函
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
て
北
海
道
で
最
初
に

新
幹
線
が
停
ま
る
町
で
、
北
海

道
内
で
は
夏
は
冷
涼
、
冬
は
温

暖
な
気
候
で
す
。

　

ま
ち
の
89
％
を
占
め
る
森
林

と
津
軽
海
峡
に
囲
ま
れ
、農
業
・

漁
業
・
林
業
が
営
ま
れ
て
お
り
、

甘
み
が
強
く
、
ふ
っ
く
り
と
し

た
や
わ
ら
か
さ
が
特
徴
の
ブ
ラ

ン
ド
米
「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
や
、

自
然
に
触
れ
な
が
ら
肥
育
さ
れ

る
褐
毛
和
種
牛
「
は
こ
だ
て
和

牛
」
が
特
産
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。

○
寒
中
み
そ
ぎ
祭
り

　

毎
年
1
月
13
日
か
ら
3
日
間

の
日
程
で
行
わ
れ
る
、
木
古
内

町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

行
修
者
と
呼
ば
れ
る
4
人
の

若
者
が
佐
女
川
神
社
に
籠
も

り
、
夜
通
し
水
を
か
ぶ
っ
て
自

ら
の
身
体
を
清
め
る「
水
ご
り
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

最
終
日
の
15
日
に
は
、
厳
寒

の
津
軽
海
峡
に
入
り
、
別
当
・

稲
荷
・
山
の
神
・
弁
財
天
の
4

体
の
ご
神
体
を
そ
れ
ぞ
れ
の
行

修
者
が
潔
め
ま
す
。

　

地
域
の
豊
漁
・
豊
作
を
願
う

伝
統
神
事
は
、
江
戸
時
代
か
ら

続
き
、
２
０
２
３
年
に
は
北
海

道
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
で
は
、

冬
花
火
や
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
な
ど

も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
ア
イ
ア
ン
マ
ン
ジ
ャ
パ
ン
み

な
み
北
海
道
大
会

　

２
０
２
４
年
9
月
15
日
に
北

斗
市
と
木
古
内
町
で
ワ
ー
ル

ド
・
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
・
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
主
催
す
る
一

連
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

3.8
㎞
の
ス
イ
ム
コ
ー
ス
・

１
８
０
㎞
の
バ
イ
ク
（
自
転

車
）
コ
ー
ス
・
42
・ 

１
９
５

㎞
の
ラ
ン
コ
ー
ス
の
合
計
距
離

２
２
６
㎞
で
行
わ
れ
、
日
本
で

の
開
催
は
２
０
１
５
年
以
来
９

年
ぶ
り
と
な
り
、
参
加
選
手
は

海
外
か
ら
約
２
０
０
人
を
含
む

１
５
０
０
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
関
係
者
を
含
め
る
と

５
０
０
０
人
規
模
の
参
加
が
見

込
ま
れ
る
大
会
と
な
り
ま
す
。

○
は
こ
だ
て
和
牛

　
「
あ
か
牛
」
と
呼
ば
れ
る
褐

毛
和
種
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
の
ひ
と

つ
で
、
原
産
地
は
熊
本
県
で
す

が
、「
は
こ
だ
て
和
牛
」
の
名

を
冠
す
る
の
は
木
古
内
町
内
で

育
っ
た
牛
の
み
で
す
。

　

年
間
２
２
０
頭
ほ
ど
と
い
う

貴
重
な
生
産
量
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
肥
育
期
間
が
短
い
た
め

に
柔
ら
か
く
上
品
な
肉
質
に
仕

上
が
っ
て
い
る
の
も
人
気
で

す
。
ヘ
ル
シ
ー
な
赤
身
に
肉
の

旨
み
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
品
評
会
で
最
優
秀
を
獲

得
す
る
な
ど
、
北
海
道
Ｎ
О
．

1
の
あ
か
牛
で
す
！
是
非
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

○
み
そ
ぎ
の
舞

　

生
産
量
の
少
な
さ
と
、
町
内

で
し
か
流
通
し
な
い
と
い
う
こ

と
で
「
幻
の
酒
」
と
も
呼
ば
れ

る
み
そ
ぎ
の
舞
は
、
町
内
の

た
っ
た
1
軒
の
農
家
で
し
か
生

産
さ
れ
な
い
食
用
米
「
ほ
の
か

２
２
４
」
を
原
料
と
し
、
姉
妹

都
市
で
あ
る
山
形
県
鶴
岡
市
で

醸
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ッ
キ
リ
と
し
た
辛
口
は
、

女
性
に
も
飲
み
や
す
く
人
気
で

す
。
時
期
限
定
で
販
売
さ
れ
る

「
初
し
ぼ
り
」
や
「
ひ
や
お
ろ

し
」
に
出
会
え
た
ら
ラ
ッ
キ
ー

で
す
。

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

○
北
海
道
新
幹
線
の
木
古
内
駅

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
の

玄
関
口
と
し
て
首
都
圏
と
ア
ク

セ
ス
が
し
や
す
く
、
２
０
２
２

年
3
月
に
は
函
館
・
江
差
自
動

車
道
木
古
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
開
通
し
、
交
通
の
利
便
性

が
ま
す
ま
す
向
上
し
て
い
ま

す
。
子
育
て
支
援
と
し
て
は
、

保
育
施
設
の
保
育
料
と
高
校
生

ま
で
の
医
療
費
の
無
償
化
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
、

２
０
２
２
年
4
月
に
は
「
み
ら

い
あ
る
条
例
」
を
制
定
す
る
な

ど
、
道
内
最
大
級
の
移
住
促
進

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
み
ら
い
あ
る
条
例

　

移
住
と
町
民
の
定
住
を
促
進

す
る
た
め
、
２
０
２
２
年
4
月

か
ら
制
定
さ
れ
て
条
例
で
、
町

内
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
て

居
住
す
る
場
合
に
補
助
金
が
も

ら
え
る
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
促
進

事
業
や
、
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
事
業
、
民
間
賃
貸
住
宅
に

居
住
す
る
人
の
家
賃
の
一
部
を

3
年
間
補
助
す
る
定
住
促
進
家

賃
補
助
事
業
な
ど
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

○
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
住
宅

　

家
具
家
電
付
き
の
お
試
し
住

宅
で“

ち
ょ
っ
と”

暮
ら
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
実
際
に
住
ん
で

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
、
生
活

リ
ズ
ム
や
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い

を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。
木
古

内
駅
か
ら
徒
歩
約
10
分
、
利
便

性
の
高
い
住
宅
地
に
あ
り
ま

す
。

○
定
住
用
地
無
償
譲
渡
事
業

　

町
の
定
住
用
地
に
住
宅
を
建

設
し
定
住
す
る
方
に
対
し
て
、

住
宅
敷
地
と
な
る
土
地
を
無
償

で
譲
渡
し
ま
す
。

○
起
業
支
援
事
業

　

町
内
地
域
経
済
の
活
性
化
と

雇
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
町

内
で
起
業
す
る
者
や
新
分
野
へ

進
出
す
る
方
に
、
開
業
の
た
め

に
必
要
な
投
資
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

○
子
供
た
ち
の
み
ら
い
を
共
に

育
む
事
業
（
通
称
：
木
古
内
町

み
ら
い
く
事
業
）

　

小
中
学
校
の
教
材
や
修
学
旅

行
・
宿
泊
研
修
等
の
費
用
を
負

担
し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
子
供
た
ち
の
未
来
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

移
住
に
つ
い
て

移
住
に
つ
い
て

○
木
古
内
町
で
は
、
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ふ
る
さ
と
納
税
を

財
源
に
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
や
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
出

産
祝
い
記
念
品
、
小
中
学
校
へ
の
入
学
祝
い
記
念
品
の
贈
呈
な

ど
子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
支
援
を
行
う
ほ
か
、
き
こ
な
い
大

産
業
魅
力
フ
ェ
ア
の
開
催
費
や
大
学
生
が
木
古
内
町
で
行
う

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
補
助
金
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

○
返
礼
品
は
、「
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
特
Ａ
評
価
を
獲

得
し
た
こ
と
が
あ
る
木
古
内
町
産
米
「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
や
は

こ
だ
て
和
牛
（
加
工
品
含
む
）、
み
そ
ぎ
の
舞
が
人
気
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
生
産
者
へ
の
応
援
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
木

古
内
町
と
生
産
者
を
応
援
し
な
が
ら
木
古
内
の
食
材
で
食
卓
を

彩
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税
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い
古
内
町
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紹
介
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○
サ
ラ
キ
岬
に
眠
る
「
咸
臨

丸
」

　

咸
臨
丸
は
、
１
８
５
７
年

に
完
成
し
た
幕
府
海
軍
の
主

力
艦
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
で
有

名
な
オ
ラ
ン
ダ
の
キ
ン
デ
ル

ダ
イ
ク
で
建
造
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

１
８
６
０
年
に
は
、
勝

海
舟
、
福
沢
諭
吉
、
ジ
ョ
ン

万
次
郎
な
ど
百
名
以
上
を
乗

せ
、
日
米
修
好
通
商
条
約
の

批
准
書
を
交
換
す
る
た
め
に

ア
メ
リ
カ
へ
と
渡
っ
た
使
節

を
護
衛
す
る
随
伴
艦
と
し
て

太
平
洋
を
渡
る
な
ど
活
躍
し

ま
し
た
が
、
晩
年
は
変
革
の

波
に
巻
き
込
ま
れ
、
北
海
道

へ
の
運
搬
船
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
８
７
１
年
9
月
20
日
、
箱

館
経
由
で
小
樽
に
向
か
う
途

中
、
木
古
内
町
の
サ
ラ
キ
岬

沖
で
座
礁
。
乗
船
者
は
救
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
咸
臨
丸
は

そ
の
数
日
後
に
破
船
沈
没
し

ま
し
た
。　

現
在
、
サ
ラ
キ

岬
に
は
咸
臨
丸
を
模
し
た
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
や
石
碑
な
ど
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
オ
ラ
ン

ダ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
花
壇
な
ど
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。（
無
料
駐
車
場

50
台
）

○
「
い
か
り
ん
館
」

　

木
古
内
町
郷
土
資
料
館
「
い

か
り
ん
館
」。
特
に
人
気
が
高

い
の
が
、
咸
臨
丸
の
も
の
と

推
定
さ
れ
る
イ
カ
リ
。
サ
ラ
キ

岬
の
沖
合
約
２
㎞
、
水
深
約
20

ｍ
の
と
こ
ろ
か
ら
引
き
上
げ
ら

れ
、
今
な
お
調
査
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鉄
道
資
料
室
に
は
、

松
前
線
・
江
差
線
コ
ー
ナ
ー
や

国
鉄
時
代
、
Ｊ
Ｒ
を
含
め
た
鉄

道
に
関
す
る
用
具
、
記
念
乗
車

券
、
制
服
な
ど
の
貴
重
な
資
料

も
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。（
入
場
料
無
料
、
無
料
駐

車
場
20
台
）

○
鉄
道

　

木
古
内
町
内
に
は
、
3
つ
の

鉄
道
が
走
っ
て
い
ま
す
。
北
海

道
新
幹
線
と
道
南
い
さ
り
び
鉄

道
、
そ
し
て
道
南
ト
ロ
ッ
コ
鉄

道
で
す
。

　

　

２
０
１
６
年
3
月
に
開
業
し

た
北
海
道
新
幹
線
は
、
青
函
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
て
木
古
内
と
東

京
を
約
4
時
間
で
繋
ぎ
ま
す
。

町
内
に
新
設
さ
れ
た
北
海
道
新

幹
線
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
か
ら

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
狙
う

の
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

北
海
道
新
幹
線
で
木
古
内
駅

に
着
い
て
町
内
の
観
光
を
楽
し

ん
だ
ら
、
道
南
い
さ
り
び
鉄

道
で
車
窓
か
ら
海
を
眺
め
な

が
ら
、
旅
情
あ
ふ
れ
る
ひ
と
と

き
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　

　

ま
た
、
道
南
ト
ロ
ッ
コ
鉄
道

は
２
０
１
４
年
に
廃
線
区
間
と

な
っ
た
木
古
内
～
江
差
間
を
使

用
し
て
乗
車
体
験
が
で
き
る
施

設
で
す
。
乗
車
券
の
購
入
も
旧

Ｊ
Ｒ
渡
島
鶴
岡
駅
の
駅
舎
を
活

用
し
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
お

寺
の
境
内
を
横
切
る
ス
ポ
ッ
ト

の
ほ
か
田
舎
風
景
を
眺
め
な
が

ら
走
る
た
め
、
木
古
内
町
の
自

然
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
行
き
は
電
動
走

行
し
、
帰
り
は
備
え
付
け
の
ペ

ダ
ル
を
回
し
な
が
ら
走
行
す
る

た
め
、
お
子
様
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
道
の
駅
み
そ
ぎ
の
郷
き
こ
な

い
　

当
施
設
の
特
徴
は
、
木
古
内

町
は
も
ち
ろ
ん
、「
北
海
道
発

祥
の
地
」
と
し
て
の
歴
史
を
持

つ
道
南
西
部
９
町
（
知
内
町
、

福
島
町
、
松
前
町
、
上
ノ
国
町
、

江
差
町
、
厚
沢
部
町
、
乙
部

町
、
奥
尻
町
、
木
古
内
町
）
の

魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
特
徴
を
表
す
も
の
と
し

て
、
施
設
に
は
高
品
質
な
情
報

提
供
を
行
う
「
観
光
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
」、
魅
力
あ
る
周
辺
地

域
の
逸
品
を
集
め
た
「
特
産
品

シ
ョ
ッ
プ
」、
道
南
エ
リ
ア
の

食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
す
る

「
レ
ス
ト
ラ
ン
～
ど
う
な
ん
ｄ

ｅ’

ｓ
」
の
３
つ
で
す
。
ま
た
、

「
道
の
駅
」
と
し
て
は
珍
し
く
、

鉄
道
の
駅
前
、
か
つ
町
の
中
心

街
に
位
置
し
ま
す
。
松
前
や
江

差
、
函
館
な
ど
へ
向
か
う
路
線

バ
ス
等
の
発
着
点
に
も
面
し
て

お
り
、
各
地
へ
向
か
う
交
通
の

分
岐
点
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
る

立
地
で
す
。
広
大
な
北
海
道
を

自
由
に
旅
す
る
拠
点
と
し
て
も

便
利
で
す
。

○
佐
女
川
神
社

　

１
８
３
１
年
に
寒
中
み
そ
ぎ

祭
り
が
始
ま
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
神
社
。
１
６
２
５
年
に

松
前
藩
河
野
加
賀
守
源
景
広
が

佐
女
川
の
辺
り
に
祠
を
建
て
、

武
運
長
久
を
祈
願
さ
れ
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
祠

ら
れ
て
い
る
の
は
日
本
の
初
代

天
皇
・
神
武
天
皇
の
母
「
玉
依

姫
命
」
で
す
。
こ
の
河
口
に
建

て
ら
れ
た
神
社
の
主
祭
神
が
玉

依
姫
命
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
女

神
に
助
け
て
も
ら
う
川
と
し
て

「
佐
（
助
け
る
の
意
）
女
川
」

の
字
を
あ
て
た
と
い
う
伝
承
も

あ
り
ま
す
。

「
未
来
を
つ
く
る
ハ
ブ
タ
ウ
ン　

き
こ
な
い
」

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

（
写
真
提
供
：
桜
美
林
大
学　

藤
田
ゼ
ミ
）

　　木古内駅外観

　　道南いさりび鉄道

木古内町へのアクセス
URL：https://www.town.kikonai.hokkaido.jp/access/

mailto:info%40town.kikonai.hokkaido.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
http://www.town.kikonai.hokkaido.jp/ 
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鹿
部
町
は
北
海
道
の
南
端

渡
島
半
島
の
東
部
に
位
置
し
、

駒

ヶ

岳
山
麓

の
一
角

に
広
が

る
、
函

館
空
港

か
ら
車

で
約
60

分
、
新
幹
線
の
新
函
館
北
斗
駅

か
ら
車
で
30
分
の
距
離
に
あ
る

基
幹
産
業
が
漁
業
の
町
で
す
。

　

鹿
部
と
い
う
名
前
は
、
ア
イ

ヌ
語
「
シ
ケ
ル
ペ
」（「
キ
ハ
ダ

（
別
名
シ
コ
ロ
）
の
あ
る
所
」）

が
由
来
と
な
っ
て
お
り
、
イ
ナ

ウ
（
神
を
祀
る
木
弊
）・
薬
用
・

染
料
な
ど
に
使
う
貴
重
な
木
で

あ
る
キ
ハ
ダ
が
多
い
こ
と
か
ら

そ
う
呼
ば
れ
、
後
に
転
訛
し
て

「
鹿
部
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

気
象
は
１
年
を
通
じ
て
比
較

的
温
暖
で
す
が
春
と
秋
の
気
候

が
長
く
、
夏
は
南
西
の
風
、
冬

は
北
西
の
風
が
多
い
こ
と
が
特

徴
で
、
降
水
量
は
北
海
道
の
中

で
は
や
や
少
な
い
地
帯
に
属

し
、降
雪
は
11
月
中
旬
に
初
雪
、

３
月
下
旬
頃
に
消
え
ま
す
。

 
○
き
ら
め
く
海

　

町
内
に
は
大
小
３
つ
の
漁
港

が
あ
り
、
海
産
物
と
し
て
は
、

通
年
で
タ
コ
、
カ
レ
イ
、
ホ
ッ

ケ
が
水
揚
げ
さ
れ
る
ほ
か
、
サ

ク
ラ
マ
ス
、
昆
布
、
ナ
マ
コ
な

ど
の
漁
も
盛
ん
で
、
特
に
冬
場

は
タ
ラ
コ
の
原
料
ス
ケ
ト
ウ
ダ

ラ
漁
と
、
ホ
タ
テ
の
水
揚
げ
が

浜
を
賑
わ
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
豊
富
な

海
産
物
を
生

か
し
た
水
産

加
工
業
も
盛

ん
で
あ
り
、

「
鹿
部
た
ら

こ
」
を
始
め
、

全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て

い
る
逸
品
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

 

○
う
る
お
い
の
湯
郷
（
さ
と
）

　

町
内
に
は
30
か
所
以
上
あ
る

泉
源
は
、
硫
酸
塩
泉
、
含
食
塩

硫
酸
塩
泉
、
重
曹
泉
な
ど
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
泉
質
で
、

神
経
痛
や
リ
ュ
ウ
マ
チ
、
慢
性

消
化
器

疾
患
な

ど
幅
広

い
効
能

が
あ
り

ま
す
。

１
９
２

４
年
に

温
泉
掘
削
中
に
吹
き
上
げ
た
間

歇
泉
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
温

泉
で
、「
道
の
駅
し
か
べ
間
歇

泉
公
園
」
と
し
て
整
備
し
て
い

ま
す
。

 

○
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

５
月
：
鹿
部
う
ま
い
も
の
祭
り

７
月
：
鹿
部
稲
荷
神
社
例
大
祭

８
月
：
し
か
べ
海
と
温
泉
（
い

で
ゆ
）
の
ま
つ
り

９
月
：
本
別
稲
荷
神
社
例
大
祭

毎
月
第
4
日
曜
日
：
し
か
べ
間

歇
泉
わ
く
わ
く
サ
ン
デ
ー

・
し
か
べ
海
と
温
泉
（
い
で

ゆ
）
の
ま
つ
り

　

毎
年
８
月
の
第
３
土
曜
日

に
、
鹿
部
漁
港
で
開
催
す
る
鹿

部
町
最
大
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
ふ
れ
あ
い
水
族
館
や
カ
ッ

タ
ー
競
漕
大
会
、
ビ
ン
ゴ
大

会
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
、
毎
年
町
内

外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
が
訪

れ
、
大

変
賑
わ

う
イ
ベ

ン
ト
で

す
。

　

祭
り

の
夜
の

ク
ラ
イ

マ
ッ
ク

ス
を
飾
る
の
は
、
道
南
最
大
級

を
誇
る
約
３
，
４
０
０
発
の
多

種
多
様
な
大
花
火
大
会
で
、
夜

空
と
漁
港
水
面
を
鮮
や
か
に
彩

り
、
漁
港
の
す
ぐ
前
で
打
ち
上

げ
ら
れ
る
花
火
は
豪
快
そ
の
も

の
で
す
。

・
し
か
べ
う
ま
い
も
の
祭
り

　

毎
年
５
月
に
道
の
駅
し
か
べ

間
歇
泉
公
園
で
開
催
す
る
春
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
鹿
部
で
獲
れ

た
旬
の

海
産
物

の
販
売

や
、
鹿

部
を
堪

能
で
き

る
グ
ル

メ
ブ
ー

ス
や
子
ど
も
向
け
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
企
画
が
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

○
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し

　

北
海
道
に
魅
力
を
感
じ
て
の

移
住
を
考
え
て
い
る
一
方
で
、

実
際
に
生
活
す
る
環
境
な
ど

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
に
、

ち
ょ
っ
と
の
期
間
で
す
が
移
住

体
験
し
て
、
鹿
部
町
の
魅
力
発

見
や
ふ
れ
あ
い
な
ど
移
住
後
の

生
活
イ
メ
ー
ジ
を
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
の
制
度
が
『
鹿
部
町

ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
』
で
す
。

　

町
内
の
宿
泊
施
設
に
3
泊
以

上
ご
宿
泊
い
た
だ
い
た
方
に
、

宿
泊
費
の
２
分
の
１
以
内
で
１

泊
あ
た
り
３
０
０
０
円
を
上
限

に
、
最
大
５
泊
分
ま
で
助
成
し

ま
す
。　

https://www.town. 
shikabe.lg.jp/kurashi_
tetsuzuki/iju_teiju/1120.
html

○
未
来
き
ら
き
ら
プ
ラ
ン

　

子
育
て
負
担
ゼ
ロ
へ
の
挑
戦

妊
娠
前
か
ら
巣
立
ち
ま
で
ロ
ン

グ
ラ
ン
の
行
政
支
援
が
充
実
！

出
産
前
後
の
マ
マ
さ
ん
の
不
安

や
負
担
を
解
消
す
る
手
厚
い
サ

ポ
ー
ト
。

・
妊
娠
前
：
不
妊
治
療
費
30
万
、

不
育
治
療
費
10
万

・
妊
娠
後
：
妊
産
婦
健
診
12
万
、

出
産
応
援
金
５
万

・
出
産
後
：
子
育
て
応
援
金

５
万
、
新
生
児
聴
覚
検
査
、
風

し
ん
予
防
接
種
な
ど

・
幼
児
期
：
２
０
２
７
年
度
か

ら
保
育
料
無
償
の
認
定
こ
ど
も

園
が
ス
タ
ー
ト
！
（
予
定
）

・
給
食
費
、
教
材
費
、
制
服
代

を
完
全
無
償
化

・
義
務
教
育
期
：
独
自
の
応
援

給
付
金
と
教
育
費
の
無
償
で
就

学
期
の
家
計
負
担
を
ぜ
ロ
に
！

・
小
中
学
校
の
教
材
費
、
給
食

費
、
制
服
、
修
学
旅
行
を
完
全

無
償
、新
生
活
応
援
給
付
金（
中

学
校
卒
業
時
）
10
万
、

　

部
活
動
等
の
大
会
出
場
費
補

助
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

共
済
掛
金
負
担
な
ど
町
が
負
担

高
校
・
大
学
～
卒
業
：
高
校
卒

業
後
の
新
生
活
の
サ
ポ
ー
ト　

鹿
部
町
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
も
大
歓

迎・
高
校
生
活
応
援
給
付
金
15
千

円
×
36
カ
月
分

・
新
生
活
応
援
給
付
金
（
高
校

卒
業
時
）
10
万

・
奨
学
金
返
還
支
援
制
度　

最
大
６
０
０
万
（
上
限
月

５
万
×
10
年
間
）　https://

www.town.shikabe.
lg.jp/kosodate_kyoiku/
miraikirakiraplan/2252.
html

○
ふ
る
さ
と
し
か
べ
応
援
寄
附

金
　

小
さ
な
町
で
も
活
気
に
溢

れ
、「
住
ん
で
み
た
い
、
何
度

も
来
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な

ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
、
皆

さ
ま
か
ら
の
寄
附
を
募
り
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
事
業
メ
ニ
ュ
ー
】

　

寄
附
金
は
、
次
の
事
業
を
推

進
す
る
財
源
と
し
て
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
使
い
道
に
つ
い
て
は
、
６

つ
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
教
育
、ス
ポ
ー
ツ
及
び
文
化
・

　

芸
術
の
振
興

②
健
康
、
福
祉
及
び
医
療
の
充

　

実
③
地
域
産
業
の
振
興

④
地
域
防
災
に
関
す
る
事
業

⑤
自
然
環
境
保
全

⑥
町
長
に
お
任
せ

【
寄
附
者
へ
の
お
礼
の
品
】

　

鹿
部
町
の
特
産
品
４
０
０
種

類
以
上
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
ら
こ
を
は

じ
め
、「
旅
館
の
宿
泊
券
」
や

「
浜
の
か
あ
さ
ん
地
元
料
理
体

験
チ
ケ
ッ
ト
」
な
ど
着
地
型
メ

ニ
ュ
ー
も
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。

【
寄
附
の
手
続
方
法
】

詳
細
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
担
当
：
水
産
経
済
課

０
１
３
７
２
・
７
・
５
２
９
８
）

移
住
に
つ
い
て

移
住
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

町公式 HP はこちら

ちょっと
暮らしは
←こちら

未来きらき
らプランは
←こちら

mailto:nfo%40town.shikabe.lg.jp?subject=
https://www.town.shikabe.lg.jp/index.html
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○
道
の
駅
し
か
べ
間
歇
泉
公

園
　

道
の
駅
し
か
べ
間
歇
泉

（
か
ん
け
つ
せ
ん
）
公
園
で

は
、
日

本
で
も

大
変
珍

し
い
間

歇
泉
を

見
る
こ

と
が
で

き

ま

す

。

１
９
２
４
年
、
温
泉
を
掘
っ

て
い
る
と
き
に
偶
然
発
見
さ

れ
、
今
も
変
わ
ら
ず
温
泉
を

噴
き
上
げ
て
い
る
し
か
べ

間
歇
泉
は
、
地
域
の
誇
り
と

し
て
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
に
は
「
北
海
道

遺
産
」
に
選
定
さ
れ
、
鹿
部

町
民
の
宝
物
が
北
海
道
民
の

宝
物
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
間
歇
泉
は
約
10
分
～

15
分
間
隔
で
約
15
ｍ
の
高
さ

ま
で
噴
き
上
が
り
ま
す
。
噴

き
上
が
っ
た
温
泉
を
利
用
し

た
足
湯
も
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

２
０
２
４
年
は
、
し
か
べ

間
歇
泉
が
発
見
さ
れ
て
以

来
、
１
０
０
周
年
を
迎
え
る

年
に
あ
た
り
ま
す
。
鹿
部
町

で
は
こ
の
年
を
「
ア
ニ
バ
ー

サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
」
と
称
し
、

し
か
べ

間
歇
泉

発

見

１
０
０

周
年
記

念
事
業

実
行
委

員
会
を

立

ち

上
げ
、
ロ
ゴ
や
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
、
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
の

ほ
か
、
各
地
で
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
町
全

体
で
こ
の
年
を
祝
福
し
て
い
ま

す
。
１
０
０
周
年
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
本
年
５
月
25

日
に
「
し
か
べ
間
歇
泉
発
見

１
０
０
周
年
記
念
式
典
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
に
道
の
駅
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
「
し
か
べ
間
歇
泉
公
園
」

は
、
鹿
部
の
自
慢
の
た
ら
こ
を

は
じ
め
と
す
る
水
産
加
工
品
を

取
り
揃
え
た
物
産
館
や
地
元
で

獲
れ
た
魚
介
類
を
使
っ
た
家
庭

料
理
が
味
わ
え
る
「
浜
の
か
あ

さ
ん
食
堂
」
、
買
っ
た
食
材
を

そ
の
場
で
調
理
し
て
楽
し
め
る

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
や
温

泉
を
利
用
し
た
蒸
し
釜
が
利
用

で
き
る
「
鹿
部
温
泉
蒸
し
処
」

な
ど
、
鹿
部
町
観
光
に
は
欠
か

せ
な
い
拠
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。

○
鹿
部
公
園

　

川
遊
び
が
で
き
る
河
川
敷
、

散
歩
道
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ス
ペ
ー
ス

な
ど
が

あ
り
、

人

々

の
憩
い

の
場
と

し
て
親

し
ま
れ

て
い
る

「
鹿
部
公
園
」
は
、
隠
れ
た
お

花
見
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
毎
年
春

に
は
約
３
０
０
本
の
桜
が
咲
き

誇
り
、
多
く
の
花
見
客
で
賑
わ

い
ま
す
。
手
入
れ
の
行
き
届
い

た
芝
生
の
上
で
く
つ
ろ
ぐ
こ
と

が
で
き
、
夏
に
は
オ
オ
デ
マ

リ
、
秋
に
は
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど

四
季
折
々
の
花
や
草
木
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
ひ
ょ
う
た
ん
沼
公
園

　

ひ
ょ
う
た
ん
沼
公
園
は
、

そ
の
名

の
と
お

り
ひ
ょ

う
た
ん

の
形
を

し
た
、

出
来
澗

（
で
き

ま
）
岬
の
真
ん
中
に
広
が
る
湿

地
性
の
沼
を
中
心
と
し
た
公
園

で
す
。
周
囲
に
は
沼
を
一
周
で

き
る
散
策
路
や
多
目
的
広
場
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
で
き
る
東

屋
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
ト
イ
レ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

散
策
路
に
は
木
道
が
整
備
さ

れ
、
ス
イ
セ
ン
、
ツ
ツ
ジ
、
ア

ジ
サ
イ
な
ど
四
季
折
々
の
花
々

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
ょ
う
た
ん
沼
越
し

に
望
む
駒
ヶ
岳
は
絶
景
で
す
。

○
三
味
線
滝

　

鹿
部
町
の
海
際
を
走
る
国
道

２
７
８
号
線
沿
い
に
あ
る
三
味

線
滝
は
、
１
９
２
９
年
の
駒
ケ

岳
噴
火
に
よ
っ
て
、
周
辺
の
景

色
が
損
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
岩

を
流
れ
落
ち
る
清
流
が
三
味
線

の
よ
う
な
音
を
奏
で
る
こ
と
か

ら
こ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
水
量
も
多

く
、
滝
つ
ぼ
も
澄
ん
で
い
る
た

め
、
き
れ
い
な
光
景
が
広
が
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
快
晴
の
日
に
は
、
こ

の
場
所
か
ら
羊
蹄
山
、
昭
和
新

山
、
有
珠
山
を
望
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
体
験
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

鹿
部
町
で
は
、
駒
ケ
岳
、
太

平
洋
、
間
歇
泉
や
温
泉
な
ど
豊

か
な
自
然
環
境
と
景
観
、
歴
史

あ
る
漁
業
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
食

文
化
を

体
験
し

な
が
ら

観
光
で

き
る
プ

ロ
グ
ラ

ム
を
展

開
し
て

い
ま
す
。

　

鹿
部
で
水
揚
げ
さ
れ
る
新
鮮

な
魚
介
類
を
使
っ
て
、
お
店
で

は
な
か
な
か
出
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
、
鹿
部
な
ら
で
は
の
家
庭

料
理
づ
く
り
を
体
験
で
き
る

「
浜
の
か
あ
さ
ん
地
元
料
理
体

験
」
、
手
ぶ
ら
で
参
加
で
き
、

漁
港
で
釣
り
を
し
て
、
釣
っ
た

魚
を
天
ぷ
ら
に
し
て
食
べ
ら

れ
る
「
手
ぶ
ら
漁
港
釣
り
体

験
」
、
ガ
イ
ド
案
内
の
も
と
北

海
道
の
自
然
に
富
ん
だ
鹿
部
リ

ゾ
ー
ト
の
森
を
散
策
す
る
「
駒

ケ
岳
山
麓
リ
ゾ
ー
ト
森
あ
る

き
」
な
ど
、
数
多
く
の
体
験
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

○
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
ご
紹
介
！

　

鹿
部
町
に
は
、
町
を
Ｐ
Ｒ
す

る
２
人
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー

が
い
ま

す
。

　

北
海

道
駒
ヶ

岳
か
ら

も
た
ら

さ
れ
た
軽
石
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
、
釣
り
や
サ
ッ
カ
ー
が
大
好

き
で
と
っ
て
も
元
気
な
男
の
子

の
「
カ
ー
ル
ス
君
」
と
、
子
ど

も
た
ち
が
大
好
き
で
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
照
れ
屋
な
「
い
ず
み
ち
ゃ

ん
」
で
す
。　

　

町
内
外
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

に
出
張
し
、
鹿
部
町
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
海
と
温
泉
の
ま
ち　

鹿
部
町
」

鹿部町へのアクセス

https://www.town.shikabe.lg.jp/choseijoho/
shikabechonogaiyo/1271.html

・JR 函館駅から函館本線 普通列車 鹿部駅下車（約 50 分）
・JR 函館駅から直通バス（約 90 分）
・函館市内から車（約 60 分）
・函館空港から車（約 50 分）
・新函館北斗駅から車（約 30 分）
・大沼国定公園からバス（約 25 分）、車（約 20 分）
・森町内から車（国道 278 号線）（約 30 分）
・札幌市内から車（約 4 時間 30 分）

mailto:nfo%40town.shikabe.lg.jp?subject=
https://www.town.shikabe.lg.jp/index.html
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○
七
飯
町
の
美
味
し
い
も
の

　

七
飯
町
は
西
洋
り
ん
ご
発
祥

の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、

「
つ
が
る
」「
ふ
じ
」「
レ
ッ
ド

ゴ
ー
ル
ド
」
な
ど
の
基
幹
品
種

の
ほ
か
、「
ひ
め
か
み
」
や
新

ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
な
な
み
つ

き
」
な
ど
多
品
種
の
り
ん
ご
が

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も

「
な
な
み
つ
き
」
は
直
近
３
年

間
の
初
競
り
で
７
玉
10
万
円
の

値
が
つ
く
ほ
ど
の
人
気
と
な
っ

て
い
ま
す
。
通
称
「
フ
ル
ー
ツ

ロ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
る
町
道
沿

い
に
は
多
く
の
果
樹
園
が
あ

り
、
も
ぎ
た
て
の
フ
ル
ー
ツ
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

七
飯
町
に
は
お
酒
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

箱
館
醸
蔵
の
日
本
酒
「
郷

宝
」、は
こ
だ
て
わ
い
ん
の
「
な

な
え
シ
ー
ド
ル
」、
ブ
ロ
イ
ハ

ウ
ス
大
沼
の
ビ
ー
ル
「
大
沼

ビ
ー
ル
」
は
特
に
道
の
駅
や
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
も
大
人

気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
箱
館
醸
蔵
「
郷
宝
」

　

郷
土
の
宝
で
あ
る
米
と
水
を

使
い
、
蔵
人
た
ち
が
情
熱
を
注

い
で
醸
し
た
お
酒
で
す
。

・
は
こ
だ
て
わ
い
ん
「
函
館
な

な
え
シ
ー
ド
ル
」

　

七
飯
町
で
収
穫
さ
れ
た
り
ん

ご
１
０
０
％
使
用
の
シ
ー
ド

ル
。
泡
が
き
め
細
か
く
非
常
に

繊
細
で
、
り
ん
ご
本
来
の
甘
み

や
酸
味
も
し
っ
か
り
残
り
、
や

や
甘
口
の
味
わ
い
で
す
。

・
ブ
ロ
イ
ハ
ウ
ス
大
沼
「
大
沼

ビ
ー
ル
」

　

地
ビ
ー
ル
な
ら
で
は
の
ま
ろ

や
か
な
コ
ク
と
香
り
。
ケ
ル

シ
ュ
、
ア
ル
ト
、
イ
ン
デ
ィ
ア
・

ペ
ー
ル
エ
ー
ル
、
ス
タ
ウ
ト
の

４
種
類
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。

〇
七
飯
町
の
イ
ベ
ン
ト

　

七
飯
町
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
大
沼
湖
水
ま
つ
り

　

地
元
住
職
が
灯
ろ
う
を
湖
面

に
流
し
湖
の
水
難
者
を
供
養
し

た
の
が
始
ま
り
で
、
明
治
39
年

か
ら
続
い
て
い
る
伝
統
あ
る
お

祭
り
で
す
。
夜
空
に
は
大
輪
の

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
湖
面
に

写
る
様
と
、
灯
ろ
う
が
織
り
な

す
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
楽
し
め

ま
す
。

　

大
沼
の
花
火
は
土
地
の
性
質

上
、
通
常
の
高
さ
よ
り
も
低
く

打
ち
上
げ
ら
れ
る
た
め
大
き
く

見
え
る
の
が
特
徴
で
す
。

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

○
〝
都
会
と
「
繋
が
る
」、
知

ら
れ
ざ
る
北
海
道
の
快
適
な
ま

ち
〟
の
住
み
心
地
、
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

七
飯
町
に
移
住
を
希
望
・

検
討
し
て
い
る
方
を
対
象

に
、
宿
泊
費
用
を
半
額
割
引

し
ま
す
（
1
人
1
泊
最
大

1
万
５
０
０
０
円
ま
で
）。
ま

た
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
無
料
で
利

用
す
る
事
が
可
能
で
す
（
ガ
ソ

リ
ン
代
・
補
償
料
を
除
く
）。

令
和
６
年
７
月
16
日
（
火
）
か

ら
受
付
・
事
業
を
開
始
し
て
い

る
た
め
、
七
飯
町
で
の
暮
ら
し

を
体
験
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
新
幹
線
、
飛
行
機
、
フ
ェ

リ
ー
、
全
て
の
方
法
で
、
各
方

面
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
能
で
す
。

　

七
飯
町
中
心
部
か
ら
、
新
函

館
北
斗
駅
（
新
幹
線
）
ま
で
車

で
約
10
分
、
函
館
空
港
ま
で
車

で
約
20
分
、
青
函
フ
ェ
リ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
車
で
約
20
分

と
、
ア
ク
セ
ス
が
と
て
も
良
い

ま
ち
で
す
。
ま
た
、
函
館
市
市

街
地
ま
で
車
で
約
15
分
の
た

め
、
大
型
商
業
施
設
へ
の
買
い

物
も
便
利
で
す
。
さ
ら
に
、
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
が
あ

る
大
沼
国
定
公
園
ま
で
車
で
約

15
分
の
た
め
、
全
て
の
方
面
へ

ア
ク
セ
ス
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

○
大
自
然
と
利
便
性
が
共
存
し

て
お
り
、
快
適
な
生
活
環
境
が

整
い
大
変
魅
力
で
す
。

　

民
間
賃
貸
住
宅
大
手
が
行
っ

て
い
る
、
実
際
に
住
ん
で
い
る

人
々
へ
の
調
査
「
北
海
道
内
住

み
こ
こ
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で

は
、
道
南
エ
リ
ア
１
位
の
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
函
館
市
の
隣

ま
ち
で
あ
る
こ
と
や
、
本
州
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
自
然
豊

か
で
人
が
密
集
し
て
い
な
い
こ

と
、
18
歳
以
下
医
療
費
無
料
な

ど
、
充
実
し
た
医
療
費
助
成
制

度
で
子
育
て
世
代
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
こ
と
も
人
気
の
要
因

で
す
。
降
水
量
が
少
な
く
、
温

暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
四
季

折
々
の
自
然
を
楽
し
め
る
こ
と

か
ら
、
大
沼
で
は
春
か
ら
秋
に

か
け
て
、
カ
ヌ
ー
、
キ
ャ
ン
プ
、

セ
グ
ウ
ェ
イ
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

冬
は
わ
か
さ
ぎ
釣
り
や
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
な
ど
、
１
年
を
通
し
て

様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
、

満
喫
で
き
ま
す
。

○
七
飯
町
へ
の
移
住
に
興
味
が

あ
る
人
を
応
援
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｅ　

Ｌ
ｉ
ｆ

ｅ
」
を
開

設
し
ま
し

た
。

 

移
住
に
つ
い
て

移
住
に
つ
い
て

七
飯
町
は
北
海
道
の
南
に
位
置
し
て
お
り
、
西
洋
り
ん
ご

発
祥
の
地
と
し
て
有
名
で
、
雄
大
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
地
元
の

恵
み
を
活
か
し
た
返
礼
品
を
数
多
く
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
と
し
て
実
施
し
て
い
る
主
な
事
業

内
容
と
し
て
は
、
教
育
振
興
事
業
（
小
・
中
学
校
の
振
興
に
関

す
る
こ
と
）
や
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
（
大
沼
観
光
の
振
興
に
関
す
る

こ
と
）、
地
域
福
祉
活
動
事
業
（
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
地

域
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
）
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

ご
寄
付
い
た
だ
い
て
い
る

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
七

飯
町
を
支
え
て
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
寄
付
は
、
地
域
の

発
展
や
住
民
の
生
活
向
上
に

大
い
に
役
立
て
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
七
飯
町
の

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 ふ

る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

七な
な
え飯
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
○七飯町役場　〒０４１ー１１９２　北海道亀田郡七飯町本町 6 丁目 1 番 1 号
ＴＥＬ：０１３８－６５ー２５１１（代表）　ＦＡＸ：０１３８－６６－２０５４

E-mail：info@town.nanae.hokkaido.jp（代表）
公式ウェブサイト：https://www.town.nanae.hokkaido.jp/

mailto:info%40town.nanae.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.nanae.hokkaido.jp/ 
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観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

 

○
七
飯
町
は
北
海
道
の
南
西

部
に
位
置
し
、
北
海
道
の
表

玄
関
で
あ
る
函
館
市
に
隣
接

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
か
ら
も
大
沼
国
定

公
園
や
、
北
海
道
内
上
位
人

気
の
道
の
駅
「
な
な
い
ろ
・

な
な
え
」
な
ど
は
多
く
の
お

客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
い
て

い
る
人
気
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
下
に
、

七
飯
町
の
主
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

・
大
沼
国
定
公
園

　

日
本
新
三
景
に
選
定
さ
れ

て
い
る
大
沼
国
定
公
園
。

　

活
火
山
で
あ
る
駒
ヶ
岳

（
１
１
３
１
ｍ
）
と
、
そ
の
山

麓
に
点
在
す
る
大
沼
、
小
沼
、

蓴
菜
（
じ
ゅ
ん
さ
い
）
沼
の

大
沼
三
湖
に
代
表
さ
れ
る
湖

沼
群
の
地
域
で
、
山
と
水
の

変
化
に
富
ん
だ
景
観
を
一
体

的
に
含
ん
で
い
ま
す
。
明
治

期
よ
り
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て

知
ら
れ
、
現
在
で
も
別
荘
が

建
て
ら
れ
て
お
り
、
避
暑
地

と
し
て
も
人
気
な
た
め
四
季

折
々
の
景
色
を
楽
し
み
な
が

ら
自
然
の
な
か
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

夏
に
は
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ

ヌ
ー
や
遊
覧
船
、
セ
グ
ウ
ェ

イ
、
冬
に
は
ス
キ
ー
、
氷
上
ワ

カ
サ
ギ
釣
り
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
な
ど
多
種

多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
道

南
で
も
七
飯
町
ほ
ど
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
に
富
ん
だ
地
域
は
珍
し

く
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
（
Ａ
Ｔ
）
を
推
進
す
る
際

の
重
要
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
楽
し
む
た
め
に
必
要
な

ガ
イ
ド
も
複
数
名
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
特
色
の
あ
る
ツ
ア
ー
を
催

行
し
て
い
て
、
同
じ
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
で
も
違
っ
た
楽
し
み
方

が
あ
る
た
め
、
一
度
体
験
す
る

だ
け
で
満
足
す
る
こ
と
は
な
く

何
度
も
足
を
運
び
た
く
な
る
よ

う
な
体
験
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

・
道
の
駅「
な
な
い
ろ
・
な
な
え
」

　

２
０
１
７
年
に
開
業
し
た
道

の
駅
な
な
い
ろ
・
な
な
え
。
開

業
当
初
か
ら
大
盛
況
で
毎
年
約

１
０
０
万
人
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

施
設
内
で
は
、
地
元
の
特
産

品
や
農
産
物
、
加
工
品
な
ど
を

販
売
し
て
お
り
新
鮮
な
野
菜
、

果
物
な
ど
は
地
元
客
に
も
お
買

い
求
め
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
飲
食
店
も
充
実
し
て

お
り
地
元
の
食
材
を
使
用
し
た

グ
ル
メ
も
あ
る
た
め
旅
の
休
憩

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
。
さ

ら
に
、
観
光
情
報
や
イ
ベ
ン
ト

情
報
も
提
供
し
て
い
る
た
め
地

域
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

隣
接
し
て
い
る
商
業
施

設
「TH

E DANSH
AKU 

LOUNGE

」
で
は
道
内
・
近
郊

地
域
の
食
材
を
用
い
、
薪
を

使
っ
た
ラ
イ
ブ
キ
ッ
チ
ン
を

行
っ
て
い
る
た
め
、
施
設
内
に

は
ス
モ
ー
キ
ー
な
匂
い
が
漂
っ

て
お
り
、
来
場
者
の
五
感
を
刺

激
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
男
爵

い
も
の
生
み
の
親
で
あ
る
川
田

男
爵
の
歴
史
、
農
工
具
等
の
展

示
物
を
通
し
て
近
代
農
業
の
歴

史
、
当
時
の
生
活
様
式
を
学
ぶ

こ
と
も
で
き
る
た
め
道
の
駅
な

な
い
ろ
・
な
な
え
と
同
様
に
人

気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
赤
松
並
木

　

函
館
市
桔
梗
町
か
ら
七
飯
町

峠
下
ま
で
約
14
㌖
に
渡
っ
て
赤

松
が
植
え
ら
れ
て
い
る
こ
の
道

路
は
「
日
本
の
道
百
選
」、
長

い
歴
史
と
そ
の
価
値
か
ら
「
歴

史
国
道
」
に
も
選
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
歴
史
は
明
治
か
ら

始
ま
っ
て
お
り
、
明
治
天
皇
が

行
幸
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
札

幌
本
道
（
現
在
の
国
道
５
号

線
）
沿
い
に
移
植
さ
れ
た
の
が

赤
松
並
木
の
始
ま
り
。
初
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
の
季
節
が
一
番

美
し
く
、
こ
の
時
期
は
道
路
が

緑
の
ト
ン
ネ
ル
と
な
り
、
す
ば

ら
し
い
景
観
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
中
に
は
樹
齢
１
３
０
年

余
に
達
し
て
い
る
も
の
も
あ
る

た
め
保
護
育
成
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

七
飯
町
は
自
然
や
歴
史
な
ど

様
々
な
要
素
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
町
内
に
は
観
光
案

内
所
も
あ
り
、
七
飯
町
の
こ
と

を
熟
知
し
て
い
る
案
内
人
が
丁

寧
に
案
内
し
て
く
れ
ま
す
。
観

光
客
を
温
か
く
迎
え
入
れ
る
地

元
民
と
触
れ
合
い
な
が
ら
心
地

よ
い
時
間
を
是
非
、
七
飯
町
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
左
記
Ｑ
Ｒ
か
ら
は
七

飯
町
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト

を
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
フ
ォ

ロ
ー
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

「
都
会
と
「
繋
が
る
」、
知
ら
れ
ざ
る      

北
海
道
の
快
適
な
ま
ち
、
七
飯
町
」

七飯町へのアクセス
URL：https://www.town.nanae.hokkaido.jp/hotnews/detail/00000305.html
　　  http://onumakouen.com/access/

●お問い合わせ　
○七飯町役場　〒０４１ー１１９２　北海道亀田郡七飯町本町 6 丁目 1 番 1 号
ＴＥＬ：０１３８－６５ー２５１１（代表）　ＦＡＸ：０１３８－６６－２０５４

E-mail：info@town.nanae.hokkaido.jp（代表）
公式ウェブサイト：https://www.town.nanae.hokkaido.jp/

mailto:info%40town.nanae.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.nanae.hokkaido.jp/ 
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森もり
町
の
ご
紹
介

森も
り

町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
森町役場　〒 049-2393　北海道茅部郡森町字御幸町 144-1
TEL：01374-2-2181（代表）

FAX：01374-2-3244
公式ホームページ　https://www.town.hokkaido-mori.lg.jp/

○
概
要

　

南
北
海
道
の
内
浦
湾
と
秀
峰

駒
ヶ
岳
の
周
囲
に
位
置
す
る
森

町
（
も
り
ま
ち
）
は
、
真
夏
で

も
30
℃
を
超
え
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
な
く
、
真
冬
で
も
マ
イ
ナ

ス
15
℃
ま
で
下
が
る
こ
と
は
珍

し
く
積
雪
が
少
な
い
温
暖
な
町

で
す
。

　

「
森
」
の
地
名
は
「
木
の
多

く
生
え
て
い
る
と
こ
ろ
」
を
意

味
す
る
ア
イ
ヌ
語
の
「
オ
ニ
ウ

シ
」
を
、
「
森
」
と
意
訳
し
た

も
の
。
古
く
か
ら
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
地
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
ま
す
。
こ
の
オ
ニ
ウ
シ

に
、
漁
業
の
た
め
に
本
州
か
ら

渡
っ
て
き
た
和
人
が
集
落
を

作
っ
た
の
は
江
戸
時
代
初
期
の

頃
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
明

治
に
な
り
、
開
拓
使
の
出
張
所

が
置
か
れ
、
札
幌
本
道
、
函
館

本
線
の
開
通
な
ど
に
よ
っ
て
、

交
通
の
要
衝
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
地
域
の
中
心
地
と
し
て
発
展

し
て
い
き
ま
し
た
。

◯
産
業

　

駒
ヶ
岳
山
麓
の
火
山
灰
土
壌

と
い
う
環
境
に
適
応
し
て
、
多

種
多
様
の
農
作
物
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
火
山
灰
が
育
む
ブ

ラ
ン
ド
か
ぼ
ち
ゃ
「
都
か
ぼ

ち
ゃ
」
は
ホ
ク
ホ
ク
の
食
感
が

好
評
で
す
。
ま
た
、
濁
川
地
区

で
は
温
泉
熱
や
地
熱
発
電
の

余
熱

を
利

用
し

た
、

ト
マ

ト
な

ど
の

ハ
ウ

ス
栽

培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
道

内
冬
野
菜
の
生
産
基
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

内
浦
湾
は
、
天
然
の
遊
漁
池

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
漁
業
資
源
に

恵
ま
れ
て
お
り
サ
ケ
、
マ
ス
、

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
、
カ
レ
イ
、
エ

ビ
、
ホ
タ
テ
な
ど
が
水
揚
げ
さ

れ
ま

す
。

特
に

ホ
タテは

、
森
町

の
水

揚
げ

量
で
一
番
を
誇
り
北
海
道
を
代

表
す
る
産
地
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
エ
ビ
の
中
で
も
高
級

食
材
と
さ
れ
る
ボ
タ
ン
エ
ビ
の

産
地
で
あ
る
森
町
は
、
実
は
ボ

タ
ン
エ
ビ
漁
発
祥
の
地
で
も
あ

り
ま
す
。

　

日
本
の
冷
凍
食
品
事
業
発
祥

の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
な
ど
、

森
町
で
は
歴
史
的
に
食
品
加
工

が
盛
ん
で
す
。
地
元
素
材
の
良

さ
を
熟
知
し
た
、
地
元
の
製
造

者
が
作
る
加
工
品
は
絶
品
揃

い
。
日
用
品
か
ら
贈
答
・
土
産

品
ま
で
幅
広
く
揃
い
ま
す
。
な

か
で
も
全
国
の
駅
弁
大
会
な
ど

で
ト
ッ
プ
の
人
気
を
誇
る
「
い

か
め
し
」
は
森
町
が
発
祥
の
地

で
す
。

○
食

　

新
鮮
な
魚
介
類
と
農
作
物
に

恵
ま
れ
た
森
町
に
は
、
名
店
と

呼
ば
れ
る
飲
食
店
が
多
数
点
在

し
、
地
元
の
人
々
に
愛
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
ミ
シ
ュ
ラ
ン

ビ
ブ
グ
ル
マ
ン
獲
得
の
中
華
料

理
店
や
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

の
炉
端
焼
き
、
前
浜
で
獲
れ
た

魚
介
類
の
刺
身
・
自
家
製
の
生

干
し
や
煮
魚
な
ど
豊
富
な
メ

ニ
ュ
ー
が
並
ぶ
居
酒
屋
な
ど
、

素
材
を
生
か
し
た
名
店
が
充
実

し
て
い
ま
す
。

○
道
の
駅

「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
・
も
り
」
は
国

道
５
号
線
に
お
け
る
函
館
か
ら

の
最
初
の
休
憩
地
と
し
て
、
ま

た
函
館
に
着
く
前
の
最
後
の
一

服
の
場
所
と
し
て
多
く
の
利
用

者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
駒
ヶ

岳
や
羊
蹄
山
、
噴
火
湾
を
一
望

で
き
る
屋
上
の
展
望
ラ
ウ
ン
ジ

で
は
、
広
大
な
景
色
を
堪
能
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
所
：
茅
部
郡
森
町
字
上
台
町

３
２
６
ー
18

　

国
道
２
７
８
号
線
沿
い
の
道

の
駅
「
つ
ど
～
る･

プ
ラ
ザ･

さ

わ
ら
」
は
、
や
す
ら
ぎ
プ
ラ
ザ

と
物
産
館
に
分
か
れ
て
お
り
、

物
産
館
で
買
い
求
め
た
食
材
を

や
す
ら
ぎ
プ
ラ
ザ
に
持
込
み

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
物
産
館
の

階
上
は
噴
火
湾
の
眺
望
を
楽
し

め
る
展
望
ホ
ー
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。

住
所
：
茅
部
郡
森
町
字
砂
原
２

丁
目
３
５
８
ー
１

　

将
来
的
に
森
町
へ
の
定
住
を

ご
検
討
さ
れ
て
い
る
方
々
を
対

象
に
森
町
に
一
定
期
間
滞
在
し

て
い
た
だ
く
「
ち
ょ
っ
と
暮
ら

し
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
宅

　

街
の
一
画
に
あ
る
移
住
体
験

施
設
で
、
小
中
学
校
や
病
院
な

ど
、
町
内
各
公
共
機
関
に
近
い

好
条
件
の
立
地
で
の
暮
ら
し
を

体
験
で
き
る
「
市
街
地
型
」
と
、

郊
外
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
あ

る
コ
テ
ー
ジ
お
よ
び
ホ
テ
ル
客

室
で
、
北
海
道
の
自
然
を
体
験

で
き
る
「
郊
外
型
」
の
２
種
類

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
実
際

に
生
活
し
て
、
生
活
ス
タ
イ
ル

や
気
候
風
土
な
ど
を
体
験
で
き

ま
す
。

　

秀
峰
駒
ヶ
岳
の
麓
、
大
沼
国

定
公
園
を
間
近
に
望
む
自
然
環

境
豊
か
な
分
譲
地
を
「
か
ら
ま

つ
の
森
」
と
し
て
販
売
し
て
い

ま
す
。
澄
ん
だ
空
気
、
木
々
や

草
花
な
ど
美
し
い
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
、
四
季
の
移
ろ
い
を
五

感
で
楽
し
め
る
理
想
的
な
生

活
空
間
で
あ
り
、
家
庭
菜
園

や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
気
候
や
自

然
環
境
を
活
か
し
た
暮
ら
し
が

楽
し
め
ま
す
。
近
隣
に
は
温
泉

施
設
や
ゴ
ル
フ
場
が
あ
り
、
夏

は
ゴ
ル
フ
、
冬
は
ス
キ
ー
な
ど

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し

め
ま
す
。
住
宅
建
築
完
了
後
、

一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
居
住

さ
れ
る
方
は
、「
定
住
対
策
促

進
奨
励
」
に
よ
る
助
成
も
受
け

ら
れ
ま
す
。

（
担
当
：
企
画
振
興
課
）

○
ふ
る
さ
と
納
税

　

町
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
地

域
の
歴
史
・
文
化
を
守
る
と
と

も
に
福
祉
の
向
上
・
教
育
の
振

興
を
目
指
し
、
個
性
豊
か
な
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
森
町
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
条
例
を
定
め

て
い
ま
す
。

　

森
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
多
く

の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た

寄
付
金
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
貴

重
な
財
源
と
し
て
次
の
事
業
へ

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
事
業
メ
ニ
ュ
ー

①
森
町
の
健
康
、
医
療
及
び
福

祉
の
充
実
に
関
す
る
事
業

②
森
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

守
る
事
業

③
青
少
年
の
健
全
育
成
と
教

育
、ス
ポ
ー
ツ
全
般
及
び
文
化
・

芸
術
の
振
興
に
関
す
る
事
業

④
地
域
防
災
に
関
す
る
事
業

⑤
地
域
産
業
の
振
興
に
関
す
る

事
業

⑥
活
気
あ
ふ
れ
る
個
性
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
事
業

⑦
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め

る
事
業

○
ご
寄
付
へ
の
返
礼
品

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
金
額
に
応

じ
て
、
森
町
の
特
産
品
の
中
か

ら
、
ご
希
望
の
１
点
を
返
礼
品

と
し
て
贈
呈
し
ま
す
。

詳
し
く
は
森
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
担
当
：
商
工
労
働
観
光
課
）

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

移
住
に
つ
い
て

移
住
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

町公式 HP はこちら

https://www.town.hokkaido-mori.lg.jp/
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森も
り

町
の
ご
紹
介

森もり
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
森町役場　〒 049-2393　北海道茅部郡森町字御幸町 144-1
TEL：01374-2-2181（代表）

FAX：01374-2-3244
公式ホームページ　https://www.town.hokkaido-mori.lg.jp/

 

○
青
葉
ヶ
丘
公
園

　

大
正
３
年
に
開
設
さ
れ
た

歴
史
あ
る
こ
の
公
園
は
、
森

町
の
市
街
地
の
中
心
に
あ

り
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
筆
頭
に
17
種

類
約
千
本
も
の
桜
が
植
え
ら

れ
、
「
森
小
町
」
な
ど
固
有

種
も
見
ら
れ
ま
す
。
５
月
の

「
桜
ま
つ
り
」
は
昭
和
25
年

か
ら
開
催
さ
れ
、
毎
年
10
万

人
を
超
す
花
見
客
で
賑
わ
っ

て
い
ま

す
。
ま

た
園
内

の
「
茅

部
の
栗

林
」
は

北
海
道

の

天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
樹
齢
２
０
０
年
に
達
す

る
老
木
も
含
め
約
１
３
０
本

が
、
古
来
か
ら
の
原
生
林
の

姿
を
残
し
て
い
ま
す
。

◯
オ
ニ
ウ
シ
公
園

　

町
名
の
由
来
で
あ
る
「
オ

ニ
ウ
シ
」
と
名
付
け
ら
れ
た

こ
の
公
園
は
、
国
道
５
号
線

と
森
市
街
を
結
ん
で
、
ド
ラ

イ
ブ
の
休
憩
所
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
園
内
に
あ

る
展
望
物
産
館
プ
ラ
ザ
か
ら

噴
火
湾
は

も
と
よ
り

羊
蹄
山
や

有
珠
山
ま

で
望
む
こ

と
が
で
き

ま
す
。

◯
さ
わ
ら
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

　

国
道
２
７
８
号
線
の
約
４
ｋ

ｍ
に
渡
っ
て
整
備
さ
れ
た
花
街

道
。
５
月
下
旬
の
八
重
桜
か

ら
始
ま
り
、
黄
色
の
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
、
鮮
や
か
な
赤
の

サ
ル
ビ
ア
、
淡
い
紫
色
の
ラ

ベ

ン

ダ
ー
な

ど
、
季

節
ご
と

に
美
し

い
花
々

が
咲
き

誇
り
、
10
月
下
旬
ま
で
人
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

◯
榎
本
武
揚
上
陸
地

　

明
治
元
年
に
、
蝦
夷
地
に
新

し
い
国
を
作
ろ
う
と
し
た
旧
幕

府
軍
の
榎
本
武
揚
。
彼
が
、
新

選
組
の
土
方
歳
三
ら
と
と
も
に

上
陸
し
た
の
が
鷲
ノ
木
だ
と

さ
れ
て
い

ま
す
。
そ

の
後
、
彼

ら
は
五
稜

郭
を
占
領

し
ま
し
た

が
、
翌
年

の
箱
館
戦
争
で
新
政
府
軍
と
戦

い
、
結
果
、
破
れ
て
降
伏
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た

歴
史
的
の
足
跡
を
残
す
場
所
と

し
て
、
現
在
は
そ
の
地
に
「
榎

本
武
揚
上
陸
地
碑
」
が
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

◯
鳥
崎
八
景

　

噴
火
湾
へ
注
ぐ
鳥
崎
川
を
上

流
に
進
ん
だ
こ
の
渓
谷
は
、
そ

の
美
し
さ
か
ら
「
鳥
崎
渓
谷
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
特
に
風
光

明
媚
な
場
所
は
「
鳥
崎
渓
谷
八

景
」
と
名
付
け
ら
れ
案
内
板
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
紅
葉
の

美
し
い
場

所
と
し
て

知
ら
れ
、

渓
流
釣
り

も
楽
し
む

こ
と
も
で

き
ま
す
。

◯
濁
川
温
泉	

　

森
町
の
北
西
部
を
流
れ
る
濁

川
を
上
流
へ
進
む
と
、
深
い
森

で
覆
わ
れ
た
渓
谷
が
突
然
開

け
、
豊
か
な
田
園
風
景
が
広

が
り
ま

す
。
太
古

の
火
山
噴

火
に
よ
り

形
成
さ
れ

た
カ
ル
デ

ラ
で
あ
る

濁
川
盆
地
で
す
。
濁
川
盆
地
に

は
、
４
つ
の
温
泉
が
点
在
し
て

お
り
、
規
模
は
小
さ
い
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
泉
質
が
異
な
り

情
緒
あ
ふ
れ
る
温
泉
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
は
し
ご
し
て
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◯
リ
ブ
マ
ッ
ク
ス
リ
ゾ
ー
ト
函

館
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼

　

４
３
９
万
㎡
も
の
広
大
な
敷

地
を
持
つ
総
合
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
。
室
内
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が

充
実
し
て
お
り
、
82
室
３
０
０

名
収
容
の
ホ
テ
ル
を
各
施
設

に
、
25
ｍ
室
内
温
水
プ
ー
ル
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
、
室
内
体
育
館

が
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
屋
外
に
も
様
々
な
施
設
が

あ
り
、
芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
土

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
２
面
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
ほ
か
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
、
ス
ポ
ー
ツ
ス
ラ
イ
ダ
ー
、

バ
ギ
ー
カ
ー
な
ど
が
で
き
る
施

設
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
冬
期

に
は
ス
キ
ー
場
も
オ
ー
プ
ン

し
、
ス
キ
ー
の
ほ
か
、
バ
ナ
ナ

ボ
ー
ト
や
ス
ノ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
、
ソ
リ
チ
ュ
ー
ブ
も
楽
し
め

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
も
最
適

で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
心
地
よ
い

汗
を
流
し
た
ら
温
泉
保
養
館

「
ほ
っ
と
ぴ
あ
」
の
「
し
ゅ
く

の
べ
の
湯
」
で
心
身
と
も
に
癒

し
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

住
所
：
森

町
字
赤
井

川
２
２
９

問
い
合
わ

せ
先
：

０
１
３
７
４
・
５
・
２
２
７
７

◯
駒
ヶ
岳
木
炭

　

森
町
の
木
炭
生
産
量
は
、
北

海
道
一
。

　

駒
ヶ
岳
山
麓
地
区
に
は
炭
焼

き
窯
が
点
在
し
て
お
り
、
北
海

道
内
の
生
産
量
の
約
３
割
を
占

め
、
「
駒
ヶ
岳
木
炭
」
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

◯
駒
ヶ
峯
温
泉
ち
ゃ
っ
ぷ
林
館

　

雄
大
な

駒
ヶ
岳
を
望

む
絶
好
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン

の
中
、
源
泉

１
０
０
％
か

け
流
し
の
温
泉
が
楽
し
め
る
施

設
。
大
浴
場
や
露
天
風
呂
、
サ

ウ
ナ
な
ど
多
彩
な
浴
槽
も
魅
力

で
す
。

　

ゆ
っ
た
り

と
湯
浴
み
を

楽
し
ん
だ
後

は
、
施
設
内

の
「
湯
の
膳

　

桜
は
な
」

で
噴
火
湾
の
魚
介
類
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
料
理
を
味
わ
っ
た

り
、
新
鮮
な
地
場
産
野
菜
を
購

入
す
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

森
町
字
駒
ヶ
岳
６
５
７
‐
１
６

０
１
３
７
４
・
５
・
２
８
８
０

○
も
り
ま
ち
ロ
ゴ
マ
ー
ク

　

も
り
ま
ち
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、

森
町
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
「
Ｍ
」
を

モ
チ
ー
フ
に
、
秀
峰
駒
ヶ
岳
と

す
そ
野
に
広
が
る
緑
豊
か
な

森
、
碧
く
波
静
か
な
内
浦
湾
と

町
の
花
「
さ
く
ら
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
豊
か
な

森
町
の
大
地
や

海
で
育
ま
れ
た

農
産
物
や
水
産

物
、
伝
統
の
技

で
つ
く
ら
れ
た
加
工
品
や
木
炭

な
ど
の
特
産
品
に
こ
の
「
も
り

ま
ち
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

URL：https://www.town.hokkaido-mori.
lg.jp/docs/2014090900032/

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
町　

森
町
」

森町へのアクセス

詳細はこちらから

https://www.town.hokkaido-mori.lg.jp/
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八やく
も雲
町
の
ご
紹
介

○
八
雲
町
と
は

　

八
雲
町
は
北
海
道
の
南
部
、

渡
島
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
２
０
０
５
年
に

旧
八
雲
町
と
旧
熊
石
町
が
合
併

し
、
日
本
で
唯
一
の
太
平
洋
と

日
本
海
の
２
つ
の
海
を
も
つ
ま

ち
「
二
海
郡
八
雲
町
」
と
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。

　

八
雲
地
域
は
、
松
前
藩
政
時

代
に
ア
イ
ヌ
と
和
人
の
交
易

地
が
開
設
さ
れ
、
双
方
の
交

流
が
盛
ん
な
場
所
と
な
り
ま

し
た
。
八
雲
町
の
前
身
で
あ

る
旧
八
雲
村
と
な
る
地
域
で

は
、
１
８
７
８
年
に
旧
尾
張
藩

主
徳
川
慶
勝
公
が
本
格
的
な
開

拓
を
始
め
、
旧
尾
張
藩
士
が
移

住
し
事
業
を
進
め
ま
し
た
。
八

雲
と
い
う
地
名
は
、
慶
勝
公
が

豊
か
で
平
和
な
理
想
郷
建
設
を

願
い
、
須
佐
之
男
命
が
歌
っ
た

と
さ
れ
る
古
事
記
所
載
の
和

歌
「
八
雲
立
つ　

出
雲
八
重
垣

妻
籠
み
に　

八
重
垣
つ
く
る　

そ
の
八
重
垣
を
」
に
ち
な
み
名

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

１
９
５
７
年
に
隣
接
す
る
落
部

村
と
合
併
し
ま
し
た
。

　

熊
石
地
域
は
、
鎌
倉
時
代
後

期
に
は
本
州
か
ら
移
り
住
ん
だ

人
が
い
た
と
言
わ
れ
、
松
前
藩

が
置
か
れ
る
と
１
６
９
１
年
に

和
人
地
と
蝦
夷
地
の
境
界
と
し

て
熊
石
番
所
が
設
置
さ
れ
、
日

本
の
最
北
端
の
地
に
な
り
ま
し

た
。
松
前
藩
政
時
代
か
ら
ニ
シ

ン
の
千
石
場
所
と
し
て
繁
栄
し

北
前
船
の
往
来
も
あ
り
、
独
自

の
生
活
文
化
を
形
成
し
て
き
ま

し
た
。

○
産
業

　

明
治
初
期
に
旧
尾
張
藩
士
ら

開
拓
の
中
心
と
な
っ
た
徳
川
農

場
は
、
当
時
で
は
最
先
端
の
西

洋
式
農
法
を
用
い
開
拓
さ
れ
ま

し
た
。
１
９
２
０
年
頃
か
ら
全

町
的
に
酪
農
に
取
り
組
み
は
じ

め
、
１
９
５
０
年
代
に
は
「
酪

農
は
八
雲
に
学
べ
」
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
先
進
的
で
し
た
。

　

現
在
で
は
、
道
南
を
代
表
す

る
酪
農
郷
と
し
て
多
く
の
牛
が

飼
育
さ
れ
る
と
と
も
に
、
農
業

の
担
い
手
育
成
の
た
め
研
修
牧

場
「
大
関
牧
場
」
が
設
立
さ
れ

て
い
ま
す
。
畑
作
で
は
、
も
ち

米
、
米
、
軟
白
ね
ぎ
、
花
卉
、

イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト
等
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
林
業
で
は
、
徳
川
農

場
に
よ
る
開
拓
・
森
林
経
営
の

伝
統
が
地
域
に
根
付
き
、
町
有

林
だ
け
で
も
５
４
６
３
㌶
が
保

育
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

漁
業
は
、
太
平
洋
側
と
日
本

海
側
で
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
八

雲
町
全
体
は
漁
獲
高
が
約
87
億

円
と
な
り
、
そ
の
内
、
内
浦
湾

側
の
ホ
タ
テ
の
養
殖
は
75
億
円

に
の
ぼ
り
ま
す
。
ま
た
、
熊
石

で
は
温
泉
熱
と
熊
石
海
洋
深
層

水
を
活
用
し
た
ア
ワ
ビ
の
種
苗

生
産
や
中
間
育
成
、
北
海
道
初

と
な
る
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
の

海
面
養
殖
や
種
苗
生
産
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
両
地
域
で
は
他

に
も
、か
れ
い
類
、さ
け
、え
び
、

い
か
、
た
こ
な
ど
、
豊
富
な
水

産
物
が
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
交
通

　

八
雲
町
は
、
函
館
と
札
幌
間

を
結
ぶ
国
道
5
号
、
日
本
海
側

の
国
道
２
２
９
号
、
太
平
洋
と

日
本
海
を
結
ぶ
国
道
２
７
７
号

の
ほ
か
、
道
央
自
動
車
道
の
八

雲
Ｉ
Ｃ
と
落
部
Ｉ
Ｃ
が
あ
り
、

交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
の

鉄
路
が
通
る
ほ
か
、
２
０
３
０

年
度
以
降
に
は
北
海
道
新
幹
線

新
八
雲
駅
（
仮
称
）
が
開
業
す

る
予
定
で
す
。

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

トラウトサーモン海面養殖 　研修牧場「大関牧場」

　

八
雲
町
は
、
日
本
で
唯
一
の

太
平
洋
と
日
本
海
の
２
つ
の
海

を
も
つ
町
で
、北
海
道
の
南
部
、

渡
島
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、比
較
的
温
暖
な
地
域
で
す
。

海
、
山
、
川
の
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、
農
業

や
漁
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
医
療
機
関
や
商
業
施
設

な
ど
の
都
市
機
能
が
コ
ン
パ
ク

ト
に
整
備
さ
れ
、
日
常
生
活
に

は
不
便
の
な
い
都
市
機
能
を
備

え
た
「
ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
」

で
す
。
ま
た
、
北
海
道
新
幹
線

札
幌
延
伸
の
際
は
、
八
雲
～
札

幌
間
が
約
55
分
で
結
ば
れ
る
予

定
で
す
。

【
就
業
支
援
】

■
新
規
就
農
支
援
貸
付
事
業　

　

町
内
で
の
新
規
就
農
者
に
対

し
て
、
最
大
で
５
０
０
万
円
を

限
度
に
資
金
を
無
利
子
で
貸
付

し
ま
す
。
こ
の
資
金
は
借
り
入

れ
後
の
10
年
間
営
農
を
継
続
す

る
こ
と
で
、
償
還
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

■
八
雲
町
Ｕ
・
Ｉ 

タ
ー
ン
就

職
奨
励
金

　

町
内
の
学
校
を
卒
業
さ
れ
た

方
や
進
学
や
就
職
に
よ
り
地
元

を
離
れ
た
方
、
新
た
に
町
内
に

転
入
さ
れ
た
方
が
町
内
の
事
業

所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
場
合
に

奨
励
金
と
し
て
１
年
目
に
現
金

30
万
円
、
２
年
目
に
や
く
も
商

品
券
を
20
万
円
交
付
し
ま
す
。

■
八
雲
総
合
病
院
奨
学
金
貸
付

制
度

　

助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護

師
、
薬
剤
師
を
養
成
す
る
学
校

ま
た
は
養
成
所
に
在
学
、
入
学

し
よ
う
と
す
る
者
で
、
将
来
、

八
雲
総
合
病
院
に
お
い
て
看
護

業
務
を
従
事
す
る
者
に
対
し

て
、
修
学
に
必
要
な
資
金
を
貸

付
し
ま
す
。
※
貸
付
金
額
は
職

種
に
よ
り
変
動
有
。

■
八
雲
町
介
護
従
事
者
就
職
支

援
資
金
貸
付

　
「
八
雲
町
外
に
１
年
以
上
在

住
し
た
後
、
八
雲
町
に
転
入
し

た
」
か
つ
「
八
雲
町
内
の
介
護

保
険
事
業
所
に
正
職
員
の
介
護

職
と
し
て
就
職
し
た
」
方
の
う

ち
、
転
入
及
び
就
職
か
ら
３
か

月
以
内
に
申
請
さ
れ
た
方
に

20
万
円
以
内
を
貸
付
し
ま
す
。

（
２
年
間
継
続
し
て
勤
務
し
た

場
合
、
免
除
規
定
あ
り
）

移
住
に
つ
い
て

移
住
に
つ
い
て

○
八
雲
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

八
雲
町
で
は
、
活
気
あ
る
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〇
寄
附
金
の
用
途
指
定
（
11
分
野
）

　

自
然
・
環
境
分
野
、
産
業
分
野
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
、

教
育
・
文
化
分
野
、
住
民
協
働
分
野
、
医
師
招
へ
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
熊
石
地
域
水
産
試
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
北
里
八
雲
牛
生

産
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、「
北
海
道
木
彫
り
熊
発
祥
の
地
・
八
雲
」

歴
史
と
文
化
財
保
存
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
サ
ー
モ
ン
試
験
養

殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
町
長
委
任

〇
ご
寄
附
に
対
し
返
礼
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す

　

八
雲
町
で
は
、寄
附
の
奨
励
と
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た
め
、

町
外
寄
附
者
に
対
し
返
礼
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

八
雲
町
ふ
る
さ
と
納
税
特
設
サ
イ
ト
か
ら
各

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ

き
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ぜ
ひ
八
雲
町
の
自
慢
の
返
礼
品
を
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。（
写
真
下
＝
北
海
道
二
海
サ
ー
モ
ン
）

【
問
合
せ
先
】

担
当
：
商
工
観
光
労
政
課　

☎
０
１
３
７
‐
６
２
‐
２
１
１
６

●
八
雲
町
ふ
る
さ
と
納
税
特
設
サ
イ
ト

　

https://www.town.yakum
o.lg.jp/site/

furusato/

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

八や
く
も雲
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
○八雲町役場　〒０４９－３１９２　北海道二海郡八雲町住初町１３８番地
ＴＥＬ：０１３７－６２－２１１１　ＦＡＸ：０１３７－６２－２１２０

E-mail：seisaku@town.yakumo.lg.je
公式ホームページ：https://www.town.yakumo.lg.jp/

mailto:seisaku%40town.yakumo.lg.je%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.yakumo.lg.jp/ 
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八や
く
も雲
町
の
ご
紹
介

八やく
も雲
町
の
ご
紹
介

 

○
噴
火
湾
を
一
望　

道
立
公

園　

噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー

ク
＆
周
辺
お
す
す
め
ス
ポ
ッ

ト
　

道
立
公
園
噴
火
湾
パ
ノ
ラ

マ
パ
ー
ク
は
、
年
間
入
込
客

数
約
70
万
人
を
超
え
る
代
表

ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
で
す
。

噴
火
湾
を
一
望
す
る
丘
に
は
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
、
ま
き
ば
の
冒

険
広
場
な
ど
、
家
族
で
ア
ウ

ト
ド
ア
を
楽
し
め
る
施
設
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

公
園
は
高
速
道
路
か
ら
降
り

ず
に
利
用
で
き
、
高
速
道
路

ｐ
Ａ
に
併
設
さ
れ
る
パ
ノ
ラ

マ
館
に
は
キ
ッ
ズ
ア
リ
ー
ナ

や
カ
フ
ェ
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

　

ま
た
、
同
公
園
内
に
は
、

八
雲
町
や
近
隣
市
町
村
の
特

産
物
、
観
光
情
報
を
発
信
す

る
八
雲
町
情
報
交
流
物
産
館

「
丘
の
駅
」
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
公
園
周
辺
に
は
、
日

本
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
フ
ラ
イ
ド

チ
キ
ン
の
実
験
農
場
と
し
て
開

設
さ
れ
、
国
産
ハ
ー
ブ
鶏
を
生

み
出
し
た
「
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
・

八
雲
」
や
、
創
業
１
０
０
余
年

元
山
牧
場
直
営
の
カ
フ
ェ
「
Ｅ

Ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
」
が
あ
り
、
噴
火
湾

を
眺
め
な
が
ら
食
べ
る
味
は
格

別
で
す
。

○
発
祥
か
ら
１
０
０
周
年　

北

海
道
と
い
え
ば
木
彫
り
熊　

八

雲
が
発
祥
の
地

　

北
海
道
木
彫
り
熊
発
祥
の
地

と
し
て
２
０
２
４
年
３
月
に

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

木
彫
り
熊
の
起
源
は
、
徳
川
農

場
主
で
あ
る
徳
川
義
親
公
が

１
９
２
２
年
に
ス
イ
ス
を
旅
行

し
て
い
る
際
に
木
彫
り
熊
を
見

つ
け
、
熊
狩
り
で
毎
年
訪
れ
て

い
る
八
雲
町
の
農
民
の
副
業
に

持
ち
帰
り
、
八
雲
の
人
々
に
す

す
め
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
八

雲
町
木
彫
り
熊
資
料
館
で
は
こ

の
持
ち
帰
っ
た
ス
イ
ス
の
熊
や

北
海
道
木
彫
り
熊
第
１
号
の
ほ

か
、
八
雲
で
作
ら
れ
続
け
て
き

た
木
彫
り
熊
や
北
海
道
内
の
木

彫
り
熊
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

木
彫
り
熊
以
外
に
も
、
八
雲

と
尾
張
徳
川
家
と
の
か
か
わ

り
、
ス
イ
ス
や
ペ
ザ
ン
ト

ア
ー
ト
等
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。

○
北
海
道
三
大
あ
ん
ど
ん
祭
り

　

八
雲
山
車
行
列

　

毎
年
７
月
の
第
１
金
・
土
の

２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

る
、
夏
の
夜
を
彩
る
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
、
令
和
６
年
に
40
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
斜
里
町
「
し

れ
と
こ
斜
里
ね
ぷ
た
」、
沼
田

町
「
夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
り
」
と

と
も
に
北
海
道
三
大
あ
ん
ど
ん

祭
り
と
し
て
知
ら
れ
、
各
団
体

が
明
か
り
を
灯
し
た
山
車
や
踊

り
、
演
奏
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
し
な
が
ら
町
を
練
り
歩

き
ま
す
。

○
熊
石
あ
わ
び
の
里
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　

あ
わ
び
養
殖
地
で
あ
る
熊

石
地
域
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン

ト
。
あ
わ
び
の
販
売
は
も
ち
ろ

ん
、
飲
食
ブ
ー
ス
・
物
産
販
売

な
ど
が
多
数
出
店
。
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
例
年
開
催
さ

れ
る
人
気
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
の

各
種
ゲ
ー
ム
で
は
豪
華
景
品
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

購
入
し
た
あ
わ
び
を
そ
の
場
で

焼
い
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

炭
火
焼
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
近

隣
市
町
村
に
と
ど
ま
ら
ず
、
札

幌
な
ど
の
道
央
圏
か
ら
も
多
数

訪
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。

○
４
０
０
年
以
上
の
歴
史　

熊

石
地
域
神
社
例
大
祭

　
「
根
崎
神
社
例
大
祭
」「
北
山

神
社
例
大
祭
」「
相
沼
八
幡
神

社
例
大
祭
」
は
、
４
０
０
年
以

上
の
歴
史
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
京
都
祇
園
祭
り
の
流

れ
を
く
む
伝
統
の
祭
ば
や
し
の

音
色
が
響
き
わ
た
り
、「
天
狗

さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
猿
田
彦
を

先
頭
に
、
熊
石
の
地
域
ご
と
の

神
輿
・
山
車
が
列
を
な
し
、
２

日
間
か
け
て
町
内
を
練
り
歩
く

姿
は
圧
巻
で
す
。

○
熱
田
神
宮
日
本
で
唯
一
の
分

社　

八
雲
神
社

　

八
雲
神
社
は
、
１
８
７
８
年

に
旧
尾
張
藩
主
徳
川
慶
勝
公
が

開
拓
し
、
移
住
し
た
旧
藩
士
た

ち
が
故
郷
の
熱
田
神
宮
神
符
と

尾
張
徳
川
家
歴
代
の
神
霊
を
祭

り
、
産
土
神
と
し
た
の
が
起
源

で
す
。
１
８
８
７
年
に
熱
田
神

宮
の
分
霊
を
仰
ぎ
日
本
で
唯
一

の
分
社
と
な
り
、
１
９
３
４
年

に
は
徳
川
慶
勝
命
が
合
祀
さ
れ

ま
し
た
。

○
内
浦
湾
（
噴
火
湾
）
は
温
泉

の
宝
庫

　

内
浦
湾
は
、
北
海
道
南
西
部

に
あ
る
湾
（
直
径
約
50
㎞
の

円
）
で
す
。
噴
火
湾
と
い
う
名

前
は
、
１
７
９
６
年
に
当
地
を

訪
れ
た
英
国
船
の
船
長
が
、
内

浦
湾
が
ほ
ぼ
円
形
な
こ
と
と
、

周
囲
を
取
り
囲
む
北
海
道
駒
ヶ

岳
や
有
珠
山
な
ど
の
火
山
を
見

て
「VolcanoBay

」
と
語
っ

た
こ
と
が
由
来
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
周
辺
の

市
町
村
に
は
必
ず
温
泉
が
あ
り

ま
す
。
八
雲
町
内
に
は
、
古
く

か
ら
湯
治
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
き
た
名
湯
、
秘
湯
な
ど
、
個

性
的
な
温
泉
が
町
内
に
点
在
し

て
い
ま
す
。

○
日
本
海
水
深
３
４
３
ｍ
か
ら

熊
石
海
洋
深
層
水

　

熊
石
海
洋
深
層
水
は
、
日
本

海
の
水
深
約
２
０
０
ｍ
以
深
に

存
在
す
る
「
日
本
海
固
有
水
」

と
称
さ
れ
る
海
水
で
す
。
地
域

で
は
、
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
の
飼
育
等

水
産
分
野
や
、
飲
食
品
製
造
な

ど
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
熊

石
海
洋
深
層
水
は
販
売
ス
タ
ン

ド
で
購
入
が
で
き
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
日
本
で
唯
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
つ
の
海
を
も
つ
ま
ち　

八
雲
町
」

八雲町へのアクセス
URL：https://www.town.yakumo.lg.jp/soshiki/
seisaku/content0310.html

まきばの冒険広場 パノラマ館

●お問い合わせ　
○八雲町役場　〒０４９－３１９２　北海道二海郡八雲町住初町１３８番地
ＴＥＬ：０１３７－６２－２１１１　ＦＡＸ：０１３７－６２－２１２０

E-mail：seisaku@town.yakumo.lg.je
公式ホームページ：https://www.town.yakumo.lg.jp/

mailto:seisaku%40town.yakumo.lg.je%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.yakumo.lg.jp/ 
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長おし
ゃ
ま
ん
べ

万
部
町
の
ご
紹
介

○
長
万
部
町
と
は

　

長
万
部
町
は
渡
島
半
島
内
浦

湾
の
最
深
部
に
位
置
し
、
東
は

内
浦
湾
に
臨
み
、北
は
島
牧
村
・

黒
松
内
町
に
接
し
、
西
は
今
金

町
に
、
南
は
八
雲
町
に
接
し
て

い
ま
す
。

　

地
形
は
お
お
む
ね
丘
陵
が
起

伏
し
、
大
部
分
が
山
地
に
よ
っ

て
占
め
ら
れ
、
平
地
は
内
浦
湾

に
沿
っ
て
帯
状
に
分
布
し
、
川

沿
い
に
平
坦
で
肥
よ
く
な
農
耕

地
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

長
万
部
町
内
に
は
Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
函
館
本
線
・
室
蘭
本
線
が

分
岐
し
、
町
内
に
４
つ
の
駅
が

あ
り
ま
す
。
国
道
は
５
号
線
・

３
７
号
線
・
２
３
０
号
線
の
３

つ
の
主
要
幹
線
道
路
が
集
中
す

る
ほ
か
、
道
央
自
動
車
道
の
長

万
部
Ｉ
Ｃ
と
国
縫
Ｉ
Ｃ
が
あ

り
、
北
海
道
の
交
通
の
重
要
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
３
０
年
度
以
降
に
は
北
海

度
新
幹
線
長
万
部
駅
が
開
業
す

る
予
定
で
、
重
要
拠
点
と
し
て

の
役
割
が
一
層
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

○
東
京
理
科
大
学　

北
海
道
・

長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス

　

昭
和
62
年
に
東
京
理
科
大
学

長
万
部
校
舎
（
キ
ャ
ン
パ
ス
）

開
校
し
、
37
年
の
歴
史
を
刻
ん

で
お
り
ま
す
。

　

当
初
は
基
礎
工
学
部
で
あ
り

ま
し
た
が
、
学
部
・
学
科
の
再

編
に
伴
い
、
令
和
３
年
度
か
ら

長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
は
名
称
を

北
海
道
・
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス

と
し
て
、
基
礎
工
学
部
に
代

わ
っ
て
経
営
学
部
国
際
デ
ザ
イ

ン
経
営
学
科
と
し
て
歩
み
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
た

ち
は
、
１
年
間
を
全
寮
制
で
生

活
し
な
が
ら
長
万
部
で
過
ご
す

た
め
、
毎
年
学
生
が
入
れ
替
わ

り
ま
す
。
町
民
と
学
生
は
こ
の

間
、
学
部
が
変
わ
っ
て
も
交
流

が
生
ま
れ
、
毛
が
に
ま
つ
り
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
学
生
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
画
し
、
今
で
は
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

大
学
側
も
、
学
生
と
と
も
に

数
学
や
理
科
、
英
語
な
ど
の
町

民
向
け
の
授
業
を
行
い
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
教
養
を
高
め

て
い
る
ほ
か
、
文
化
面
で
も

音
楽
を
通
じ
て
交
流
を
図
る

「
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
に
は
、
長
万
部

キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
設
30
周
年
を

迎
え
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
30
年
間
の
歴
史
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
地
方
創

生
に
向
け
て
「
長
万
部
地
方

創
生
サ
ミ
ッ
ト
」
も
開
催
さ

れ
、
理
科
大
の
関
連
会
社
か
ら

町
の
資
源
を
活
用
す
る
新
型
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
構
想
が
発
表
さ

れ
、「
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ 

Ｍ
Ｉ
Ｎ

Ｉ 

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
エ
ン
リ
ッ

チ
ミ
ニ
ト
マ
ト
）」
が
完
成
し

ま
し
た
。
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ 

Ｍ

Ｉ
Ｎ
Ｉ 

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
高

糖
度
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
で
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
も
登
録

さ
れ
て
お
り
、
人
気
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
令
和
５

年
に
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
が
４

年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
、
経
営
学

部
国
際
デ
ザ
イ
ン
経
営
学
科
１

年
生
が
入
寮
し
ま
し
た
。
同
学

科
は
、「
デ
ザ
イ
ン
表
現
の
ス

キ
ル
」「
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
基

礎
知
識
」「
異
文
化
へ
の
対
応

力
」
の
３
つ
を
柱
に
し
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
育
成
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。
町
の
よ
り

よ
い
未
来
を
構
想
す
る
「
コ
・

デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な

ど
も
行
わ
れ
て
お
り
、
キ
ャ
ン

パ
ス
か
ら
街
へ
出
て
、
町
民
と

交
流
し
地
域
活
動
な
ど
を
企
画

す
る
学
生
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

町
と
理
科
大
の
さ
ら
な
る
連

携
で
、
町
民
憲
章
の
一
つ
に

謳
っ
て
い
る
「
ち
か
ら
を
合
わ

せ
、
文
化
の
高
い
ま
ち
を
つ
く

ろ
う
。（
よ
い
伝
統
を
受
け
つ

ぎ
、
学
芸
に
し
た
し
み
、
み
ず

か
ら
学
ぶ
努
力
を
）」
の
さ
ら

な
る
実
践
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

○
お
し
ゃ
ま
ん
べ
家
さ
が
し

Web

　

長
万
部
町
へ
の
移
住
等
を
促

進
す
る
た
め
、
町
内
の
売
り
家

な
ど
の
物
件
を
「
お
し
ゃ
ま
ん

べ
家
さ
が
しW

eb

」
と
し
て
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開

し
、
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

○
子
育
て
支
援

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
高

校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療

費
を
全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
に
も

医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

○
保
育
サ
ー
ビ
ス

　

一
時
保
育
事
業
実
施
の
ほ

か
、
上
の
子
が
保
育
所
等
に
入

所
し
て
い
る
場
合
に
第
２
子
以

降
の
保
育
料
が
無
料
に
な
り
ま

す
。

移
住
等
に
つ
い
て

移
住
等
に
つ
い
て

　

登
録
物
件
一
例

○
長
万
部
町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

　

長
万
部
町
で
は
、
個
性
豊
か
な
活
力
あ
る
安
心
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
受
付
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
寄
附
金
の
用
途
指
定

　

ま
ち
づ
く
り
・
産
業
振
興
・
観
光
・
健
康
・
福
祉
・
医
療
・

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
と
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
環
境
保

全
・
森
林
整
備
・
指
定
な
し
の
各
目
的
に
指
定
で
き
ま
す
。

〇
ご
寄
附
に
対
し
返
礼
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す

　

長
万
部
町
で
は
、
寄
附
の
奨
励
と
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た

め
、
町
外
寄
附
者
に
対
し
返
礼
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

長
万
部
町
ふ
る
さ
と
納
税
特
設
サ
イ
ト
か
ら
各
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
き
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ぜ
ひ
長
万
部
町
の
自
慢
の
返
礼
品
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

長お
し
ゃ
ま
ん
べ

万
部
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
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長お
し
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ま
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ま
ん
べ

万
部
町
の
ご
紹
介
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○
毛
が
に
ま
つ
り

　

長
万
部
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
毛
が
に
ま
つ
り
。「
全

日
本
毛
が
に
早
食
い
競
争
」
は

道
外
か
ら
の
猛
者
も
参
加
し
ま

す
。
名
物
で
あ
る
「
か
に
め
し

弁
当
」
販
売
の
ほ
か
、
長
万
部

産
の
毛
が
に
の
販
売
も
あ
り
、

茹
で
た
て
の
毛
が
に
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
ま
ん
べ
く
ん

　

長
万
部
町
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
。
町
制
施
行
60
年
の
メ
モ

リ
ア
ル
の
年
の
平
成
15
年
に
公

募
で
入
選
し
た
作
品
で
す
。
外

見
は
、
長
万
部
町
の
名
産
品
で

も
あ
り
ま
す
カ
ニ
、
ホ
タ
テ
、

町
花
の
ア
ヤ
メ
を
組
み
合
わ
せ

た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

週
末
の
お
昼
前
後
に
長
万
部

駅
に
到
着
す
る
特
急
列
車
の
お

出
迎
え
や
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト

等
に
も
多
数
出
演
し
て
お
り
ま

す
。
７
月
の
誕
生
会
に
は
コ
ア

フ
ァ
ン
が
多
数
駆
け
つ
け
て
お

祝
い
し
て
い
ま
す
。

○
ヲ
シ
ャ
マ
ン
ベ
陣
屋
跡

　

嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
年
）

ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
航
し
た
こ

と
で
、鎖
国
は
終
わ
り
を
告
げ
、

激
動
の
幕
末
が
始
ま
っ
て
い
っ

た
。安
政
３
年（
１
８
５
６
年
）、

江
戸
幕
府
の
命
を
受
け
た
南
部

藩
が
、
恵
山
岬
（
函
館
市
）
か

ら
幌
別
（
登
別
市
）
ま
で
の
警

備
を
受
け
持
ち
、
箱
舘
に
元
陣

屋
を
建
て
、
室
蘭
に
出
張
陣
屋

を
置
き
、
砂
原
（
森
町
）・
長

万
部
に
分
頓
所
（
南
部
室
蘭
陣

屋
の
ヲ
シ
ャ
マ
ン
ベ
分
屯
所
）

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

山
越
え
は
厳
し
く
、
見
通
し
が

よ
く
、
通
路
も
ひ
ら
か
れ
、
室

蘭
と
砂
原
の
中
央
に
位
置
し
、

警
備
に
は
都
合
の
い
い
と
い
う

理
由
か
ら
で
し
た
。
古
く
か
ら

交
通
の
要
衝
だ
っ
た
と
歴
史
が

語
っ
て
お
り
、
現
代
も
そ
の
役

割
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

陣
屋
跡
は
現
在
、
か
つ
て
の

建
物
や
大
砲
置
き
場
な
ど
は
跡

形
も
な
い
が
、
当
時
の
濠
や
土

塁
の
跡
が
残
り
、
お
も
か
げ
を

と
ど
め
て
い
ま
す
。
貴
重
な
近

世
史
跡
と
し
て
、
昭
和
49
年
に

国
の
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
ひ
ら
け
！
つ
な
が
れ
！
お
し
ゃ
ま
ん
べ
‼

～
み
ん
な
で
楽
し
い
未
来
へ
～
」

○
長
万
部
温
泉

　

昭
和
30
年
に
天
然
ガ
ス
の
試

掘
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
温
泉

で
、
神
経
痛
・
冷
え
性
・
痔
疾

な
ど
に
高
い
効
能
が
あ
る
と
評

判
の
温
泉
で
す
。
泉
質
は
「
高

張
性
弱
ア
ル
カ
リ
高
温
泉
」で
、

湯
上
が
り
後
に
も
長
時
間
身
体

が
ポ
カ
ポ
カ
し
て
い
ま
す
。
国

道
か
ら
も
Ｊ
Ｒ
長
万
部
駅
か
ら

も
近
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
観
光

客
に
も
庶
民
的
な
温
泉
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

○
長
万
部
公
園

　

散
策
路
や
遊
具
施
設
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
あ
る
総
合
公
園
で

す
。
春
の
桜
、
ツ
ツ
ジ
、
夏

の
町
花
ア
ヤ
メ
の
美
し
さ
も

ひ
と
し
お
で
、
自
然
に
親
し

む
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
人

気
が
あ
り
ま
す
。
バ
ン
ガ
ロ
ー

（
有
料
）
も
あ
り
、
期
間
中
は

町
外
か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ

ン
パ
ー
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
。

長万部町へのアクセス
URL：https://www.town.oshamambe.lg.jp/soshiki/3/103.html
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江えさ
し差
町
の
ご
紹
介

江え
さ
し差
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ
江差町役場　〒０４３－８５６０　北海道檜山郡江差町中歌町１９３番地１

（代表連絡先）ＴＥＬ：０１３９－５２－１０２０　ＦＡＸ：０１３９－５２－０２３４
公式ホームページ　https://www.hokkaido-esashi.jp/

　

江
差
町
で
は
「
江
差
三
大
祭

り
」
と
称
さ
れ
る
大
き
な
祭
礼

が
毎
年
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
７
月
に
は
江
差
の
初
夏

を
告
げ
る
海
の
祭
典
「
か
も
め

島
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

海
上
安
全
・
大
漁
祈
願
の
厳

島
神
社
例
大
祭
の
ほ
か
、
露
店

や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
立
ち
並

び
、
お
祭
り
な
ら
で
は
の
美
味

し
い
グ
ル
メ
を
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
の

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や

初
日
の
夜
に
は
「
か
も
め
島
花

火
大
会
」
も
催
さ
れ
江
差
の
初

夏
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　　

８
月
に
は
北
海
道
最
古
の
祭

り
と
い
わ
れ
る
姥
神
大
神
宮
の

お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
そ
の
年
の
ニ
シ

ン
漁
を
終
え
、
蝦
夷
地
き
っ
て

の
景
気
に
わ
き
か
え
る
夏
の
江

差
で
、
豊
漁
に
感
謝
を
込
め
て
に
ぎ
に
ぎ
し
く
行
わ
れ
る

お
祭
り
で
し
た
。
宝
暦
年
間

（
１
７
５
１
～
１
７
６
４
年
）

に
作
ら
れ
た
神
功
山
を
は
じ
め

と
す
る
、
武
者
人
形
、
能
楽
人

形
、
文
楽
人
形
、
歌
舞
伎
人
形

な
ど
を
配
し
た
豪
華
13
台
の
ヤ

マ
が
、
吹
き
流
し
や
錦
の
御
旗

を
ひ
る
が
え
し
、
流
暢
な
祇
園

囃
子
の
調
べ
に
の
っ
て
神
社
の

神
輿
行
列
と
共
に
町
内
を
練
り

歩
き
ま
す
。
は
る
か
遠
い
江
差

の
ニ
シ
ン
景
気
を
現
代
に
伝
え

る
夏
の
大
祭
で
す
。

　

９
月
に
は
江
差
の
長
い
歴
史

と
風
土
の
な
か
で
、
幾
多
の
変

遷
を
経
な
が
ら
こ
の
地
に
根
付

き
、
育
ま
れ
て
き
た
民
謡
の
王

様
＂
江
差
追
分
＂
の
全
国
大
会

で
あ
る
「
江
差
追
分
全
国
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

い
つ
の
頃
か
ら
か
日
本
人
の

心
の
奥
に
共
感
を
呼
び
起
こ
す

唄
と
し
て
全
国
に
広
ま
り
、
現

在
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
海
外
支
部

も
あ
り
世
界
に
誇
る
伝
統
文
化

と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
成
長
を
遂

げ
ま
し
た
。

　

そ
の
追
分
節
を
、
全
国
か
ら

選
び
抜
か
れ
た
江
差
追
分
の
唄

い
手
が
江
差
町
に
集
い
、
日
本

一
の
ノ
ド
を
競
い
合
う
、
追
分

の
本
場
な
ら
で
は
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

昭
和
38
年
に
第
1
回
が
開
催

さ
れ
て
以
来
、
今
日
ま
で
脈
々

と
続
く
民
謡
の
全
国
大
会
と
し

て
は
最
も
歴
史
あ
る
大
会
で

す
。
秋
の
3
日
間
、
会
場
の
文

化
全
館
を
拠
点
に
江
差
の
町
は

ま
る
ご
と
す
べ
て
が
追
分
の
舞

台
と
な
り
、
熱
気
と
興
奮
の
な

か
、
江
差
追
分
一
色
に
染
ま
り

ま
す
。

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

　

江
差
町
は
、
檜
山
振
興
局

や
各
行
政
機
関
（
海
上
保
安

庁
・
簡
易
裁
判
所
・
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
）
が
集
ま
る
檜
山
管

内
の
中
心
地
と
し
て
機
能
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
気
候
も
非
常

に
暮
ら
し
や
す
い
の
が
特
徴
で

す
。
北
海
道
の
年
平
均
雨
量
が

約
７
０
０
～
１
７
０
０
㎜
に
対

し
て
、
Ｒ
５
年
の
年
間
降
水
量

は
１
２
３
３
・
5
㎜
と
平
均
並

み
、
夏
場
（
7
～
9
月
）
の
平

均
気
温
は
30
度
を
超
え
る
日
は

な
く
、冬
場
（
12
～
2
月
）
は
、

最
低
-5
度
を
下
回
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
北
海
道
道
東
や
道

北
と
比
較
す
る
と
温
暖
な
気
候

が
魅
力
で
す
。

　

さ
ら
に
、
台
風
の
接
近
も
少

な
く
付
近
に
接
近
し
て
も
温
帯

低
気
圧
に
変
わ
る
た
め
、
直
接

的
な
被
害
は
少
な
い
の
も
安
心

で
き
る
要
素
で
す
。
ま
た
平
成

5
年
に
発
生
し
た
南
西
沖
地
震

(

奥
尻
町)

以
降
、
近
年
、
大

き
な
地
震
の
発
生
も
し
て
い
ま

せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
穏
や
か
な
気

候
の
も
と
、
江
差
町
で
は
豊
富

な
支
援
制
度
を
通
じ
て
子
育
て

家
庭
を
温
か
く
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

● 

赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
家
庭

を
応
援
す
る
た
め
、
新
生
児
訪

問
時
と
10
ヶ
月
児
健
診
時
に
、

そ
れ
ぞ
れ
６
万
円
分
の
「
子
育

て
応
援
券
」を
交
付
し
て
お
り
、

町
内
の
指
定
薬
局
な
ど
で
、
育

児
用
品
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と

交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。  

●
町
立
保
育
園
と
私
立
認
定
こ

ど
も
園
で
は
、
保
育
料
と
給
食

費
を
無
償
化
す
る
こ
と
で
、
子

育
て
家
庭
の
負
担
を
減
ら
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
3
歳
児
以
上

の
副
食
（
お
か
ず
）
給
食
費
も

無
償
化
し
て
い
る
他
、
小
中
学

校
の
給
食
費
も
完
全
に
無
償
化

し
て
お
り
、
子
育
て
家
庭
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
て
い
ま

す
。

●
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
を
整
え
る
た
め
、
18
歳
ま

で
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
保
険

診
療
に
か
か
る
医
療
費
を
全
額

助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
病
気
や
ケ
ガ
の
際
の
経
済

的
な
不
安
を
軽
減
し
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援

し
ま
す
。  

●
子
育
て
世
帯
が
町
で
理
想
の

家
を
持
て
る
よ
う
、
新
築
・
中

古
住
宅
の
取
得
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
新
築
住
宅
を
取
得
す

る
場
合
、
最
大
２
０
０
万
円

の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

中
古
住
宅
の
取
得
で
も
最
大

１
０
０
万
円
の
助
成
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
課
広
報
統
計
係

☎︎
０
１
３
９
・
52
・
６
７
１
２ 　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
い
た

だ
い
た
寄
附
金
は
、
地
域
の
発

展
や
住
民
生
活
の
向
上
の
た
め

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
と
し
て
は
「
移

住
に
つ
い
て
」
で
ご
紹
介
し
た

「
子
育
て
応
援
券
交
付
事
業
」

に
活
用
し
て
い
る
他
、
家
庭
の

経
済
環
境
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
学
習
の
機
会
を
得
ら
れ

る
環
境
を
作
り
出
す
た
め
、
低

所
得
者
世
帯
の
児
童
・
生
徒
を

対
象
に
町
内
の
学
習
塾
に
通
う

費
用
や
通
信
教
育
費
の
一
部
助

成
事
業
に
も
充
当
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
歴
史
の
振
興
に
資
す

る
事
業
と
し
て
、
江
差
沖
で
沈

没
し
た
幕
末
の
軍
艦「
開
陽
丸
」

の
船
体
を
未
来
永
劫
残
し
て
い

く
た
め
、
船
体
の
状
態
や
保
存

環
境
を
潜
水
調
査
す
る
費
用
に

も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
寄
附
は
、
江

差
町
を
支
え
る
重
要
な
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
魅
力
を

引
き
出
す
た
め
に
、
い
た
だ
い

た
寄
附
は
大
切
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
江
差
町
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

☎︎
０
１
３
９
・
52
・
６
７
１
２

移
住
に
つ
い
て

移
住
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

町のふるさと応援サ
イトはこちらから

https://www.hokkaido-esashi.jp/
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江え
さ
し差
町
の
ご
紹
介

江えさ
し差
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ
江差町役場　〒０４３－８５６０　北海道檜山郡江差町中歌町１９３番地１

（代表連絡先）ＴＥＬ：０１３９－５２－１０２０　ＦＡＸ：０１３９－５２－０２３４
公式ホームページ　https://www.hokkaido-esashi.jp/

 　

北
海
道
の
南
西
部
に
位
置

し
、
北
海
道
文
化
発
祥
の
地

と
い
わ
れ
る
江
差
町
。

　

江
戸
期
の
ニ
シ
ン
漁
最
盛

期
に
は
「
江
差
の
五
月
は
江

戸
に
も
な
い
」
と
い
わ
れ
る

程
繁
栄
を
極
め
、
北
前
船
交

易
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
江

差
追
分
な
ど
の
伝
統
芸
能
や

生
活
文
化
が
数
多
く
伝
承
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
か
も
め
島 —

 

江
差
の
歴
史

と
自
然
が
織
り
な
す
美
し
い

ス
ポ
ッ
ト

　

か
も
め
島
は
、
か
つ
て

「
弁
天
島
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
歴
史
あ
る
場
所
で
す
。
こ

の
天
然
の
良
港
は
、
ニ
シ
ン

漁
や
北
前
船
交
易
の
重
要
な

舞
台
と
し
て
栄
え
、
江
差
の

歴
史
は
こ
の
島
か
ら
始
ま
っ

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
現
在
、
か
も
め

島
は
檜
山
道
立
自
然
公
園
の

特
別
区
域
に
指
定
さ
れ
、
そ

の
美
し
い
自
然
環
境
が
守
ら

れ
て
い
ま
す
。

・
自
然
豊
か
な
散
策
ス
ポ
ッ

ト
　

海
抜
30
ｍ
、
周
囲
2.6　

の

か
も
め
島
は
、
観
光
の
ス

タ
ー
ト
地
点
と
し
て
最
適
で

す
。
散
策
や
釣
り
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
多

く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
夏
に
は

海
水
浴
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
も

盛
ん
で
、
賑
わ
い
を
見
せ
ま

す
。

・
鳥
と
植
物
の
楽
園

　

檜
山
道
立
自
然
公
園
特
別
エ

リ
ア
と
し
て
守
ら
れ
て
き
た
自

然
環
境
に
、
１
年
で
１
３
０
種

を
超
え
る
野
鳥
が
訪
れ
春
か
ら

秋
は
多
様
な
海
浜
植
物
が
島
を

彩
り
ま
す
。

・
島
の
頂
上
で
の
特
別
な
体
験

　

１
６
８
段
の
階
段
を
登
る

と
、
島
の
頂
上
に
到
達
し
ま

す
。
こ
こ
に
は
野
営
キ
ャ
ン
プ

場
も
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ー
な
ど

が
利
用
す
る
特
別
な
空
間
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
壮
大
な

景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
自
然
の

中
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
ひ
と

と
き
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
こ
の
場
所
か
ら
は
「
夕
日

１
０
０
選
」
に
も
選
ば
れ
た
美

し
い
夕
日
を
眺
め
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
特
に
水
平
線
に
沈
む

夕
日
は
絶
景
で
訪
れ
る
人
々
を

魅
了
し
ま
す
。

○
開
陽
丸
（
か
い
よ
う
ま
る
） 

—
 

幕
末
の
名
艦
が
伝
え
る
歴

史
の
物
語

　

明
治
元
年
の
箱
館
（
は
こ
だ

て
）
戦
争
の
最
中
、
暴
風
雪
に

よ
り
北
海
道
江
差
沖
で
座
礁
・

沈
没
し
た
旧
幕
府
軍
の
軍
艦

「
開
陽
丸
」
は
、
沈
没
し
て
か

ら
１
０
０
年
以
上
経
っ
た
昭
和

49
年
、
江
差
港
湾
で
存
在
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
寸
大
で
復
元
さ
れ
た
開
陽

丸
記
念
館
で
は
、
開
陽
丸
が

航
海
し
た
時
代
の
歴
史
の
流

れ
を
解
説
し
た
パ
ネ
ル
や
約

３
０
０
０
点
の
引
き
揚
げ
ら
れ

た
資
料
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

開
陽
丸
が
伝
え
る
歴
史
の
物
語

を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
い
に
し
え
街
道 —

 

江
差
町

の
歴
史
が
息
づ
く
風
情
あ
る
街

並
み

　

江
差
町
は
、
北
海
道
の
中
で

も
古
く
か
ら
和
人
が
訪
れ
、
最

も
早
く
開
港
し
た
港
町
の
ひ
と

つ
で
す
。
17
世
紀
以
降
、
日
本

海
航
路
の
北
前
船
の
往
来
を
基

盤
に
、
檜
材
と
ニ
シ
ン
漁
、
ニ

シ
ン
取
引
に
よ
っ
て
栄
え
た
こ

の
町
に
は
、
数
多
く
の
歴
史

的
・
文
化
的
遺
産
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

「
い
に
し
え
街
道
」
は
、
こ

の
江
差
の
美
し
い
景
観
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
に
整
備
さ
れ
た

旧
国
道
沿
い
地
区
で
、
明
治
初

期
ま
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
檜
材

と
ニ
シ
ン
取
引
に
関
連
し
た
問

屋
、
蔵
、
商
家
、
町
屋
、
さ
ら

に
は
社
寺
な
ど
、
数
多
く
の
歴

史
的
建
造
物
や
史
跡
、
旧
跡
が

点
在
し
て
い
ま
す
。

　

い
に
し
え
街
道
は
、
快
適
な

散
策
コ
ー
ス
や
休
憩
ス
ポ
ッ
ト

も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
車
を
降

り
て
気
軽
に
散
策
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

歴
史
の
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
な

が
ら
、
瓦
屋
根
や
木
造
家
屋
の

素
朴
な
魅
力
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
訪
れ
る
方
々
に
心
の
安

ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

・
観
光
関
連　

問
い
合
わ
せ
先

江
差
町
観
光
情
報
総
合
案
内
所

☎︎
０
１
３
９
・
52
・
０
１
１
７

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
江
差
の
五
月
は
江
戸
に
も
な
い

　

ニ
シ
ン
の
繁
栄
が
息
づ
く
町　

江
差
町
」

江差町へのアクセス

URL：https://www.hokkaido-esashi . jp/
modules/towninfo/category0004.html 詳細はこちらから

km

https://www.hokkaido-esashi.jp/
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上かみ
の
く
に
ノ
国
町
の
ご
紹
介

　

移
住
・
定
住
施
策
と
し
て
、

18
歳
以
下
の
医
療
費
無
料
化
を

は
じ
め
と
す
る
子
育
て
支
援
な

ど
の
施
策
、
宅
地
分
譲
や
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
、
ち
ょ
っ
と
暮

ら
し
住
宅
の
整
備
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
施
策

　

本
町
で
は
、
子
育
て
世
帯
を

支
援
す
る
た
め
18
歳
以
下
の
医

療
費
、保
育
料
お
よ
び
副
食
費
、

小
・
中
学
校
の
給
食
費
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
を
無

料
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
は
、
新

た
な
子
育
て
支
援
策
と
し
て
子

ど
も
を
出
産
し
た
場
合
に
出
生

祝
金
を
支
給
す
る
「
出
生
祝
金

支
給
制
度
」
を
開
始
し
、
翌
年

２
月
か
ら
は
出
生
祝
金
の
一
部

を
出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト

と
し
て
10
万
円
分
の
ク
ー
ポ
ン

券
で
交
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

◆
ハ
ン
ノ
キ
地
区
宅
地
分
譲

　

上
ノ
国
町
役
場
か
ら
約
３
㎞

の
位
置
に
全
50
区
画
の
宅
地
を

整
備
し
、
家
庭
菜
園
が
楽
し
め

る
１
区
画
平
均
１
２
０
坪
ほ
ど

の
宅
地
を
坪
単
価
１
万
円
で
分

譲
し
て
い
ま
す
。

（
担
当
課
：
施
設
課
）

◆
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
住
宅

　

移
住
・

定
住
を
検

討
さ
れ
て

い
る
方
を

対
象
に
、

海
方
面
に

あ
る
石
崎

地

区

に

ち
ょ
っ
と

暮
ら
し
住
宅
を
１
棟
整
備
し
て

い
ま
す
。

◆
上
ノ
国
ワ
イ
ナ
リ
ー
＆
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

　

宿
泊
施
設
を
も
っ
た
全
国

的
に
も
珍
し
い
ワ
イ
ナ
リ
ー

で
、
山
方
面
の
湯
ノ
岱
地
区
に

あ
る
旧
湯
ノ
岱
小
学
校
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
２
０
２
２
年

１
月
に
開
業
し
ま
し
た
。
現
在

醸
造
し
て
い
る
ワ
イ
ン
に
は
国

産
の
ブ
ド
ウ
を
使
用
し
て
い
ま

す
が
、
将
来
的
に
は
町
内
産
の

ブ
ド
ウ
に
よ
る
ワ
イ
ン
の
醸
造

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
製
造
し

た
ワ
イ
ン
は
施
設
内
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
で
き
ま

す
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
は

開
放
感
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
グ
ル
ー

プ
ル
ー
ム

が
あ
り
、

ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
施

設
と
し
て

利
用
す
る

こ
と
も
可

能
で
す
。

移
住
に
つ
い
て

移
住
に
つ
い
て

上か
み
の
く
に
ノ
国
町
の
ご
紹
介
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◆
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

６
月　

夷
王
山
ま
つ
り

　

夷
王
山
で
の
歌
謡
シ
ョ
ー
、

ク
イ
ズ
や
チ
ャ
ン
バ
ラ
で
競
い

合
う
戦
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど

上
ノ
国
に
初
夏
を
告
げ
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
歌
謡
大
会
で
は
町

内
外
か
ら
多
く
の
出
場
者
が
自

慢
の
歌
声
を
夷
王
山
に
響
か
せ

ま
す
。

７
月　

て
っ
く
い
海
鮮
ま
つ
り

　

上
ノ
国
の
前
浜
で
獲
れ
た
新

鮮
で
安
心
・
安
全
な
魚
介
類
を

格
安
で
販
売
す
る
地
元
住
民
へ

の
還
元
祭
で
す
。

８
月　

天
の
川
ま
つ
り
（
旧
・

エ
ゾ
地
の
火
ま
つ
り
）

　

お
盆
の
時
期
に
開
催
さ
れ
る

上
ノ
国
を
代
表
す
る
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

仮
装
盆
踊
り
や
北
海
道
大
学

の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

サ
ー
ク
ル
「
縁
」
に
よ
る
演
舞
、

天
の
川
上
空
に
打
ち
上
げ
ら
れ

る
花
火
な
ど
夏
の
風
物
詩
が
詰

め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

10
月　

産
業
ま
つ
り

　

地
場
産
の
新
鮮
な
野
菜
や
新

米
、
鮮
魚
、
地
元
食
材
を
使
っ

た
料
理
な
ど
が
販
売
さ
れ
る
ほ

か
、
鮭
の
つ
か
み
ど
り
や
ビ
ン

ゴ
大
会
、
餅
撒
き
な
ど
味
覚
の

秋
を
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
毎
年
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
時

期
に
合
わ
せ
て
道
の
駅
上
ノ
国

も
ん
じ
ゅ
で
行
わ
れ
る
ミ
ニ
イ

ベ
ン
ト
、
ソ
ム
リ
エ
や
醸
造
家

の
想
い
に
触
れ
な
が
ら
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
て
ワ
イ
ン
を
堪

能
で
き
る
上
ノ
国
ワ
イ
ナ
リ
ー

主
催
の
ワ
イ
ン
ま
つ
り
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

◆
グ
ル
メ
情
報

　

道
の
駅
上
ノ
国
も
ん
じ
ゅ
で

は
、
町
で
獲
れ
た
ヒ
ラ
メ
を

使
っ
た
看
板
メ
ニ
ュ
ー
「
て
っ

く
い
天
丼
」、「
て
っ
く
い
漬

丼
」
や
「
海
老
だ
し
ラ
ー
メ
ン
」

な
ど
の
ほ
か
、
檜
山
産
の
イ
チ

ゴ
で
作
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
や
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
が
味
わ
え
ま
す
。

◆
注
目
の
施
策

⑴
エ
ア
コ
ン
購
入
費
お
よ
び
設

置
費
用
補
助
金
交
付
事
業

　

町
で
は
、
住
宅
に
お
け
る
熱

中
症
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防

ぎ
、
住
民
の
安
全
か
つ
安
心
な

生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
エ

ア
コ
ン
設
置
に
係
る
費
用
を

補
助
し
ま
す
。
補
助
期
間
は

２
０
２
４
年
４
月
１
日
か
ら

２
０
２
７
年
３
月
31
日
ま
で
の

３
年
間
で
、
１
世
帯
に
つ
き
１

台
ま
で
最
大
10
万
円
を
補
助
し

ま
す
。（
担
当
課
：
施
設
課
）

⑵
上
ノ
国
町
出
身
学
生
帰
省
支

援
事
業

　

上
ノ
国
町
出
身
で
町
外
に
居

住
か
つ
大
学
や
専
門
学
校
等
の

学
校
に
通
う
学
生
の
方
を
対
象

と
し
て
、
夏
休
み
や
冬
休
み
な

ど
に
お
け
る
気
軽
な
帰
省
の
実

現
、
帰
省
時
の
社
会
参
加
や
地

域
貢
献
活
動
の
促
進
、
関
係
人

口
の
増
加
及
び
将
来
の
Ｕ
タ
ー

ン
促
進
を
図
る
た
め
、
帰
省
に

要
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

交
付
上
限
額
は
１
回
あ
た
り
往

復
４
万
円
、
帰
省
中
は
農
業
や

漁
業
、
イ
ベ
ン
ト
、
公
務
な
ど

の
活
動
を
１
日
４
時
間
以
上
で

合
計
12
時
間
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。　
（
担
当
課
：
総
務
課
）

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

　

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
を
財
源
と
し
て
各
種
事

業
を
推
進
し
、
寄
附
者
の
上
ノ
国
町
に
対
す
る
思
い
の
実
現
化

や
人
々
が
個
性
豊
か
な
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ

と
を
目
的
に
、「
上
ノ
国
町
ふ
る
さ
と
寄
附
条
例
」
を
制
定
し

て
い
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道

　

寄
附
金
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
産
業
振
興

や
医
療
・
福
祉
の
増
進
、
地
域
づ
く
り
な
ど
の
各
種
事
業
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
ご
寄
附
へ
の
返
礼
品

　

ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
一
番

人
気
の
「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
を
は
じ
め
、

ウ
ニ
や
フ
ル
ー
ツ
ポ
ー
ク
な
ど
上
ノ
国

町
の
特
産
品
を
お
選
び
い
た
だ
き
、
返

礼
品
と
し
て
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

◆
ご
興
味
の
あ
る
皆
様
へ

　

詳
し
く
は
、
上
ノ
国
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（URL

→ https://www.town.kam
inokuni.lg.jp/

hotnews/detail/00000139.html

）

　

上
ノ
国
町
の
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
皆
様
の
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　　
　
　
　
（
担
当
課
：
総
務
課
）

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税
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◆
夷
王
山

　

標
高
１
５
９
ｍ
の
山
頂
に

は
、
夷
王
山
神
社
が
あ
り
、
上

ノ
国
市
街
は
も
ち
ろ
ん
、
日

本
海
に
浮
か
ぶ
奥
尻
島
や
大

島
、
熊
石
方
向
へ
延
び
る
美

し
い
海
岸
線
が
一
望
で
き
ま

す
。

　

周
辺
に
は
町
の
シ
ン
ボ
ル

タ
ワ
ー
「
夜
明
け
の
塔
」
や

利
用
料
無
料
の
キ
ャ
ン
プ
場
、

本
町
の
歴
史
を
物
語
る
国
指

定
史
跡
の
勝
山
館
や
そ
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
も
あ
り
、
散

策
を
楽
し
み
な
が
ら
、
北
海

道
の
中
世
史
に
触
れ
る
旅
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
夜
明
け
の
塔

　

開
基
８
０
０
年
を
記
念
し

て
夷
王
山
に
あ
る
八
幡
牧
野

の
丘
陵
地
・
中
世
の
丘
に
造
ら

れ
た
町
の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー

で
す
。　

現
在
、
上
ノ
国
町

観
光
協
会
で
は
夷
王
山
整
備

事
業
の
一
環
と
し
て
、『
夜

明
け
の
塔
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
を
始
動
し
、
夜

明
け
の
塔
か
ら
眺
め
る
景
色

に
彩
り
を
添
え
る
花
畑
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
道
の
駅
上
ノ
国
も
ん
じ
ゅ

　

海
に
面
し
た
道
の
駅
で
、
風

を
感
じ
な
が
ら
美
し
い
景
色
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ

で
の
景
観
は
、
雑
誌
『
北
海
道

ウ
ォ
ー
カ
ー
』
の
絶
景
感
動
部

門
で
金
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。

　

１
階
は
物
産
店
で
、
町
内
で

と
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や
海
産

物
、水
産
加
工
品
、当
町
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
カ
ミ
ゴ
ン
」
の

グ
ッ
ズ
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

◆
文
化
財

　

上
ノ
国
町
は
、
国
指
定
史
跡

の
史
跡
上
之
国
館
跡
（
花
沢
館

跡
、
勝
山
館
跡
、
洲
崎
館
跡
）

を
は
じ
め
と
し
、
国
指
定
重
要

文
化
財
の
上
國
寺
本
堂
や
旧
笹

浪
家
住
宅
、
北
海
道
指
定
有
形

文
化
財
の
上
ノ
国
八
幡
宮
本
殿

や
円
空
仏
（
十
一
面
観
音
立

像
）、
史
跡
か
ら
の
出
土
品
な

ど
、
中
世
の
歴
史
遺
産
を
多
く

保
有
す
る
歴
史
あ
る
町
で
す
。

上
國
寺
本
堂
や
旧
笹
浪
家
住

宅
、
上
ノ
国
八
幡
宮
本
殿
は
道

内
に
現
存
す
る
寺
院
・
民
家
・

神
社
建
築
で
最
古
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

近
年
の
史
跡
上
之
国
館
跡
の

発
掘
調
査
で
は
、
和
人
と
ア
イ

ヌ
が
共
に
生
活
し
て
い
た
と
み

ら
れ
る
出
土
品
が
多
数
発
掘

さ
れ
て
お
り
、
和
人
と
ア
イ
ヌ

の
共
生
の
地
と
考
え
ら
れ
、
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
神
の
道

　

道
の
駅
周
辺
の
中
世
の
岬
公

園
に
あ
る
遊
歩
道
を
下
に
降
り

る
と
、
階
段
の
よ
う
に
な
っ
た

岩
の
先
に
鳥
居
が
見
え
て
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
龍
神
が
龍
燈
と

な
っ
て
通
っ
た
と
い
う
伝
説
の

あ
る
「
神
の
道
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
満
天
の
星
空
と
と
も

に
見
る
神
の
道
は
、
天
へ
の
階

段
の
よ
う
な
情
景
で
、
岩
窓
か

ら
見
る
夕
陽
も
絶
景
で
す
。

◆
温
泉

　

町
内
に
は
２
か
所
の
温
泉
が

あ
り
ま
す
。「
花
沢
温
泉
」
は

２
０
１
７
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
市
街
地
に
近
い

温
泉
で
す
。
大
き
め
の
内
風
呂

と
小
さ
な
露
天
風
呂
が
楽
し
め

る
温
泉
で
、
町
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
上
ノ
国
町
国
民
温
泉
保
養
セ

ン
タ
ー（
通
称
・
湯
ノ
岱
温
泉
）」

は
、
市
街
地
か
ら
離
れ
た
山
方

面
の
湯
ノ
岱
地
区
の
一
角
に
あ

る
炭
酸
泉
の
珍
し
い
温
泉
で

す
。
３
種
類
の
温
度
（
35
℃
、

38
℃
、
42
℃
）
の
内
風
呂
と
う

た
せ
湯
が
あ
り
、
長
湯
を
し
た

い
方
は
特
に
お
す
す
め
で
す
。

◆
ま
ん
ま
る
桜

　

山
方
面
に
向
か
い
、
天
の
川

き
ら
ら
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
右

手
側
に
ぽ
つ
ん
と
一
本
桜
の
木

が
あ
り
ま
す
。
開
花
時
期
に
満

開
に
な
る
と
、
球
体
の
よ
う
に

可
愛
ら
し
く
咲
く
こ
と
か
ら
、

湯
ノ
岱
町
内
会
が
「
ま
ん
ま
る

桜
」
と
い
う
愛
称
を
つ
け
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ｒ
江
差
線
廃
線
後
、
上
ノ

国
の
新
名
所
と
な
る
こ
と
を
願

う
同
会
の
方
た
ち
を
中
心
に
、

道
路
脇
の
樹
木
の
伐
採
や
旧
Ｊ

Ｒ
江
差
線
の
枕
木
を
活
用
し
た

階
段
の
取
り
付
け
な
ど
の
整
備

を
行
い
、
大
切
に
育
ま
れ
て
い

ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
天
の
川
が
流
れ
る
子
育
て
に

優
し
い
ま
ち 

上
ノ
国
町
」

上ノ国町へのアクセス
URL：https://www.town.kaminokuni.lg.jp/
hotnews/detail/00001811.html

mailto:info%40town.kaminokuni.lg.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.kaminokuni.lg.jp/ 


公
益
社
団
法
人
北
海
道
倶
楽
部
の
ご
紹
介

年間の公益事業・行事など
新年交礼会開催（1 月　有料）
北方領土返還推進運動「ブラウンリボンバッジ」キャンペーン
	 	 　　          「千島桜」シンボルバッジキャンペーン
「北海道新幹線早期実現」「新幹線バッジ」キャンペーン
「ふるさと納税推進」キャンペーンなどの年初スタートを実施。

「北方領土返還要求全国大会」に参加（2 月 7 日　北方領土の日）

「北方領土返還要求中央アピール行進」に参加（１２月１日）

交流の夕べを開催（8 月 4 日前後　有料）
キャンペーン、北海道等の広報を目的とした夏の交流事業を実施。

交流イベント「We Love Hokkaido」の開催（旧道産子の会、10 月　有料）
北海道関係者、北海道ファン、一般参加者 2～ 300 名、有料
キャンペーン、公益事業の広報、地域活性化イベントなどを実施。

講演会、シンポジウムの開催（無料）
当倶楽部の公益事業と関連した講演テーマを検討する。一般の参加歓迎（講
演テーマ、行政との協調などにより公益性のあるものとし、一
般参加を呼びかける。）

情報紙「北海道 ”NOW”」の発行・配布
倶楽部の事業に係る広報のため、情報紙「北海道 ”NOW”」　本紙・
増刊号　年11回）を発行。一般配布（有料　月額８０円）有り。

　
「北海道の市と町と村をご紹介（WEB 版）」の発行・配布
本誌

北海道情報ラックに北海道情報を配布（毎月、無料）

ホームページで倶楽部公益事業を広報（適時）

その他
倶楽部内交流の同好会の
活動に協力。（独立運営・
会計、北星会（ゴルフ））

「摩周湖」（弟子屈町） 



入会希望の方は定款（HP にあります）をご了承の上、
下記申込書を A4にコピーし、ご記入の上郵送下さい。

正
会
員
の
入
会
申
込
後
、
直
近
の
理
事
会
で
の
入
会
承
認
後
、
入
会
の
ご
連
絡
と
入
会
金
（
５
千
円
）
年
会
費
（
15
千
円
）
納
入
の
お
願
い
を
差
し
上
げ
ま
す
。

入会案内のページ
上記ページを参照し、ホームページ上からも、各申込書のダウンロー
ド及び入力送信が出来ます。(QR コードを読みとるかクリックも可）

http://www.hokkaido-c.or.jp/
http://www.hokkaido-c.or.jp/
http://www.hokkaido-c.or.jp/index.html
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